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　序章　珍獣とその飼い主と







「おい朧ろう月げつ。そろそろ引きこもるのをやめろ」

「……今日は天気がいいから、溶とけるので出たくありません」

「俺がそんな阿あ呆ほな理由で引き下がると思うのか。というか、本当はさっきのあれで拗すねてるだけなんだろ？」

　図星をついたら、朧月は口ごもったようだ。ようだと言うのは、彼女は暗くて狭い衣い裳しよう櫃びつの中に立てこもり中で、蒼そう刻こくには姿が確認できないからだ。

　いつものように強引に開けて連行してもいいのだが、蒼刻は今回、違う作戦を用意していた。

「どうしても出てこないつもりか？」

「幽ゆう鬼き院いんに帰らせていただけないのなら……そうです」

「じゃ、おまえの大好きな桃ももまんは食べさせてやれねえな」

「！」

「この町の名物らしいな？　変わり種の桃まん。貴重な白しろ小豆あずきを使ったあんで、ふわふわの生き地じに桃の果か肉にくを練ねりこんでるとかなんとか。おまえのために蒸したて買ってきてやったのに」

「う……」

「おまえが食べないんなら、旅籠はたごの女将おかみにでも差し入れるか。俺は甘あまったるいの苦手だし」

　小さな蒸むし籠かごをちらつかせ、蒼刻が挑発的に言う。言葉に詰まった朧月は、涙目になっているに違いない。朝食はまだだったし。

　きゅうと鳴った腹の音をごまかすみたいに、朧月がうめいた。

「人ひと質じちをとるなんて……！　見損ないました蒼刻さん、それでも武官なんですか」

「相手が人間なら正々堂々と戦うが、おまえはいいとこ珍ちん獣じゆうだろ？　さっさと珍獣らしく餌えさに釣つられて出てきやがれ」

「……そ、そこまで言われて、わたしが釣られるとでも」

　そう言いながらも、蓋ふたをちょっと開けているのはどこの珍獣だ。立派に釣られかかってんじゃねえか、と蒼刻が半はん眼がんになったとき。

「――あの～、お二人さん？　遅いと思ったら、なんの対決をしてるんすか」

　あきれたふうな声が降ってきた。

　頭上を仰あおぐと、華はなやかな装よそおいの女人が虚こ空くうに浮かんでいる。

　撫なでし子こ色の髪もめりはりのある肢し体たいもどことなく透すけている彼女は、幽ゆう鬼き――死者の霊れい魂こんだ。そしてこの場では貴重なつっこみ役でもあった。名は星せい彩さいという。
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　結局餌につられて籠ろう城じようをやめた朧月が、蒸したての桃まんを頬ほお張ばるのを眺ながめながら、星彩はあっけらかんと質問した。

「どうしました朧月ちゃん、いつも以上に暗い顔で。武官さんに胸でもさわられましたか」

「んなわけあるか」

「じゃ、おしりとか？　武官さんってば仏ぶつ頂ちよう面づらのくせにけしからんですね」

「聞けよ。さわってないっつってんだろ」

「顔が普段の二倍怖こわいっすよ武官さん。でも武官さん、朧月ちゃんのことをよく抱き上げるっしょ？　あのときって、絶対あたってますよねぇ？　いろいろと」

　どこが、何が、とは明言せず、意味ありげに目をすがめた星彩に、蒼刻は反論しそこねた。

　――実際に朧月を抱かかえているときはそんな意識などしていないが、改めて指摘されると、あたっていないとは言えないので。

　なんとも言えぬ空気を追い払ったのは、桃まんを食べ終えた朧月だった。

「星彩……違うの。蒼刻さんがいきなり、皇こう都とについたら、わたしをまた貴族の方に逢あわせる予定だって言いだして――だから、今までそんなこと教えてくれなかったのにひどいって」

「んまあ、なんて鬼き畜ちくな所業！」

「そこまで言うか！　普通の家の姫なら、つながりができるって喜ぶところだぞ」

　朧月のへたれた嘆なげきと星彩の大げさな言い方に、一応つっこんではおいたが、蒼刻も朧月が「普通」の姫君とはかけ離れた感性の生きものだということは重々よくわかっている。だから珍獣扱いするのだ。

　激しく人見知りな、巣穴に隠れる仔コ狸タヌキみたいな娘は、暗くうつむいた。

「皇都に来てくれと言うだけで、詳しいことを説明してくれないと思ったら……」

「でも、俺に『わたしでお役に立てるならなんでもします』って言ったのはおまえだろ？　男に二言はないと思え」

「これでも一応女のつもりなのですが……。それにわたし、そんな綺麗事言いましたっけ」

「忘れてんのかよ」

「えっと……でも、今のこれとは別問題だと思いますよ？　わたしは貴族との縁なんて後が面倒だからいらないって以前から何度もきゃああああああ！」

「愚ぐ痴ちは鞍くらの上で聞き流してやるから、いいかげん出発するぞ。予定では、今日中に皇都に着くはずなんだからな」

　往おう生じよう際ぎわも悪く、みいみいと鳴く少女を荷物のように小脇に抱えて、蒼刻は旅籠を後にした。

　幽鬼は音もなく追いかけてくると、蒼刻にだけ聞こえる声で耳打ちした。

「で。また、あたってるんじゃないっすか？」

「そのネタはもういい！」







　第一章　軋む音を奏でるもの







「なるほど。要約すると、朝っぱらからいちゃついてた、というわけじゃな？」

「それは要約じゃなくて捏ねつ造ぞうだ、張ちようさん」

　旅の道連れたちに、まともなつっこみを期待できないのが蒼そう刻こくの最近の悩みである。

　――町のすぐ近く。

　白しろ詰つめ草くさが、雪が降りたように視界の左右を彩いろどる裏街道に、四人（？）は集合していた。

　ほかに人通りのない、静かな風景の中、どことなく湿しめった風が花草木を揺らしている。皇こう都とに近い地域は、不思議なことに真冬でも花が絶えない現象で有名だ。

　そして今は、百花咲き競う春。

　神しん華か国のどこに吹く風も花の香りをふくんでいるが、このあたりではそれがいっそう濃密に感じられる。

　荷ろう物げつ運搬で乱れた銀髪をかき上げて、蒼刻はあたりに目を配った。

「昨さく夜やはどこで寝たんだ？」

「いつもと同じ。人目につかぬ花畑じゃよ」

　幽ゆう鬼きの星せい彩さいは普通の人の目には見えないからいいが、張さんの――威厳ある白びやつ虎この姿は人を怯おびえさせることがあるので、夜は別行動をとっているのだ。

「野宿ばかりさせて悪いな」

「なんの、昔の山暮らしに比べれば楽なものよ。今は星彩が添い寝してくれるしのう？」

「まあ張さんったら、朧ろう月げつちゃんと武官さんの前で、だめですよう♪」

「…………」

　なにげなく話しかけたはずが、なぜか白虎と幽鬼にいちゃつかれ、理り不ふ尽じんさに蒼刻がため息をつく。朧月は恐きよう縮しゆくしながら、「すみませんうちの幽鬼が」となだめた。

「まあ、俺もいいかげん慣れてきたがな。――そういうおまえは機き嫌げんを直したのか？」

「……ここから一人で降りられないから、抵抗をあきらめてるだけです」

　朧月は、ちょっと顔をそむけて言った。

　捕ほ獲かくされた彼女は、蒼刻が轡くつわを引く馬の鞍くらに乗せられていた。意外と地面が遠いし、朧月の鈍くささでは顔面から落ちかねない。

　蒼刻が半はん眼がんになった。

「てことは、まだ拗すねてんのか。今回の用事も皇宮がらみだってことは、出発する前に言っておいただろうが」

「それは覚えてますけど……」

「けど、なんだ？」

「『用事』の内容がよくわからないのが不安なんです。……やっと教えてくれたかと思ったら、貴族の方に逢あわせるだなんて」

　そう。蒼刻はなぜか、今回の用事について、きちんと説明してくれていないのだ。

　皇都を目前にした今け朝さになってようやく聞き出せたのが、貴族云うん々ぬんの件だ。ただでさえ後ろ向きな朧月が不安な想像に囚とらわれるには十分な状況である。

　などと、弱腰な朧月にしてはがんばって主張したのだが、蒼刻はやはり明言を避けた。

「安心しろ。おまえの瞳を怖こわがるような人じゃない。むしろ――」

　と、半端に言葉を切る。

「あとは皇都についたら全部説明する。悪いようにはしないから、黙ってついてこい」

「えー……」

　そんな強引な。いや、強引なのは出逢いのときからだけど。

「だいたいおまえ、俺も貴族の一員だってこと忘れてないか？」

「あ。ええと――その……ごめんなさい」

　青く燃える左目ににらまれて、朧月はすぐに謝った。所しよ詮せん小心者なので。

　気取らないというか――失礼だが、むしろ柄がらが悪いくらいなので忘れがちになるが、彼の名は劉りゆう蒼刻。この国では皇族に次いで歴史の古い名家、劉家の御おん曹ぞう司しだ。

　武官らしく線は鋭するどいけれど整った顔立ちには、それとない品のよさだってある。

　きかん気の強そうな眼光や近寄りがたい空気のほうが、ずっと印象に残りやすいが。

（また、こづかれてしまうかな）

　御曹司のお仕置きを覚悟して身を縮めるが、彼女の正直さに気が抜けたのか、もともと怒ってはいなかったのか、蒼刻はあっさり肩をすくめた。

「ま、俺は貴族扱いが好きじゃないからいいけどな。世間にはそうじゃないやつのほうが多いから、皇都では気をつけろよ」

（……気をつける以前に、貴族に関わるのは面倒そうだから遠えん慮りよしたいのですが？）

　朧月は内心ちょっと毒どくを吐く。口に出さないのは、蒼刻に「躾しつけ」と称して額ひたいをこづかれたりするのを避けるためだ。

　ともすれば歳としより幼おさなく見られることもあるが、朧月は十五歳。

　同年代の少女たちならおそらく、皇宮や貴族社会の華はなやかさに憧あこがれがあるのだろう。しかしながら朧月はそんなに無む邪じや気きではない。むしろ、自分だけの狭くて心地ここちよい空間にはまりこむのが好きな、根っからの引きこもり体質なのだ。

　以前のあれこれから彼女の厄やつ介かいな性格をよく知っている蒼刻は、一番簡単な道を選んだ。

「行くぞ。昼には雨が降るそうだからな」

　すなわち、後ろ向きな発言の黙殺である。

　彼が手た綱づなを繰ると青毛の馬はいなないて疾走を始め、朧月は情けない悲ひ鳴めいを上げた。





◇◆◇






　太たい古こ――この広大な大陸は、妖怪とけものに支配された曠こう野やだったという。人間もいるにはいたが、力弱く牙きばを持たぬために虐しいたげられ、ほそぼそと命をつなぐだけで精一杯だった。

　そこに牡ぼ丹たんのごとく美しい「百ひやつ花か神しん仙せん」という神女が降り立ち、大地を一年中花のあふれる楽土に変えたあと、壮そう麗れいな都を造り上げたのだという。

　百花神仙はすばらしい智ち慧えを持つ人間たちを「護ご花か使し者しや」――花にあふれた大地の守護者に選び、だれもが心穏おだやかに暮らせる国を造らせた。それが神しん華か国の始まりだ。

　以来この国は、百花神仙から祝福を受けた皇族を柱として発展し、今は文字どおり華やかな時代を謳おう歌かしている。

　

　

　皇都・常じよう花か。――に、朧ろう月げつはまたしても強引に連れこまれていた。

　桜の頃は過ぎたが、季節はまだ春の域。神華国がもっとも美しく彩られる季節だ。都中が、春咲きの牡丹に蘭らんといった花でみずみずしく飾りたてられ、季節ならではの花茶や風水料理のいいにおいで行き交う人々の心をくすぐってくる。

　夕暮れが迫せまる今は、市場が閉まり、代わりに酒しゆ楼ろうが開き、昼の顔から夜の顔へとお色直しをするときのせわしない活気にあふれていた。

　どんより沈んだ顔をしているのは、人ごみに怯えて涙目の朧月くらいのものである。

「……あいかわらず、生きてる方がたくさんいますね……。というか、いすぎですね」

「いすぎってことはないだろ。国の中心なめてんのか」

「蒼そう刻こくさん、もっと人通りの少ない……というか、全然人ひと気けのない裏道を知りませんか」

「逃げるな」

「……でも、このままだと人に酔いそうで――うぷ」

「もう酔ってんのかよ！」

　蒼刻は「このヘタレが」とぼやきながらも、げんなり顔の朧月を仕方なさそうに引きずり、目抜き通りからは外れた界かい隈わいに入ってくれた。

　ちなみに張ちようさんは蒼刻の馬を連れ、人目のない別の経路から皇宮に入ることになっている。星せい彩さいも大好きな白虎についていったので、完全に二人きりだ。めずらしいなと、今さら気づく。

　人通りがまばらになったことで息苦しさから回復すると、朧月は蒼刻の背中にしがみつきながら、周囲を見回した。

「蒼刻さん……ここは、一体どういう？」

「明るいうちは、演劇や音楽で人を呼んでる界隈だ。もう戯ぎ劇げき院いんなんかは閉館しちまったが」

「ああ、だから華やかな衣い裳しようの幽鬼がたくさんいるんですね。……なんだか楽しそう」

「喜ぶのはそこか」

　手刀で軽くこづかれた額を押さえつつ、朧月はあちこちにたたずむ幽鬼たちを眺ながめた。

　赤しやつ光こうのにじむ空や、店々の軒のき先さきに吊つるされた燈とう籠ろうとあいまって、幻想的な光景である。

（ここは平和そうだけど……）

　故郷を連れ出される前のやりとりを、ふと思い出す。今回、皇都に呼ばれた理由のことだ。

　――『黄こう巾きん賊ぞくっていう、あやしい術で人をたぶらかす連中がいる。知ってるか？』

　――『その指導者の一人である張ちよう宝ほうが、皇都の近くで暗あん躍やくしはじめてる』

　――『道どう士しなんだが、幽鬼を利用する面倒な術が得意みたいだ』

　蒼刻を信用しているとはいえ、今日までこれくらいしか聞かされていないのに、我われながら、よく同行する気になったものである。

「おい朧月。ぼけっとしてると――」

　なんですか？　と訊きく前に、爆ばく竹ちくの燃えかすを踏んだ足がすべった。

　普段のろまな朧月にしては見事な反応で、蒼刻がさしのべた腕にしがみついたので、転倒はまぬかれたが。

「やっぱりこけたか。これに関しちゃ期待を裏切らないよな、おまえは」

「……み、未み遂すいです」

「そういう無む駄だな意地張ると、支ささえてやらねえぞ」

「ちょッ、いきなり引っ張らないでください、足が浮い……！」

　朧月が身を離す前に、蒼刻は彼女を、猫の仔こでもつまむように宙吊りにした。支えてくれたはずの腕に振り回され、朧月はひゃあああ！　とまぬけな悲鳴を上げる。

　そうして歩くうちに、ふと店の並びが途と絶だえて、杏あんずの並木道に入った。

　花はあまり残っていないが、揺れる若葉の緑が目にやさしい。

「ここを抜けたら『華か林りん園えん』だ。そこを通り抜けて、皇宮の青せい竜りゆう門もんから入るぞ」

「華林園って……たしか、貴族の方が住むところでしたっけ？」

「顔に『もっと人のいない裏道を通りたいです』って書くな」

「……どうしてわかるんですか？」

「いいかげんおまえに慣れた」

　ほら行くぞ、と手を強く引かれたときだ。前方からただならぬ空気が流れてきたのは。

　悲鳴。怒ど号ごう。何かが倒れる音も続く。

「蒼刻さん――……ッ!?」

　翡ひ翠すいの瞳を、高いところにある彼の顔に向けたはずみで、朧月はそれに気づいた。

　華林園の建物の上でざわつく、落陽に透すける人の姿――幽鬼たち。彼らが明らかに動揺していることに。

　幽鬼は普段、生者には姿が見えないからと悠然と過ごしていることが多い。一度死んだのだから、もう殺されたり傷つくことはないと思って、のんびりしたものだ。目と鼻の先で喧けん嘩かが起きようが動じない者が大半である。だから、この光景は尋常ではない。

「……あのあたりは」

　蒼刻が警戒するようにつぶやいた。

　朧月は生まれつき幽鬼が見えてしまうのだが、彼女にふれればだれでも同じ視界を得ることができる。朧月と軽く手をつないだ蒼刻は、幽鬼たちの怯えようを見て何を思ったのか。

「行くぞ」

　どこに、と聞く前に、朧月はまるで荷物のように蒼刻に抱え上げられていた。





◇◆◇






「む？　あれはなんでありますか？」「あんた知らないの？　〈雷らい公こう〉と殭屍キヨンシーだよ！」「殭屍キヨンシーは存じてますが、らいこうとは」「うまく説明できないけどよ……ただの人間じゃないが、幽鬼でもない」「本当に下へ手たな説明であります」「てめえそれが教えてもらう態度か！」

　――幽鬼たちの声が、頭上から降ってくる。

　数が多すぎて聞き分けにくいそれに耳をそばだて、朧月は使える情報はないか、懸けん命めいに頭の中でより分けていった。

「今度はどこの邸やしきが狙ねらわれたんだ？」「曹そう家らしいですよ。あそこに住む幽鬼があわてて逃げてきました」「え、普段居候いそうろうしてるのに薄情すぎねえか？」「ま、てめえの命が大事だからしゃーないだろ」「いや、俺たちもう命なくしてるから」

　殭屍キヨンシーなら朧月も知っている。魂たましいの抜けた骸むくろに、事故あるいは悪あしき道術によって、幽鬼が宿ってしまったモノだ。

　故郷の邸に居候する幽鬼たちからも、殭屍キヨンシーにまつわる怖い実話を何度も聞かされていた。

　しかし、〈雷公〉とはなんだろう？

（それに……曹家の邸が狙われたって――）

　劉りゆう家、孫そん家とともに、三大家と呼ばれる古い名家だ。劉家とは不仲が噂うわさされている。

「蒼そう刻こくさん……あの、騒ぎの中心は曹家の邸みたいです」

「らしいな」

　劉家の御曹司をちらりと見たが、彼は厳しい表情で行く手をにらむのみだ。

　武官なら、助けに行くのに家同士の仲は関係ないか。

「……劉家の邸も、華林園にあったりするんですか？」

「一応な。親おや父じは今は領地のほうにいるし、邸もこことは離れてるから心配はしてない」

　蒼刻は冷静というか、とにかく場慣れして見えた。何が起こっているのかよくわからないけれど、その横顔を見ると不思議に落ち着く。

（さすがは、未来の護花七将軍さまだなぁ）

　邸を囲む塀へいで挟まれた路みちを、幽鬼の声を聞きながら進んでいくと――

「――この■■狂いの腑ふ抜ぬけどもめが、何をもたついている！　こんな殭屍キヨンシーごとき瞬まばたきの間に薙なぎ払えぬようで、私の部下を名乗るとは片腹痛いぞ!!」

　暗く細い路地でつながっている隣となりの街区から、聞くに耐えない罵ば倒とうが届いた。生者の声だ。

　距離が遠いのでほかの声は聞こえないが、どうやら向こうでも、こちらと同様の騒ぎが起きているようだ。

「今のすごい声……巡じゆん警けい隊たいの方たちでしょうか？」

　犬を連れて皇都の治安を守る組織の名を挙げてみるが、ただちに蒼刻に否定された。

「あの怒ど鳴なりっぷりには心当たりがある。俺の知り合いだ」

「え？」

　国軍の知り合い、という意味でいいのか。あの悪あつ鬼き羅ら刹せつのごとき声の主ぬしが。

「あの人が来てるんなら、向こうは無事に片づくはずだ。なら俺たちは――」

　蒼刻が急に口をつぐむ。目の前に見えない壁があったかのように足を止めると、彼は朧月をぽいっと地面に下ろした。

　緊張をはらむ左目にうながされ、朧月は彼とともに曲がり角の先をうかがう。

　――漆しつ黒こくの瓦かわらと、深ふか緋ひ色に塗られた柱の対比が美しい大門がまず目を引いた。

　門前に、高官の邸にはつきものの槐えんじゆの木が植わっているのでそれとわかる。居並ぶ邸宅の中でもひときわ広大な敷地だ。

　門は半開きだが見張りはおらず、よく手入れされた夕明かりの中庭が見えた。釣つりができそうなほど大きな池に、人工の滝まであり、みがかれた庭石が光を反射している。

　そこで気がついた。楼閣や橋の上で黒い影が蠢うごめき、邸内への入り口を探していることに。

（殭屍キヨンシー――！）

　少なくとも十数体はいる。言いようのない寒気が、朧月の背筋を走った。

　枯かれ木のような身にまとうのは、異様に丈たけの長い漆黒の上うわ着ぎ。土つち気け色の肌はだのほとんどは包帯めいた白い布でおおわれ、顔を隠したがるように額に大きな霊れい符ふを貼はりつけていた。実物を見るのは初めてだが、一目瞭りよう然ぜんだ。

「……ほかの邸は、襲おそわれていないのでしょうか」

　周囲にはなぜか人気がなさすぎる。騒ぎになって当然の状況なのに、奇妙なことだ。

「下手に騒いで自分たちが目をつけられても困るから、気づかないふりをしてるのかもな」

「でも……巡警隊の方すら来ないのは、おかしいような」

「それは言える。何かが起こっていそうだな……」

　しかしながら今もっとも気がかりなのは、曹家の邸にいる人々の安全だ。

「巡警隊なんぞ待ってられねえから、連中を片づけてくる。おまえはここに隠れて見てろ」

「ここに……ですか？」

「そうだ。気づいたことがあったら、あとで俺に教えろ。でも絶対に追いかけてくるな。わかったな」

　心配ではないと言えば嘘うそになる。だが、蒼刻の自信に満ちた瞳は信用したいと思った。

「……わかりました。気をつけてくださいね」

「俺があの程度に遅れをとるかよ」

　蒼刻はわずかに口元をゆがめると、心配顔の朧月の額をひと撫なでしてから、邸に向かった。

　抜き身の刀を手に、わざと大きな音を立てて表門を蹴けり開くのが彼らしい。黒衣の怪かい人じんたちが振り返り、耳ざわりな金かな切きり声を上げた。

（蒼刻さんは未来の護花七将軍さまだから、大丈夫だとは思うけれど……）

　朧月は塀に挟まれた暗がりと一体化して、様子を見守った。隙すき間まに隠れて存在感を消すのはすごく得意だ。

（わたしに『見ていろ』、と蒼刻さんが言ったからには……幽鬼がらみで何かが起こるかもしれないのよね）

　戦力になるどころか足手まといでしかない朧月だが、幽鬼を見る目だけは確かだ。

　蒼刻がお荷物になるのを承知で連れてきてくれたのなら、ヘタレなりにがんばりたい。

（とりあえず殭屍キヨンシー以外におかしなものは見当たらないけれど……）

〈雷公〉とやらはどこに、と思ったときだ。

　蒼刻という邪魔者に、黒衣の骸たちが、訓練された犬のようにいっせいに襲いかかった。

　蒼刻さん！　――と悲鳴を上げかけたが杞き憂ゆうだった。彼はまるで背中にも目があるかのように、心なき軍勢をたやすく斬きり伏せていく。

　殭屍キヨンシーはちょっとやそっとの傷では怯ひるみもしないが、額の霊符が薙ぎ払われると、とたんにひとかたまりの黒い灰と化して崩れた。そのことに気づいた蒼刻は、すぐさま戦い方を変えた。敵の動きのにぶい腕をかいくぐっては、霊符のみを見事に斬って捨てていく。

（蒼刻さん、こんなに強かったんだ……！）

　太た刀ち筋すじは見ていて寒気をおぼえるほど鋭くて美しいが、戦い方そのものは荒々しい。

　神しん速そくの刃やいばを振るう合間に、喧嘩殺法じみた蹴りや殴おう打だが入り混じるのが、戦い慣れした印象を与える。が。

「！　蒼刻さん――上にッ」

　塀の上に新たな影が現れたのに気づき、朧月はとっさに叫んだ。叫んだときには、その影は庭園に舞い降りていた。

　関節がひどく硬い殭屍キヨンシーとはまるで違う、俊しゆん敏びんでなめらかな動き。現れた影は、どこぞの刺し客かくじみて見える男だった。

　動きやすそうな黒衣をまとい、腕には籠こ手て、腰帯には二刀一対の武器。頭部は、白い糸で呪しゆを縫いつけた包帯状の黒布でおおわれている。

　蒼刻は朧月に言われるまでもなく、あらかじめ敵の気配を察していたようだ。最後の殭屍キヨンシーを叩たたき伏せると、新たな敵に、怖いほど平へい坦たんな声で問いかけた。

「毛色が違うな。おまえが〈雷公〉か？」

　直後、視界から蒼刻の姿がかき消えた。銀色の光が夕ゆう闇やみを裂き、迅じん雷らいの速さで動く〈雷公〉と刃を交わす。両の手にそれぞれ剣を握った〈雷公〉は、左で一撃目を受け止めると、軽く飛びすさって右の刃で蒼刻の追撃をしのぐ。

　雷公とは本来、雷いかずちを司つかさどる神のことだが――

（――迅雷のように動きが速いから〈雷公〉と名づけられたの？　……違う！）

　よく見れば〈雷公〉は、全身がパリパリと放電していた。これが由来だろう。

　戦いを知らぬ朧月には、互角に見える斬り合い。そのさなか、蒼刻の表情が初めて見るものに切り替わった。群れを守る狼おおかみの目。口元には、獰どう猛もうで、けれど凄せい絶ぜつな色香をたたえた笑み。

　手ごたえのある敵にまみえて、昂こう揚ようしている。それはそういう顔だった。

「！」

　朧月が凄絶な表情に囚とらわれているうちに、しのぎを削けずる斬り合いはいきなり中断された。

　いったん間合いを置き、蒼刻が敵をにらみつける。放電のせいで腕がしびれたのか、刀の柄つかを何度か握にぎり直していた。大丈夫なのだろうか。朧月の胸まで糸で縛しばられたように痛む。

「――これだ……」

　一方〈雷公〉は夜の色に染まった天を仰あおぎ、小こ刻きざみに震ふるえていた。老人のように嗄しわがれた声にはなぜか、抑えきれない歓かん喜きの色がある。ぞっとする。なんなんだ。

「これだ――おれが求めていたものはこれだ……ようやく見つけた、思い出した！」

「なに？」

「おれは貴き様さまをずっと待っていた。そうだ……劉蒼刻、貴様の刃を!!」

「！　どうして俺を――ッ……！」

　操り人形じみた殭屍キヨンシーとは違って感情や意思があるのかと、驚く暇もなかった。

　当惑する蒼刻をよそに、〈雷公〉は「ヒハッハァッ！」とけたたましく哄こう笑しようしながら、両の刃で嵐のごとく斬りかかっていく。火花が散り、銀髪の端や〈雷公〉のまとう布の一部が剣風にまじる。朧月が思わず身を乗り出したとき、〈雷公〉がいきなり振り返った。

（――！）

　思いがけず視線がぶつかり、朧月はびくつく。

　だが奇妙なことに〈雷公〉もまた、明らかな動揺を見せた。顔は見えないがその隙に蒼刻の、闇を抉えぐりとるような一斬が迫る。〈雷公〉はすんでのところで、それをかわした。

「よそ見してる場合か？  俺とやり合いたいんなら、おまえの刃は全部俺によこせ」

「……いい度ど胸きようだ。それでこそ、おれが待ち望んだ男。もっともっと殺し合おう！」

　朧月には理解できない快楽に酔う〈雷公〉の叫びに、背筋が寒くなったときだ。

　

「――鬼哭啾啾きこくしゆうしゆう――」

　

　謳うたうような声が、朧月の耳をじわりと侵した。背後からの声だった。

「身すでに死すれども、魂こん魄ぱく幽鬼となる。生きてはまさに英雄と為なるべく、死してはまた鬼雄と為るべく。――武人とは、実に憐あわれなものよ」

　古い詩の一節。皮肉めいた言葉。

　得体の知れない恐怖にかられて振り返れば、数歩ばかり先に、ぽつりと人影が現れていた。

　いつのまに、こんな近くに。衝撃が強すぎて朧月は声も出せない。

（だれ……？）

　文人風の細身の男だ。ゆったりとした黄き朽くち葉ば色の袍ほうを気だるげに着崩している。鎖さ骨こつをちらつかせる襟えり元もとの開きようは、計算ずくの媚び態たいだろうか。ざんばらの黒髪を束たばねずに肩や背で遊ばせるのが、妙にさまになっている。

　雅みやびさえ感じさせる端整な容姿だったが、琥こ珀はくの瞳に宿る光だけは、どろりとして禍まが々まがしい。

「逢うのは初めてよな？　……風流のない出逢いで、ちと残念だが」

　何も知らぬ女ならひと目で恋に突き落としそうな微笑を浮かべて、男がささやいた。二は十た歳ちそこそこにしか見えないのに、口調がひどく古風だ。

「澄すみし瞳の姫君よ。名乗りやれ」

「――あ……あなたこそ、何者、ですか」

　震える身体に両腕を巻きつけるようにして押さえこみ、朧月はどうにか声を押し出す。

　答えなど期待していない。とにかく時間稼かせぎができればいい、という程度に思っていた。

　だから、にたりと笑んだ男の答えには、息が止まるほど驚かされた。

「我が名は張ちよう宝ほう。汝なんじも、噂くらいは耳にしたことがあるやもしれぬなァ？」

　張宝。

　それは今の治世に異を唱となえる反逆者――黄巾賊を率いる幹部の名だ。そして。

（蒼刻さんに、呪のろいをかけた道士……！）

　朧月はぞくりと震えた。蒼刻が鍔型の眼がん帯たいで隠す右目には、かつて張宝にかけられた死の呪いの後こう遺い症しようがある。

　霊符で操られる殭屍キヨンシーがいるのなら、操る道士がいるのは当然だ。しかしまさか、張宝その人といきなり出逢うなんて。
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　こづいただけで倒れそうな頼りなさのくせに、双そう眸ぼうに敵意を浮かべる朧月の前に、張宝はことさらゆっくりと近づいてくる。頽たい廃はい的てきな色香の笑みはそのままで。

「そうにらむな。汝に怖い顔は似合わぬぞ」

「…………」

「あの銀髪の武人を呪った我が憎いか。さてはあの男、汝と恋仲か？」

「……違い、ます」

「まことか？　今でも己のことより〈雷公〉と戦うあの男が心配なのであろ？　ふ、汝のかんばせにすべて書いてあるわ。それで惚ほれておらぬと言い張るか」

　笑みを深める。手のうちで扇おうぎをもてあそぶ仕草が、いやに優雅だ。

　背後の塀と、張宝の身体に挟み撃ちにされた朧月に、見み惚とれる余裕などないが。

（この道士をなんとかしたら、蒼刻さんの呪いが消せるんだろう……けど）

　今のわたしに何ができる？

　無力感に噛かみしめた唇くちびるを、張宝の指が撫ぜる。冷たく乾いた感触に、びくりと震えた。

「そう怯えるな。よい子にしておれば、傷つけはせぬ。我は汝に興味があるのでな」

　朧月は眉まゆをひそめた。意味も理由もわからない。

「我と汝は、同じ世界のモノだからな」

　同じ……？

「見えるのであろう？　人界をさまよう死者の霊魂が。彼あ奴やつらが我に教えてくれたのよ、あの『冥めい界かい公こう主しゆ』がいるとな。しかしながら……これは予想以上だ。よもやその宝を、幽鬼を見ることのみにしか使っていないとは言うまいな」

　何にどう反応すればいいのかもわからず、棒立ちだった朧月は、ためらいのない指先で眦まなじりにふれられていっそう凍こおりついた。

　宝。双そう界かいの瞳のこと？　でも、幽鬼を見る以外に何ができると？

「幽鬼なら我にでも見える。ゆえに殭屍キヨンシーをこしらえるのが得意でな」

（見える……って――）

　今度こそ朧月は、心臓を殴られたような衝撃に襲われた。

　自分と同じ力を持つ人を見るのは、生まれて初めてだった。くらりと親近感めいたものさえ感じてしまった己を、理性で必死に抑えこむけれど、身体の震えが止まらない。

「同胞として、汝とは楽しく語り合えると思うが……我と仲よくする気は起こらぬか？」

「……ッ」

　この男は、蒼刻の敵だ。惑わされるな。そう自分に言い聞かせたとき、絶叫が聞こえた。

「ァアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　――〈雷公〉の声だ。

　それは、異様とはいえ人の形をしていたモノから放たれたのが信じられない、巨大な獣の断だん末まつ魔まのごとき咆ほう哮こうだった。何があったのか。

「おや、限界か？　……ま、今回はちと無理をさせたゆえ、仕方なしか」

　首をねじれば、開いた門から見える範囲に蒼刻や〈雷公〉の姿がない。不安がふくらむ。

「さて、姚よう朧月。名な残ごり惜おしいが、今日はここでお別れだ」

「！」

　名乗った覚えもないのに名を呼ばれ、ぎくりとして振り返ると、目と鼻の先に琥珀色が迫っていた。張宝はひんやりとした唇で朧月の額にふれると、睦むつ言ごとのように甘くつぶやいた。

「いずれ改めて逢おう瀬せに誘おう。我らには縁えにしがある。汝が想像するよりも、ずっと深い縁がな」

　冷たい蛇へびの舌で愛あい撫ぶされたような悪寒で、ぐらりと視界が揺れる。

　その眩暈めまいから立ち直ったときには、張宝の姿は煙のように消えていた。
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　悪夢から飛び起きた直後に似た思いで、朧ろう月げつはしばらく茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　膝ひざの骨が溶けたかのように座りこむ寸前で、はっとして邸を見る。深まりつつある夜の闇に目を凝こらしても、やはり蒼そう刻こくの姿は見えない。剣を交える音も聞こえない。

　脱力した脚を叱しかりつけて、「お邪魔します」と一応言い置き、朧月は大門をくぐった。

　蠢く骸たちの黒い灰はあらかた風にさらわれており、春の庭園は何事もなかったかのように静まり返っている。ただ、不ふ穏おんでどす黒い気が澱よどむ感覚が生なま々なましく肌に刺さってきた。

「――朧月!?」

　足元を見ていなかったせいで園路の継つぎ目にけつまずき、ふらついた身体を抱きとめてくれたのは、覚えのある体温だった。

「馬ば鹿か野や郎ろう、　なんでここにいる！」

「ご……ごめんなさいッ、蒼刻さんが見えなくなっていたから、つい……」

　驚いて見上げたいつもの高さに、鋭い碧へき眼がんがある。

　叱られてしまったが、彼の厳しい表情さえ、たまらなくなつかしくて温かかった。

　そうして心の底から安あん堵どしたことで、朧月は遅ればせながら気づく。

（わたし……怖かったんだ）

　張ちよう宝ほうが。彼の気分次第で、何をされてもおかしくない状況に、独ひとりでいたことが。

　先刻は気づく余裕すらなかったけれど、思い出すだけで内臓が凍って砕くだけそうになる。

「朧月？」

　よろめいた拍子に腕にしがみついた体勢のまま、深くうつむいてしまった朧月に、蒼刻の声が訝いぶかしげに低められる。頬に大きな手が寄せられたかと思ったら、顔を上に向けさせられそうになり、朧月は焦あせって身を引いた。

　だが、直感の鋭い青年には勘かんづかれてしまったらしい。逃のがれられぬよう肩をつかまれる。

「なに泣いてんだ。俺はそんなにおまえを心配させたのか？」

「な……泣いてはいませんッ」

　濡ぬれた瞳を隠して言い張れば、頭上からは短いため息が落ちてくる。

「だったら俺の目を見て話しやがれ。その様子だと、おまえのほうも何かあったんだろ？」

「蒼刻さんのほうは……？」

「いい感じで追い詰めてたんだが、〈雷らい公こう〉がいきなり、薬を切らした阿あ片へん中毒みたいに悶もん絶ぜつしはじめてな。だったら生け捕りにして情報を吐かせるかと思って様子をうかがってたら、急に煙みたいに姿を消しやがった」

「おけがは」

「ない。だからとっとと話せ」

　ぶっきらぼうな声とともに、頬をやんわりつねられた。突き放されないのをいいことに、蒼刻の腕が作る囲いに留まったまま、朧月は張宝のことを話した。

　普段は手を引かれたり抱き上げられたりしたら、なるべく早く身を離すようにしている。申し訳ないし、恥ずかしいから。

　だが今は疲れ果て、気が弱っていた。もし相手が蒼刻ではなく兄だったら、情けなく抱きついてしまっていたかもしれない。

「それで蒼刻さんを見て――ほっとしたら、力が抜けて……ご、ごめんなさい」

「謝あやまることか、馬鹿が」

　今度は耳みみ朶たぶをやんわりと引っ張られた。痛くはないが、きっと彼流の「躾」だ。

「ヘタレのおまえにしては、腰も抜かさず踏ん張ったじゃねえか。俺だって最初あいつを見たときは不気味すぎて引いたぞ」

「……蒼刻さんでも？　本当ですか？」

「ああ。戦場のど真ん中に、武器も持たずにふらりと現れたんだ。噂と違いすぎてたせいで戸と惑まどって、その隙に呪じゆ詛そを喰くらわされてた。そのときは急に右目が見えなくなっただけだから、ただの目くらましかと思ったんだけどな」

　呪いを受けたときの状況を聞くのは初めてだった。張宝に逢った直後なので、何もかも想像がたやすい。

「でも……ごめんなさい。せっかく蒼刻さんの仇かたきを見つけたのに、何もできなくて」

「だから本気で阿あ呆ほかおまえは。だれもおまえに、張宝を殺してくれなんて言ってねえだろ。あいつと戦うのは俺の役目だ。おまえに頼みたいことは別にある」

「別に、と言いますと……」

　そろそろ頭も冷えたし、甘えすぎるのは気が引けるので、身を離そうとしたときだ。

「待て。動くな」

　にわかに止められた。さらに離れぬよう腰を引き寄せられ、鼓こ動どうが加速する。

「おまえの髪が、俺の上着の留め具に引っかかってる。とってやるから、じっとしてろ」

　恥じらって身じろいだとき、頭皮が引っ張られるような感覚があった。

「ひゃッ!?」

　直後に耳の裏という皮ひ膚ふの薄いところを彼の指がかすめたせいで、声が勝手に上ずった。

「耳が弱いのか？」

「なッ……びっくりしただけですよ、何を言うんですかいきなり――」

　いいことを知ったとばかり低められた声こわ音ねに、迫るような色香を感じて動揺する。

「じゃ、どこが弱い？」

「し、知りません……。知ってても、わたしが言うと思いますか」

　今度はわざとくすぐる気かと身構えれば、顔をのぞきこんできた蒼刻が薄く笑った。

「いつもの調子が戻ってきたな」

「え……え？」

　はたと気づき、頬が別の意味で朱に染まる。からかわれていただけか！

　蒼刻はいじめっ子ではないはずだが、ときどき気まぐれに心臓に悪いことをするのは、朧月にとって小さな悩みだ。曰いわく「おまえの困った顔を見るのはなかなか楽しい」。

（……でも蒼刻さんがいつもの調子に戻ったみたいだから、今回は、まあいいか）

　戦いのときに彼がまとっていた冷気と凄絶な表情。あれは少しだけ怖かったから。

　しかし髪がほどけにくいのは事実のようで、蒼刻の眉み間けんのしわは次第に深くなっていった。

「あの……無理なようでしたら、そこだけ切ってしまっても構いませんが」

「だめだ」

「……どうせ、すぐに伸びますよ？」

「おまえがよくても、俺が切りたくない。せっかく毛並みがいいのに、もったいねえだろ」

　毛並み。わたしはやっぱり、蒼刻さんの中では「珍ちん獣じゆう」という棚たなに入れられているのか。

　でも珍獣扱いなのなら、さっき抱きついてしまっても嫌いやがられなかっただろうか。

（いやいやいやいや）

　何を考えてるんだわたし。

　血迷いすぎた思考を散らすべく、朧月は思いつきだけで言った。

「わたしも、蒼刻さんの銀髪がきれいだと思いますよ」

「きれい？」

　手をつないで、少し遅れてついていくとき、彼の後頭部を見つめるのが好きだ。

　うなじに揺れながらふれる後おくれ毛げは、ほかの部分よりもふわふわしていて――

「はい。可か愛わいいとも思いますけど」

「男にきれいだの可愛いだの言うな馬鹿。どうせなら、かっこいいって言え」

　苦にがりきった顔で額をこづかれてしまった。そういうところが可愛いと言ってみたくなる。

　そして、ようやく髪がほどけて、身を離したときだ。

「――君はまじめだなー蒼刻くん。そういうときはまだ絡からんでるふりをして、もっといちゃつくべきだよ！」

　いろいろな意味で無茶な提案が、唐突に投げつけられた。知らない人の声に、朧月はとっさに蒼刻の背後に隠れる。

　八や重え咲きのあざやかな黄色の花の向こうから、ばたばたと足音が近づいてくる。

　蒼刻がものすごく嫌そうな顔になって足音の主をにらんだ。

「来らい将軍――」

「そうとも、僕だよ蒼刻くん！　歓迎してくれてうれしいな！」

　歓迎した記憶はまったくないのはさておき、騒がしいほど元気よく現れたのは、中肉中背の青年だった。十七歳の蒼刻よりも、やや年上――二十歳ほどか。垂たれぎみの目が甘あまい愛あい嬌きようを感じさせる優やさ男おとこだ。

　一応戦せん袍ぽうを着ているが、高い位置で束ねた栗くり色の髪のやわらかさのせいか、中性的な印象のほうが強い。おまけに耳のそばには白い花まで飾っており、乙女おとめかとつっこみたくなる。

「でもよそさまの邸の庭でべたべたする度胸はなかなかいい！　よって七十点！」

「だれが採点しろと!?」

　叫んだのは蒼刻だが、気持ちは朧月も同じだった。二人分の微妙なまなざしを受けてもまったくめげず、優男はへらりと笑う。

　根がひねくれているせいで「お祭り野郎」なんて失礼な表現が浮かんでしまったが、蒼刻は将軍と呼んでいた。それって。

「まさか……護花七将軍さまなんですか？」

「そのまさかだ。俺の護ご国こく学院での先輩でもある。……あんなお祭り野郎なんだけどな」

　半信半疑で訊たずねてしまうと、蒼刻からは、現実を認めるのを嫌がっているかのような渋い声が返ってきた。

　護国学院というのは、国軍の指揮官級の精鋭を育成するための施設だ。そこの出身で、しかもこの若さで護花七将軍といえば、相当優秀なはずである。

（はずなんだけど……まあ――人は見かけによらないの、かな？）

　将軍らしさや武官らしさを見つけられずにいると、来将軍が近寄ってきた。そして。

「わあお！　なにこの子が例の天然公主!?　あいさつ代わりに抱きついてもいいかな、もちろんだとも！」

　自分で訊いて自分で勝手に答え、来将軍はがばっと朧月に抱きついてきた。

　猛もう烈れつに嫌な予感がしていた蒼刻が止める間すらない、電でん光こう石せつ火かの早はや業わざだった。

「う～ん、小さい細いやわらかい可か憐れんなにおい！　これぞ女の子、僕の気力の源みなもとだね！　お持ち帰りしたいッ」

「やりすぎだこの変態！」

　いきなり大盛り上がりの先輩の頭を、蒼刻が張り倒す。
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「大丈夫か朧月」

「……な、なんとか生きてます……」

　あまりの衝撃で魂が抜けそうになりながらも、朧月はどうにか返事をした。

　来将軍はとりあえず離れてくれたが、護花七将軍だけあって、蒼刻の容よう赦しやない一撃にも痛がるそぶりさえ見せない。彼は子供のように口をとがらせた。

「本気で殴らなくてもいいじゃないか、蒼刻くん。僕はまだ変なことはしてないのに！」

「まだってことはこれからする気だったのかよ！　というか、初対面の女子に抱きつくのはそれだけで十分に変です」

「凡人よりは変人でいたいんだけどな僕は。でも君の一生に一人できるかできないかわからない恋人を横取りするほど僕は鬼き畜ちくではないから、安心したまえよ。さっきから武官だらけの任務で女の子成分が絶賛不足中だからした、これはいわゆる緊急措置さ！」

「…………」

　どんなに好意的にとらえても、そんな深刻な事態には見えなかったのだが。

　朧月は表情を取り繕つくろう余裕もなくして、どんよりと肩を落とした。

（……引きこもりたい……）

　出逢って間もないのに、倒れたくなる。

　そんな彼女をよそに、来将軍は真夏の太陽よりもまぶしい笑顔を見せた。

「でも女の子成分は、僕みたいな道士にとってはほんとに大事なんだよ？　簡単に言うと女性の持つ陰の気は、陽の気を持つ男にとって、生命力を高めるのにもっとも有効な薬でね。理にかなった正しい方法でいちゃいちゃすると、お互いに強くなれるのさ！」

　一見もっともらしい説明だが、崇すう高こうなはずの道術がただのすけべ御ご用よう達たしの何かに思えてしまうのは気のせいか。

「それじゃあ改めてはじめましてよろしく！　僕は来煌こう言げん。できれば可愛い声で名前で呼んでほしい！　で、君が姚よう朧月ちゃんだよね？　噂に聞くよりもずっと可愛くてうれしいよー」

　噂……？　嫌な予感しかしない言葉に、朧月が思わず聞き返してしまうと。

「宮中と国軍でもっぱらの噂だよ！　氷の貴公子の心を融とかし、だれのものにもならない太子殿でん下かも籠ろう絡らくした傾けい国こくの姫君だって」

　それはどこのだれだ、と言いたくなる噂に眩暈がした。しかも「氷の貴公子」って――。

　しばし悩み、振り返ると、蒼刻は苦にが虫むしを噛み潰つぶしたような顔をしていた。

「……氷の貴公子さま？」

「やめろ」

　ためしに呼んでみたら、まずいものを無理やり呑のみこんだような声が返ってきた。

「まあ、そのあだ名を広めたのは僕なんだけど！」

　あなたかよ！　とつっこみたい。つっこみたいが、人見知りの朧月には無理だ。

　蒼刻のつっこみを期待したが、彼もすでに何かを――気力・体力・忍耐力その他もろもろを使い果たしてげっそりした様子だ。気持ちはわかるが、がんばってつっこんではくれないか。

「そんな野や暮ぼな話はさておき実にいい抱き心地だった！　ついでだからもう三十数えるくらいの間、抱っこしてもいいかな」

「長すぎる！　っていうか俺が『いい』と言うと思ってんですか、あんたは」

「独占欲の強い男はまあまあ可愛いけど、ケチな男は好かれないよ蒼刻くん」

「心の底から余計なお世話だ！」

　もはや敬語もすっ飛ばし、先輩に負けない勢いで蒼刻が叫び返す。

　煌言は懲りずに「君はその気になればモテそうなのに」云々とのたまいかけるが、

「おっといけない、本題を忘れるところだった」

「本題？」

「ここ以外の場所にいた殭屍キヨンシーたちは、僕と部下が撃げき滅めつしたから安心したまえ！　蒼刻くんの助太刀のおかげで、今こ宵よいも華林園の平和は守られたよ！　曹そう家もけが人はいないそうだし、張宝たちの話はここではあれだから、明日改めて朧月ちゃんもまじえて話さないかい？　もちろんだとも！　それじゃ僕は事後処理があるから行くね！」

　最後もまた勝手な自問自答で締めると、舞い手のように軽やかな足どりで去っていった。

　朧月はあっけにとられて、しばらくものも言えなかった。

（……あの方もそうだけど）

（皇都の殿方って、ふれ合いがやたらに濃いというか……なんというか）

　蒼刻による珍獣扱いといい、朧月を構うのが仔猫をいじるのと大差ないノリなのはわかっている。しかし寿命は確実に縮むので、手加減していただきたいものだ。

「おい。生きてるか」

「……一応は。護花七将軍さまに対する認識が、変わってしまいましたけど」

「あれを標準と思うなよ。呂りよ将軍とかは普通にかっこいいんだからな。それに来将軍だって、あのとおり常識と遠慮と空気を読む能力にはまったく期待できないが、道術に関しては間違いなく天才だ。しかも宮きゆう廷てい風水師なんかと違って、戦場に出ていく胆たん力りよくもある」

「蒼刻さん、わりと普通に殴り飛ばしてませんでしたか……？」

「本人の目の前で褒ほめると調子に乗って面倒なんだよ」

「なるほど。でも――……あ、やっぱりなんでもないです」

「なんだよ。言えよ。気になるだろ」

「……蒼刻さんが、わたしを皇都に連れてきた理由を話したがらなかったのって、もしかしてと思って」

　蒼刻は遠い目をして、「正解だ」と、なんだか世せ知ち辛がらそうにぼやいた。

　張宝やその手て駒ごまと対たい峙じするだけでも一生分の度胸を使い果たしそうなのに、さらにあの人見知り体質には天敵と言っていい社交的な男性と引き合わされるとわかっていたら、朧月は柱にしがみついてでも幽鬼院を離れなかった自信がある。

「今回の用事では、あの人と行動をともにすることが多くなる」

「帰っていいですか？」

　と言い終えるより早く「いいわけあるか」と却下された。無念。

「念のため言っておくが、来将軍はおっかないところもあるからな。なめるなよ」

（……おっかない？）

　女子だけの会話にも自然に混じってきそうな優男にしか見えないが、仮にも将軍さまだし、実は硬派で切れ味抜群なところがあるのだろうか。想像力の限界を試される思いだ。

「今後はあの人ともしょっちゅう顔を合わせることになる。気合入れろよ」

「来将軍と……？」

　朧月はまじめに、かつ後ろ向きな性格なりに、前向きな考えを心がけてみた。

　わたしにはあまり縁のない社交的な人種だけれど、煌言はきっと悪い人ではない。

　道術や国軍での蒼刻の活躍について、聞いてみたいという気持ちはないでもない。つまり。

「無理です」

「一瞬であきらめるな。躾だこの野郎」

　頬ほおを軽くつねられた。

　あの強烈な抱きつき攻撃を思い出すと、帰りたくなるのが普通だと思うのに、理解していただけなくて残念だ。

「そろそろ行くぞ。ここにいても仕方ない」

「はい。あ……そういえばわたし、皇宮ではどこに滞在することになるんでしょう？」

　おもむろに手を引かれて、朧月は今さらその疑問を抱く。

　以前、皇都に来たときは、わけあって後宮でひと晩を過ごした。事件を解決した後は、しばらく、紅こう梅ばい宮きゆうといって公主さまが住まう離宮にお世話になった。

　どちらも夢のように煌きらびやかな場所だが、ぜいたくに慣れない朧月は、ついぞくつろげなかったものである。

　蒼刻は無造作に言った。

「俺の部屋だ」

　――朧月が腰を抜かしたのは、言うまでもない。







　第二章　蝶恋花は箱庭にて







　自分には何もできない。――そんなことは、絶対にない。

　ひと月前、紅こう梅ばい宮きゆうの事件のときに、蒼そう刻こくから身をもって教えられたことのひとつだが。

「蒼刻さんの部屋……ですか？」

「鋼こう鉄てつ宮きゆうの奥に俺専用の部屋があるから、一部貸してやる。なんだ、嫌いやなのか」

「嫌ではありませんけど……」

「これまでだって、同じ宿の部屋に泊まってただろ。今さら何をビビる必要がある」

　たしかにそうだが……旅の間は、宿に着くときには限界まで疲れきっていて、食事をしたら寝るだけだったのだ。

　口くち下べ手たなのでうまく説明できないが、これとは何かが決定的に違う。と朧ろう月げつは思う。

「どうしてもって言うなら選ばせてやってもいいぞ。俺の部屋か、後宮か、紅梅宮か。天てん祥しようさまと湘しよう雲うんさまも、おまえに逢あいたがってたしな」

「……そんな、斬きり殺されるのと絞しめ殺されるのと殴なぐり殺されるののどれがいい、みたいな究極の選択を迫せまられましても」

「そこまで究極かよ」

　半はん眼がんでにらまれたときには、もう鋼鉄宮の前だった。

　夜を迎えた神しん華か国軍の本部は、静けさとものものしさが奇妙に調和している。

　人ひと気けは少ないが、要所要所に立つ見張りの兵士たちは軒のき並なみ、肩幅が広いわ筋肉の層が厚いわで威い圧あつ感かんたっぷりだ。ぼんやりとたたずむ幽ゆう鬼きたちの姿などよりはるかに怖こわい。朧月は蒼刻の後ろに隠れて、怯おびえる野の良ら猫ねこみたいにびくびくしながら進んだ。

　すると――

「おいおい、見せびらかしに来てんのか蒼刻。腹立つぞー」

「劉りゆう武官、そのお嬢さんと刀と鞘さやの仲ってマジっすか？　うらやましいですねえ」

「堅かた物ぶつのあんたも、ついに目覚めたか～。今度俺様が秘伝の技を教えてやるよ！」

「うるせえ！」

　意外なことに、廊ろうですれ違った武官の何人かにからかわれた。

　朧月はそれに、最初は赤くなったり青くなったり気絶しかけたりコケたりと忙いそがしかったが、ふと思い出して首をひねった。たしか蒼刻は実力のある武官なのに、銀髪隻せき眼がんの異相や張ちよう宝ほうの呪のろいのせいで遠巻きにされていたはずだ。

「以前、紅梅宮のことを解決したから、みなさん蒼刻さんに気さくになったんですか？」

「それもあるかもしれないが……おまえと恋人のふりをしたことのほうが、影響がでかいみたいだ。一部のやつらの目がやたら生なま温あたたかい」

「…………」

　それはあれか。劉家の御おん曹ぞう司しなのに、なんて残念な娘を選んだのよと同情されているのか。

　申し訳ないし、なんだかしょんぼりだった。

　だが蒼刻は揶や揄ゆにこめかみを引きつらせるくせに、つないだ手を離そうとはしないので、朧月から「離れて歩きましょう」とは言いだしにくい。

（……でも、このままだと噂うわさが補強されていくばかりだし――いいのかな）

　ぐるぐると悩みながら頭上の桁けたに竜や虎を彩画した渡り廊下を抜けると、初めて見る建物の前についた。

　漆しつ喰くいのきれいな白しら壁かべと、月光に青く輝く瑠る璃り瓦がわらの対比が、すっきりしていて潔いさぎよい。

　曹そう家の邸やしきほど壮そう麗れいではないが落ち着いたたたずまいで、朧月にはこちらのほうが好みだ。

「ここが碧へき血けつ館かん。軍部の執務室と、一部の武官が住むための部屋があるところだ」

「碧血ってたしか……英雄の血は、三年経たつと碧玉になるとかなんとか？」

「とかなんとか？　で台なしだが、よく知ってるじゃねえか」

「わたしのところに昔いた、元武官の幽鬼の方に教えていただいたんです。まあ……ちょっと血まみれだったけど、いろいろなことを教えてくれる親切な方でした」

「血まみれ？」

「戦場で斬られて亡なくなったそうなので……戦せん袍ぽうに、だいぶ派は手でに赤黒いものが。ずいぶん前に冥めい府ふに行かれましたけれど」

「おまえらしいと言えば『らしい』が、壮絶な情報源だな……」

　はあ、と朧月は頭をかいた。基本的に引きこもりなので、兄の静せい心しんや幽鬼たちから聞く話が世界のほとんどなのだ。

「――朧月ちゃん！　心配しましたよ～おかえりなさい！　ついでに武官さんも！」

　その幽鬼の一人――星せい彩さいの声が、門をくぐる前にぶつかってきた。ついでって。

　中庭を見やれば、張ちようさんも守護獣のごとく泰たい然ぜんとたたずんでいた。夜の暗さの中では、彼の淡あわい青の瞳は虹こう彩さいが大きくなっていて妙みように愛らしい。

「お役目ご苦労であったな、蒼刻。おぬしも姫も無事で何よりじゃ」

「何があったか知ってんのか？　張さん」

「一応な」

「怖くなかったですか～？　朧月ちゃん。そばにいなかったの後悔しましたよぅ」

　半なかば透ける腕で、星彩がぎゅっと抱きしめてくる。心配させてしまったようだ。朧月も友人の輪郭をそっと撫なぜた。

「蒼刻さんといたから平気よ。華か林りん園えんのことはだれから……？」

「遅いなあって思ってたら、さっき来らい将軍？　って人の使いが来て教えてくれたんすよ。本来は自分の職務なのに、手伝わせてしまって申し訳ない～って。正確に言えば、見えないあたしにじゃなくって、張さん宛あての言こと伝づてだったんすけど」

　朧月は目をまるくした。どこに出しても恥ずかしくない変人然としていた（失礼）煌こう言げんが、そんな気遣いをしてくれたなんて。

「でもなかなか戻ってこないから、あらやだ今日は外がい泊はくかしら♪　とも期待してましたけど」

「黒こく烏う州からここまで、ずっと外泊だったろうがよ」

「武官さん、つっこみが無ぶ粋すいっすよぅ」

「ほっとけ。行くぞ朧月」

　当然のように中庭を抜けて正せい房ぼうに引っ張りこまれそうになり、朧月はたじろいだ。

「え。あ。ちょ……や、やっぱり蒼刻さんの部屋なんですか？」

「庭で野宿したいんなら止めねえけどな」

「……さすがにそれは」

「とりあえず部屋を見てみろ。やってみる前から怖おじ気けづくのは、おまえの悪い癖くせだぞ」

　朧月をうなずかせる自信があるのか、蒼刻は彼女を強引に引っ張っていく。追いかけてきた張さんが、慰なぐさめるように言った。

「不安にならずともよいぞ、姫。念のため、儂わしも一緒に泊まることにしたのでな」

「あたしも当然一緒ですからね！　不純異性同居はさすがに微妙ですし」

「……あ、そうか。そうよね」

　間抜けな声を出してしまった。蒼刻とふたりきりで同じ部屋の中かと、そればかり考えて無む駄だにうろたえていたのが恥ずかしくなる。

　幸いにと言うべきか、人気のない正房の廊をぞろぞろと歩き、

「ここだ」

　蒼刻が角部屋の青く塗られた扉とびらを開けると、室内は月光で淡く照らされていた。朧月はなぜかどきどきしながら視線をめぐらせる。

　寝台や文ふ机づくえ、衣い裳しよう櫃びつなど、必要最低限はそろえたぞ、といった感じの調度品の置かれ方。

　どれも装飾はごくあっさりしたものだ。砂色の壁のそばに、長さのまちまちな刀が幾本か鎮ちん座ざしているのと、窓辺にたたずむ肉厚の葉しか持たない植物の鉢はちが数少ない彩りである。

「あたりまえですけど、刺し史しさんのお部屋とは全っっっ然違いますねぇ」

「兄さまのお部屋は、意外と雑然としてるものね……」

　星彩の言葉にうなずく。

　黒烏州の刺史である兄・静心は、基本的には几き帳ちよう面めんできれい好きな人だ。が、よく使うものを手近に置きまくる悪あく癖へきのせいで、私室にはいくつもの書物の山がそびえていたりする。

「朧月。おまえが使うのはこっちだ」

　衝つい立たてで隠れていた、藍あい色の扉を指さされた。間続きの一室があるのだという。

「普段は物置代わりにしてるんだが、掃そう除じはしたから、埃ほこりっぽくはないと思うぞ」

「あ、ちゃんと区切られてるんすね。あたしはてっきり一緒の寝台を使う気かと」

「ねえよ」

　いつものやりとりに苦にが笑わらいしながら扉を開け――朧月は、今度こそ絶句した。蒼刻の部屋の延長だろうと思っていたのに、まったく違う。

　手狭な室内は淡い緑と花色とでまとめられていた。春めいた色使いが愛らしい、小花模様の窓掛け。天てん井じよう近くで揺れる、キラキラと光る水すい晶しようの吊つり飾り。寝台の枕まくら元もとにたたずむ硝子ガラスの花器には、みずみずしい淡紅色の薔ば薇らまでいけてある。

　……恥ずかしながら、故郷の幽鬼院にある朧月の私室よりもずっと乙女おとめらしい。

　ひととおり検分した星彩は、おもしろがるように目を細めた。

「武官さんったら、こんなにばっちり準備しちゃって……。そんなに朧月ちゃんを手元に置くのが楽しみだったんすか？」

　冷やかしを多分にふくむ視線に、蒼刻の眉み間けんのしわが深くなる。

「俺がやったんじゃねえよ。来将軍が、女の子の部屋作りなら僕にまかせて無料で風水的にばっちりな空間にしたげるよ！　とか言って勝手にいろいろ運び入れてくれただけだ」

「風水的に……と言うと、金運が上がったりするんですか？」

「わからん。たしか『桃とう花か位い』を整えたとか言ってたが」

「桃花位？」

　朧月は小首をかしげた。風水の専門用語だろうか。

「俺はそっち方面にはうといから聞くな。あの人には明日会うだろうから、聞きたきゃ聞いてみればいい。抱きつかれまくってもいいなら、って条件がつくけどな」

「…………よく考えておきます」

　ともあれ、壁で区切られているなら朧月に不安はない。

　ありがとうございますお世話になります、と頭を下げたときだ。――蒼刻の居室で早くも腹ばいになっていた張さんが、とんでもないことを言いだしたのは。

「まあ、煌言は抱きついたからといって、相手の気持ちを無視してそれ以上の悪さをする男ではないぞ。姫は蒼刻にはもう抱かれ慣れておるのだし、煌言にもじきに慣れると思うがのう」

「！」

「嗚あ呼あ――むしろ蒼刻に抱き癖がついている、と言ったほうが正しいやもしれぬか」

　凍こおりついた朧月の隣となりで、蒼刻がむせた。

「でしたら、ここは間をとってその両方でどうっすか？　張さん」

「とるな！」「とらないでください……」

　悪い笑みを浮かべて言葉遊びをする白びやつ虎こと幽鬼に、蒼刻と朧月のつっこみが唱しよう和わする。

　どっと疲れを感じたとき、頭のてっぺんに手を置かれた。

「朧月」

　はっとして上うわ目め遣づかいにうかがえば、蒼刻の眉間のしわがいつもより深い。

　すわお怒りかとびくつくが、視線をそらせなかった。

「湯を使いたいんなら案内してやるが、どうする？」

「あ……はい！　ぜひお願いいたします」

　思いがけず普通に話しかけられ、あわてて首しゆ肯こうする。――言外に、張さんの言葉を意識するなと命じられた気もした。たぶん気のせいではないだろう。

　朧月は何も言わずに従った。厄やつ介かい事は全力で回避。下手に藪やぶをつつくよりも、穏便にやりすごせ。後ろ向きだが、それが人生の標語なので。

　いったん与えられた部屋に下がると、普段どおりくっついてきた星彩にささやかれた。

「ちなみに桃花位ってゆうのは、風水で『恋愛運にかかわる位置』って意味っすよ」

「え。……ええ!?」

「つまりこの部屋で過ごすと、恋愛運が高まるわけですね。来将軍も愉ゆ快かいなお方っすね～」

「そ、そうだったの!?　……来将軍……」

「がんばるんですよ～。ちょっとくらいの過ちなら、刺史さんには告げ口しませんから」

　あたしは朧月ちゃんの味方です。などと一見ありがたいことを言ってくれる星彩だが、方向性が間違っているのが困りものだ。

「で、朧月ちゃん。街でふたりきりのときに、何かありませんでした？」

　風水のおかげか室内の居い心地ごこちはいいが、少しどころでなく先が思いやられる夜だった。
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　翌日。

「張ちよう宝ほうのこととかお話ししよう！　僕は執務室にいるから、午前中ならいつでもおいで★」

　きゃっきゃとした絵入りの手紙は、朝あさ餉げとともに運ばれてきた。

　……これが国軍の頂点近くに立つ護ご花か七将軍さまの直筆かと思うと、蒼そう刻こくのため息に同調したくなる。徹夜で華か林りん園えんでの事件の処理に走っていたと聞いたが、本日も煌こう言げんはとんでもなくお元気なようだ。

　人見知りで根が暗い身にしてみれば、朝から山盛りの甘あまい点てん心しんを召めし上がれと言われたような思いだ。嫌ではないが、申し訳ないが見ただけで胸焼けがする。

（やっていけるか不安になってきた……って、もともとそうなんだけど）

　今け朝さもいろいろあったし、昨さく夜やは抱き癖云うん々ぬんでぎこちなくなったあとも大変だったのだ。入浴の前後もありえないほどバタバタして眠るまで波は乱らん万ばん丈じようだった。張宝のことを悩まずに眠れたのはいいが、身体の芯しんに疲れが残っている。

　朧ろう月げつは朝っぱらから薄暗い顔でぼやいた。

「……わたし、来らい将軍みたいな方といると、すごく申し訳ない思いになるんですよね」

「申し訳ない？」

「はい。せっかくご機き嫌げんなのに、ノリについていけなくてすみませんって」

「その気持ちはわからんでもないな。俺も別にノリがいいほうじゃねえし」

「そう……ですか？」

　蒼刻はたしかに愛あい想そとは無縁だが、星せい彩さいなどとの会話ではノリがよいように見える。

「それよりおまえは何やってんだ」

「食休みですが」

「それが何か？　みたいな顔すんな。なんて場所にハマってるんだと訊きいてるんだぞ」

「……まあ、わたしなりに快適さを求めた空間ですね」

「要は引きこもり空間ってだけだろうが」

「そんな身も蓋ふたもない……」

　今日も絶好調で遠えん慮りよというものを知らない青年だ。朧月はぽりぽりと頬ほおをかいた。

　彼女に与えられた部屋には大きな戸と棚だななどはなく、衣裳櫃も人が入れるものではない。

　四方を囲まれていると落ち着く体質の朧月としては、どこかにそういう場所を確保したいと思っていたのだが、今朝それをひらめいた。――衝立と壁との隙すき間まである。ここで膝ひざを抱えていると、外の世界からへだてられた感じがして最高だ。

　しかし蒼刻には共感してもらえないようで、衝立の外側からこちらをのぞきこむ彼は、あきれを隠さぬ半眼だ。

「おまえのこだわりはわかったから、もう出てこい。来将軍のところに行くぞ」

「えー……もう行くんですか？　もう少しゆっくり行きませんか」

「のんびりしたら寝そうになるだろ、おまえは。さっさと済ませるから来やがれ」

「……ま、負けませんよ。わたしは一日の半分以上は引きこもっていないと命に関わるって、お医者さまにきゃああああ！」

　朧月の実にどうでもいい作り話は、しびれを切らした蒼刻が腕を伸ばし、彼女の襟えり首くびをつかんだところで途切れる。

　そんな不毛なやりとりを、白虎と幽鬼は近くから見守っていた。見物と言ったほうが正しいのかもしれないが。

　星彩にあごの下をやさしく撫でられながら、張ちようさんが言った。

「蒼刻の譲ゆずらぬ性格は昔から知っておったが、姫も意外とめげぬのう」

「朧月ちゃんは基本的にヘタレっぽいですけど、実はあの刺史さんに育てられたようなものですからね～。意外と他人に流されないんですよ。……あたしたち幽鬼のことも、人間の友達をなくしてでも愛してくれますし」

　星彩の瞳に灯ともる、静かでやさしい色。白虎はそれを見上げて、いとおしげに目を細める。

「わかる気がするのう。あの蒼刻の目を見て話せるだけでも、たいしたものじゃと思っていた。国軍にもそんな猛も者さは少ないのに」

「え、そうだったんすか？　張さん」

「あやつはな、呪いを受けた直後は、色違いの目を普通にさらすつもりでいたのじゃ。戦場での負ふ傷しようを恥じる必要があるかと言ってな。だが、ほかの者が呪いを恐れて目を合わせようとしないことに気づいて、なら隠せば満足かと半ば自や棄けになってあれを着けたわけじゃ」

「……てことは、朧月ちゃんの前では両目とも見せてるのって、結構な意味があるんすね」

「うむ。あの絆きずなは大事にしてほしいものよ」

　蒼刻に対しては父親じみた目線になる白虎に、星彩もまた、姉のような母のようなまなざしを朧月へと置く。騒がしい二人を後しり目めに、美女と神しん獣じゆうはしっとりと寄り添っていた。
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「いらっしゃいませ！　待ってたよー」

　来らい煌こう言げんの執務室は、碧へき血けつ館かんの三階にある。晴れの日は特に風通しのいい一室だ。

　ここは茶館かと言いたくなる笑顔とあいさつから始まり、煌言は朧ろう月げつを見ると、ちょっと決まり悪げにした。

「昨夜は抱きつきまくってごめんねー。うるさかったでしょう？　僕、戦いのあとは昂こう揚ようして変なノリになりやすいんだ。あ、怒ってない？　そっかよかったー。じゃあ今とっておきのお茶を用意するから、適当にくつろいでて」

　今日も十分にぎやかですよ。――とは、つっこめない。

　煌言は、蒼そう刻こくと似た作りの戦袍をかなり自己流に着崩くずした上に、花模様を散らした派手な上じよう衣いをはおり、宝玉や真珠を連ねた腕輪までつけていた。おかげで別物にしか見えない。

「煌言って呼んでー。あ、よかったら、そこのぬいぐるみを可か愛わいがってあげてね。僕のオススメはそこのまるまる太った四し聖せい獣じゆうくんたちだよー。風水をよくするために僕が開発した置物なんだー」

　息継つぎなしでよく話す方だ。とろい朧月には一生真ま似ねできそうにない。

　半ば感心、半ばあきれてしまいながら、座った膝に青せい竜りゆうのぬいぐるみを置いてみた。

（あ。……これは癖になる不思議なもちもちふわふわ感）

　淡い色をした蓮はすが咲くじゅうたん。きめの細かい花柄の窓掛けに、あえて木き肌はだの色の濃い調度を合わせる趣味はいい。

　――だが、基調がいかにも乙女趣味の桃色や黄色なのは、いかがなものだろう？

　しかも調度の上には、書物や水すい盤ばんに浮かべた花だけならまだしも、ぬいぐるみや置物など可愛いものが山になっているときた。

「風水の道具なのかもしれないけれど……あ、星せい彩さいは大丈夫？　影響を受けてない？」

「今んとこ大丈夫そうですよ～。けどここ、なんにも知らない人が見たら、護花七将軍のお部屋だとは思わないでしょうねぇ」

　怖いもの知らずの星彩でさえ、めずらしく困こん惑わくぎみに首をかしげている。

　たしかに、可愛らしい姫君のお部屋ね！　と言われる確率のほうがずっと高そうだ。部屋には煌言の副官とおぼしき、傷顔のいかにも武人らしい青年もいた。執務机の脇に立つ彼は、乙女趣味の室内では気の毒どくになるほど浮いている。

（あ。……もしかしてこの方、昨夜すごい言葉で部下をけしかけてた人？）

　きっとそうだ。叩たたき伏せるような罵ば倒とうの文句を思い出せば、自分が怒ど鳴なられたわけでもないのに背筋が震ふるえ上がる朧月だ。

　執務机の前に置かれた長なが椅い子すに、蒼刻と並んで――というより、朧月は彼の背に隠れたがるような体勢で――腰を下ろしていると、煌言が銀色の盆を手に戻ってきた。

　煌言のお手製だという点心のおいしさに目をまるくしながら、朧月は蒼刻とともに昨夜のことを話した。

　――冥めい界かい公こう主しゆだの同じ世界のモノだのと張ちよう宝ほうに呼ばれたことも、言いたくないし言いづらかったが、結局そのまま話した。ただでさえ、幽鬼を見ること以外は能のない足手まといなのだ。勝手に秘密を作って、後で迷惑をかけるのだけは避けたい。

「冥界公主？」

「……昔、そう呼ばれてたんです。死者の世界を統すべる、冥めい皇こう上じよう帝ていの落とし子だって」

　気は進まないが説明すると、蒼刻は怒ったような顔をした。……昔の話だし、自分はもう気に病やんでいないから他人に嫌な思いをさせたくなかったのに、申し訳なくなる。

　朧月は今は「天然公主」なるあだ名のほうで、変に有名だ。こちらも別の意味でややこしい事情から生まれた呼び名で、自分に似合っているとは思えないのだが、冥界公主という嫌な呼び名を上うわ塗ぬりしてはくれたらしい。

「細身の美男子。黒髪に琥こ珀はくの瞳。黄色の袍ほうをまとい、手には扇おうぎ……かー」

　ほこほこの揚げまんじゅうを頬張りながら、煌言が張宝の特徴をたしかめていく。

　――ずっと後になって朧月は、ここで彼がすでに一つの真実を見つけていたことを知る。

　このときはまだ、将軍にも天才道どう士しにも見えない陽気な青年だとしか思っていなかったが。

「それにしても、蒼刻くんは〈雷らい公こう〉に、朧月ちゃんは張宝に口く説どかれたってことかー」

「！」

　朧月は花茶を噴き出しそうになった。情けないほど咳せきこむ彼女の背を撫でてやりつつ、蒼刻が仏ぶつ頂ちよう面づらでうなる。

「俺はともかく、朧月のほうはやっぱりそういうことですか」

「張宝の言葉を、それ以外にどう解釈できるんだい？　蒼刻くん」

「まあ、そうですけど、あんまりその方面では考えたくなかったんですよ。面倒だから」

「恋こい敵がたきから意識をそらすのはいかんぞ、蒼刻。ここは受けて立たねば男がすたる」

「ですよね～。あたしは武官さん派ですから、気を強く持って」

　じゅうたんに寝そべった白虎と、彼のあごを撫ぜる星彩までもが口を挟んできた。勘かん弁べんしてほしい。

「ちょ、ちょっと待ってください……！」

　朧月はあわてて割って入った。いっせいにこちらを見られて、思わずのけぞる。

「どうしてわたしが、張宝に……その、口説かれるんですか？」

「それは知らない！」

　煌言にあまりにきっぱりと言われたせいで脱力するのも忘れ、朧月は飴あめ玉だまを思わせる茶色の瞳をまじまじと見つめてしまう。

　すると煌言は、「初めて目を見てくれたね」と言い、にこりと破は顔がんした。

　陽気は陽気だが、昨夜のはじけた花火の明るさではなく、ほのぼのとして人を安心させる温ぬくもりを与える微ほほ笑えみだった。まるで焼きたてのお菓か子しのようなそれに、うっかりなごむ。

「僕はあの男と同じ道士だから、推理くらいはできるけど――それを話す前に、朧月ちゃんが黄こう巾きん賊ぞくについてどれだけ知ってるか聞いてもいいー？」

　その甘え上手な表情に毒気を抜かれたように、朧月はするりと答えていた。

「たしか……あやしげな教えで人を惑わし、刺史や県令に楯たて突つく武装集団だって、兄さまが」

「黒こく烏う州はこれといった被害は受けてないんですけどねぇ。たしか、お隣の紅こう英えい州は結構やられてるって、噂で聞きましたよ～」

　朧月の頼りなげな言い方に、隣にやってきた星彩があいづちを打つ。

　県令とは刺史の下に置かれる役職で、州をいくつかに分割した県を治める。幽鬼院でも定期的に、兄のもとに各地の県令が訪れていたものだ。

「朧月ちゃんが生まれた黒烏州は、あまり黄巾賊の標的になっていないんだよね。隣の紅英州はだいぶ被害を受けてるんだけど」

「あ、……はい」

　それは今星彩が言ったこと――と（心の中で）つっこみかけるが、そういえば煌言には幽鬼は見えていないのだと思い出す。いろいろな理由から蒼刻が星彩のことだけは認識できているせいで、すっかり失念していた。

　朧月の身体からだのどこかにふれてもらえばいいのだが、昨夜の抱ほう擁ようを思い出すと怖気づいてしまう。煌言が悪い人ではないのはわかるが、朧月は他人とのふれあい自体に慣れていないのだ。

　隣の蒼刻に目顔で「どうしましょう？」と訊たずねてみると、教えるのは今じゃなくてもいいだろうと言うように、彼は軽くかぶりを振った。

　そうとも知らずに煌言が、ふわりとした卵色の蒸し菓子をぱくつきながら続ける。

「まあ被害って言っても、結構、自じ業ごう自じ得とくのところが多いんだけどねー」

　……自業自得？

「黄巾賊は、税収をちょろまかして私腹を肥こやしたり、地位を悪用して身内の犯罪をもみ消したりしてる、評判の悪い県令や地主をよく狙ねらうんだよ。とある地域を荒らしてた馬ば賊ぞくを、州の軍よりも先に退治してのけたのも記憶に新しいかなー」

「それじゃ……意外と、世間の受けは悪くなかったりするんですか？」

「周りの目が気になるのか、さすがに、おおっぴらに応援する者は少ないようだがの。気に食わない権力者をやりこめてくれる者ならだれでも、愉快痛快と笑って歓迎してしまう浅はかな考えの輩やからは、残念ながらどこにでもおる」

　普段は鷹おう揚ような張ちようさんが、めずらしく辛しん辣らつなことを言ってのける。蒼刻もまた、冷さめた声で続きを引きとった。

「もちろん連中だって、正義の味方になりたいわけじゃないからな。県令や地主の邸を襲おそうついでに財産を盗んでくのは朝飯前だし、捕らえられてた同胞を檻おりから解放したりもする。――ざっくり言うと、極ごく悪あく非ひ道どうとまでは言わないが、善人でもないってわけだ」

「国軍としては、ちょっとやりづらい敵なんだよねー。下手に叩きのめすと、こっちが世間さまから悪者扱いされかねないし」

　将軍はつらいよと、煌言が拗すねたように唇くちびるをとがらす。では、曹家の邸にも、黄巾賊が大義名分をかかげて罰せる「悪者」がいたのだろうか？

「今回はねー。曹そう家の邸宅だからねー。州内での地味な悪者退治に飽あきて、もっと注目を浴あびる皇こう都とで襲ってみた、と考えられなくもないんだけど」

　――だけど？

「あの邸には、黄巾賊好みの『悪者』はいねえんだよ。今住んでるのは宮仕えもせずダラダラ遊んでる曹家当主の困り息むす子こと、その家人だけだ。目立った財産や家宝もないはずだし、なんで張宝が目をつけたのか、よくわからん」

　蒼刻の吐き捨てるような口調に、朧月はひそかにたじろぐ。ずいぶん攻撃的な言い方だ。

「黄巾賊があそこの困り息子を殺したりしたら、すっきりする人も、黄巾賊を恨うらみに思う人もいるだろうねー。彼って意外と任にん侠きようっぽくて華林園の若者に慕われてるから、高い確率で黄巾賊のほうが恨みを買うと僕は思うなー」

「――そういえば……張宝は、戦場で蒼刻さんに呪いをかけたんですよね？」

「そう。死にかけたのを、僕と仲間で助けたんだー」

「あ、やっぱり」

　国軍の道士に救われたと聞いていたので、煌言を知って、もしやと思っていたのだ。

「あのときは大変だったんだよねー。なにせ蒼刻くんはただでさえけがして血を失ってたし」

「…………」

「そうそう！　巫ふ蠱こ呪しゆならよく使われるし対抗術も山ほど開発されてるけど、張宝は違う角度から呪いを構成してきたからねー。君が寝ずに手助けしてくれなかったら、あのときは――」

　煌言が首を後ろにひねって話しかけたのは、あの傷顔の武官だ。

　彼の薄い唇は一応動いているのだが、なぜか朧月のところまで声が届かないため、まるで煌言が一方的に話しているように見える。

　蒼刻がぽんと彼女の頭に手を置いた。子供扱いじみているが、安心させられる仕草だ。

「話についてきてるか？」

「今のところは。……ちなみに来将軍は、副官の方と、あれでも話が通じてるんですか？」

「あの人は、普段は声が極端に小さい。旧ふるい付き合いの来将軍は話し慣れてるんだが」

　蒼刻もうまくは聴きとれていないのだと知り、妙に安心する。

　揚げたてらしく芳かぐわしい香りのする胡ご麻まだんごを、うまいともまずいとも言わずに花茶で呑のみこむと、蒼刻は仕切り直した。

「それで来将軍。こいつが気に入られた理由ってのはなんなんですか？」

「蒼刻くんはもう察しがついてるんじゃないの？」

「――双そう界かいの瞳ですか」

「僕はそう思う。その表情だと、朧月ちゃんも予想はしてたのかなー？」

　苦い表情の蒼刻から、隣であまり驚きを見せなかった娘に視線をすべらせ、煌言は猫撫で声で問いかけてくる。

「張宝もそのようなことを言ってましたから……。でも、どうしてそんなにわたしの瞳に興味を持つんでしょうか」

　すると、意外なところから反応があった。張さんだ。

「張宝の得意は、召しよう鬼き法ほうじゃからかのう」

「召鬼法……？」

「幽鬼を操る術っすよ、朧月ちゃん。ただ、あたしみたいに第二の人生を楽しんでる幽鬼じゃなくって、未練や恨みを晴らせずにいる幽鬼を霊れい符ふや呪じゆ言ごんを使って使し役えきするとか、自分の命令を聞けばこの世に甦よみがえることができるって言って騙だますとか。まあ最低の道士っすね」

　じゅうたんの上で張さんと仲よくしていた幽鬼もうなずく。――張さんはともかく、星彩が意外と物知りなのには最近よく驚かされている。

「召鬼法にもいろいろあるけど、殭屍キヨンシーを造るのが一番有名だね。幽鬼を使役する術はいろいろ便利らしいけど、相手の姿が見えないから、危険も大きいんだ。相手がどんな幽鬼なのかを見み極きわめて慎重にやらないと、自分のほうが逆に祟たたり殺されたりするしー」

「見えないのに……どうやって見極めるんですか？」

　朧月は生まれたときから、普通の人間が見えるのと同じように幽鬼が見えたので、見えない人の考え方は想像しづらい。

「道術的にちゃんと説明しようとすると半日くらいかかるけど、どうするー？」

「勘弁してください」

　即答したのは朧月ではなく蒼刻だ。嫌そうな横顔である。煌言の「半日くらいかかる」説明で痛い目を見たことがあるのだろう。

「じゃ簡単に言うと、幽鬼を映し出せる鏡を作って、幽鬼の自由を縛しばる呪しゆの符を書いて、命令に従うように専用の剣で脅おどすんだ。ここまでやってもやっぱり、箱の中に入った動物を手探りで手なづけようとするようなものだから、危険には変わりないんだけどねー」

「…………」

「そうそう！　しかもその動物の正体が何かよくわからないんだよー。これは怖いよねー」

　副官のあいづち（朧月たちには全然聞こえてこないが）に軽快にうなずくと、煌言はふいに姿勢を改めた。

　今までになくまっすぐ翡ひ翠すいの瞳をのぞきこまれて、朧月はのけぞりそうになる。

「つまり張宝にとっては、朧月ちゃんは格好の研究対象ということだね。君の異能があれば、召鬼法をもっと発展させられるかもしれない」

「……で、でも張宝は、自分でも幽鬼が見えると言ってましたよ？」

「それが真実かどうかはわからないでしょ？　むしろ、朧月ちゃんを精神的に揺さぶるために嘘うそをついたとも考えられる。仮に見えるのだとしても――君の翡翠の瞳に秘められた力には、敵かなわないんじゃないかな」

　のんきな語尾の延ばし方を消すと、煌言の雰ふん囲い気きはがらりと変わる。乙女趣味の青年から、敵を冷静に分析する道士へと。

　あなどってはいけないなと改めて実感しながら、朧月は両手の指を組む。

　研究対象。あるいは実験動物か。――珍獣扱いよりもはるかに悪いなと、奇妙に冷静な頭でつっこんでしまう。

「まあ張宝は黄巾賊の中でも独特な性格らしいし、君個人にも興味は持ってるかもね。怯える仔こ兎うさぎみたいで可愛いもん。もしそうだったら、蒼刻くんはどうするー？」

「別に。あいつに出し抜かれたりはしません」

　煌言のからかうような流し目を、渋い顔ではね返し、蒼刻はおもむろに朧月へととがったまなざしを置いた。

「というか朧月。おまえ、なんで張宝に口説かれたって気づかないんだよ」

　いきなり咎とがめるような響きで問われ、胆きもの小さい朧月は無意味にぎくりとしてしまう。

　視線は怖いくらい鋭するどいし……もしや、叱しかられているのだろうか？

「おまえは自分と同じだの逢おう瀬せだのって、露ろ骨こつすぎるくらいの口説き文句だろ」

「え。でもそれ……わたしはてっきり、詐さ欺ぎ師しの手口かと」

「詐欺師？」

「わたしなんかを本気で口説くなんてありえないですし……。絶対これは何か裏があるに違いないと思ったんです」

　この場では言いづらいが、張宝は、容姿と声には文句のつけようがなかった。

　わざわざ朧月のような胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田い舎なか者ものの引きこもりに迫らずとも、相手はいくらでもいるだろう。

「……おまえってほんと、変なところで冷静だよな」

「……ありがとうございます？」

「褒ほめてねえし」

　こづかれてしまった。残念、と思いながら頬に視線を感じて振り返る。なぜかにまにましている煌言と目が合った。

「ま、張宝の企たくらみを横においても、朧月ちゃんの瞳に隠された力には僕も興味があるよ。道術や召鬼法についてもう少し訊いてみない？　君には道士の資質があるかもよー。その気があるなら、僕が師し匠しようになって手とり足とり腰とりで指導してあげようか？　お勉強のあとにはお茶とお出かけつきで」

「あんたまで口説くな」

「殺気がまる出しだよー蒼刻くん」

　おお怖い、と両手を芝居がかったふうに挙げて、煌言は降参してみせる。

「どちらにせよ張宝に目をつけられてもいいことはないからねー。守ってあげるべし」

「離しません」

　一瞬も迷わず断言する蒼刻の声に、朧月の鼓こ動どうはうっかり跳ねた。

「じゃ、今後のことについて話そうか。張宝はもちろん――〈雷公〉についても、ねー」

　――それから数刻。

　煌言のお手製の蒸し菓子や胡麻だんご。乾燥させて甘みを凝縮した果実に、歯ごたえがあって香ばしい種、炒いり豆といった茶菓を何種類も。おまけに昼食代わりだといって、七色の皮に包まれた可愛らしい水すい餃ぎよう子ざやパリパリに揚げた雲ワン呑タンまでごちそうになり、おなかが苦しくなりはじめた頃に、話はまとまった。

　煌言は午後に仮眠をとるので、いったんお別れだ。

「じゃあねー、夜にまた！　なんなら添い寝してくれてもいいよ朧月ちゃん」

「さらっと誘ってんじゃねえ！」

　お誘いは聞き流すとして、このひと時で煌言の道士としての知識には感服させられていた。

　幽鬼と対たい峙じするときに使う護符の作り方などを、この際、ちゃんと習ってみたくなる。煌言と話すことに慣れたわけではないけれど。

「え？　よかったら護符の作り方くらい、教えてあげるよ？　二人きりで楽しくね。で、授業が終わったら夕食を一緒に食べるんだ。華林園にいい店が――ごめん冗じよう談だんだって蒼刻くんにらまないで。『蝶ちよう恋れん花か』の季節なんだからさ、このくらいはあいさつだよー」

「あんたは蝶恋花とか関係なしに、年中無休でそのノリだろうが」

「――あの……蝶恋花ってなんですか？」

　不毛な論争になる前に、朧月はさりげなく話をそらしてみた。しかし蝶恋花がなんのことかわからなかったのも事実だ。すると蒼刻が、どことなく嫌そうに眉まゆをひそめて言った。

「ざっくり言うと発情期だな」

「!?」

「蒼刻くんそれはざっくりしすぎ。情緒が迷子だよー。――蝶恋花っていうのは、愛の告白をし合う行事でね。女性は蝶を連想させる髪飾りや衣裳を身につけて、好きな人の前でひらひら袖そでを振ってみせたり、逆に男のほうが意中の女性に花を贈おくったりするんだ。それが、あなたに恋してますっていう言葉の代わりになる」

　面と向かって告白する勇気がない人でも、一歩踏み出しやすくなる。らしい。朧月には縁がない世界の話だ。

「可愛らしくて風流ですねぇ。あたしもそれで張さんに好きって言えばよかったかな～」

「今からでも、改めて告白してくれても構わんぞ？　我が姫からの愛の言葉は、何度聞いても耳に快こころよいものじゃからな」

「やあん、もう張さんったら♪」

　……いちゃつく声が聞こえたが、つっこむのは野や暮ぼなので聞こえないふりをしておいた。





◇◆◇






　煌こう言げんの執務室から引き揚げると、おみやげにと渡された青竜のぬいぐるみを抱きしめ、朧ろう月げつは細く長いため息をつく。

「……今年一年分のやる気を使い果たしました……。引きこもっていいですか？」

「やる気の総量が少ねえな、おまえは」

「生まれつきです」

「生まれたときからやる気のない赤ん坊だったのかよ。戯ざれ言ごとはいい、次の目的地に行くぞ」

　とりあえず願望だけは口にしてみる、懲こりない少女を高みから見下ろして、蒼そう刻こくがすうっと目を細める。不ふ穏おんな気配を察して朧月は固まるが、武人肌の青年はやはり容よう赦しやがなかった。

「やる気ってのは、体力その他が関係するからな。そっちの躾しつけも必要か」

「ど、どっちですか」

「体力をつけるために、今後はてくてく歩け。馬は使わない」

　朧月は「ええー……」と正直にうめく。

　皇宮は広い。敷地の中に山や湖まであり、別の建物へと移動するのに馬が必要なこともあるのに、全部歩けとはご無体な。

（皇宮内で野の垂たれ死じにしたら、さすがに恥ずかしいな……）

　あからさまに気落ちした朧月を見かねてか、星せい彩さいがかばうように抱きかかえた。

「武官さん、あんまり朧月ちゃんをいじめると、あたしが許しませんよ？」

「いじめる気はねえよ。躾だ躾」

「信じられないっすねぇ。武官さんこの頃、朧月ちゃんの反応を楽しむっていう趣味に目覚めてるように見えますもん」

　何それ。聞き返そうとしたところで碧へき血けつ館かんの出口にたどりつき、張ちようさんが首をかしげる。

「で、どこに行くんじゃったかのう？」

「ボケてる場合か、張さん。『皇宮の七不思議』を調べるんだろ」

　張ちよう宝ほうや〈雷らい公こう〉のことは、国軍としては対策が決まっているそうで、朧月は蒼刻とともに別の調査を頼まれた。――張宝の暗躍と前後して激しくなった、皇宮内の霊現象についてだ。

　頭上の桁に竜や虎を彩画した渡り廊下は、明るい中で見ると圧倒されるほど華はなやいだ迫力があった。しかも真昼の今は、武官や文官がひっきりなしに往来しているため、朧月の心臓に悪いことこの上ない。

「おい。歩きづらいぞ朧月」

「わたしを隠してください、蒼刻さん……。なんのためにそんなに背が高いんですか」

「少なくともおまえを隠すためじゃねえよ」

　目をそらしても、左右に広がる庭園には昼休みでくつろぐ武官たちがいるので、現実逃避もできない状態だ。全身に、絶えず注目のまなざしが突き刺さってくる。

　めげずに青年武官の背中にしがみつくようにして進みながら、朧月はぽつりと言った。

「……あの、蒼刻さん」

「なんだよ」

「そういえばもう――例の……恋人のふりは、しなくていいんですよね？」

「まあそうだが、だからって、急によそよそしくするのもおかしいだろ。どうせ今後も一緒なんだ、あきらめとけ」

　にべもなくあしらわれたが、朧月は自分のことなんかは別にどうでもよいのだ。双界の瞳のために、根も葉もない中傷をされるのには慣れている。――気がかりは、将来有望な武官である蒼刻の外聞だけ。

　しかし「わたしなんかと噂になってもいいことないですよ」といった朧月の後ろ向きな発言を、蒼刻が嫌うのはわかりきっている。そういう言い方では、逆に意い固こ地じになる人だ。

　どうやって説得しよう。

　異母兄あにのそれと違って出来のよろしくない頭をひねっていると、蒼刻がふいに振り返り、鋭い視線を向けてきた。

「もしかして昔、冥界公主って言われてたのを気にしてんのか？」

「……それは――ない、とは言えませんけれど」

「阿呆。おまえは幽鬼が見えて、変なところでヘタレなだけの珍獣もどきだ。俺と一緒にいるのにわけわけんねえ引け目を感じたりするんじゃない。いいな？」

「は、はい」

　びっくりしすぎて、ぼやけた返事になってしまう。

　朧月はゆるやかに瞬まばたき、今の言葉を、じわりと広がる胸の熱さとともに噛かみしめた。

（参るよなあ……）

　昔から奇異な目で見られつづけたせいか、性根がひねくれてしまった朧月には、ときどき彼がまぶしくなる。けれど蒼刻の輝きは苦手な太陽のそれではなく、冴さえ冴ざえとした月の光のようだから、逃げだしたくはならなかった。

　むしろ、ずっとここにいたいとさえ思ってしまう。

　現金なもので、それだけで注目の視線さえ怖くなくなると、ふと、風の中を泳ぐ星彩と目が合った。彼女の澄すんだ紫の瞳は、いつものように朧月を無言のうちに理解して輝いている。

「んで、武官さん」

　幽鬼は撫なで子しこ色の髪をなびかせて、蒼刻の前に回りこんだ。風に揺れる花に似た仕草。

「鋼こう鉄てつ宮きゆうのは、一体どういう七不思議なんすか？」

「夜になると、階段の脇に置かれた大鏡に魔物が映る。見たやつは数日後に死ぬ」

「あらま定番」

　星彩は物足りなさそうに眉まゆ尻じりを下げる。その手の鬼話に慣れきっている朧月もぼやいた。

「魔物よりも、人間のほうが怖いのが世の常つねなんですけどねぇ……」

「おまえは不意打ちで深いことを言いやがるな」

「魔物か。ちいっと対抗意識が湧わくのう」

「張さん落ち着け」

　大人おとなげないことを言いだした白虎の背中をもっふりと撫ぜ、蒼刻は朧月を再び見る。

「ま、当初とはちょっと違う目的になったが、せいぜいがんばれよ」

「……前向きに善処します」

「どうしておまえの返事はそう煮にえ切らないんだ」

　こめかみを指でつつかれた。躾だ。

　――そもそも朧月が皇都に呼ばれたのは、張宝が召鬼法を使って皇都の周りでよからぬ騒ぎを起こしていたので、それに対抗するためだったそうだ。幽鬼たちの動きを見ることで、張宝の先回りができるのではないか、と。

「……ずいぶん事情が変わりましたよね。〈雷公〉のこともありますし」

「まあな。最初はただ、殭屍キヨンシーみたいな怪物が墓荒らしをする程度だったからな」

「しかも、皇都には入ってきていなかったんですよね？」

「そうだ。十日前から急にこの騒ぎだ」

「でもぉ、あの道士な護花七将軍さん、知識はたしかっぽいですけど、〈雷公〉に関しては言葉があいまいじゃなかったっすか？」

「仕方あるまい。道士にはそれぞれ得え手て不ふ得え手てがあるのじゃ、我が姫。たしか煌言の得意分野は、奇き門もん遁とん甲こうや卜ぼく筮ぜい、錬れん丹たん術じゆつのはず。しかも張宝の召鬼法は、近年では扱える者がほとんどいない幻まぼろしの術じゃからのう」

　好みの容姿ではないせいか煌言には甘くない星彩を、冷静な白虎がとりなす。

「そういえば……皇宮には、来らい将軍のほかには道士さまはいらっしゃらないのですか？」

「いないことはないが、あんなすっとこどっこいでも来将軍が一位の道士だし、実戦経験も豊富なんだよ。そこを買われて護花七将軍になったんだしな」

　来家は、貴族としてはさほど地位が高くない。官かん吏りはそれなりに輩はい出しゆつしているが、護花七将軍のように目立つ冠かんむりを得たのは、一族でも煌言が初めて。本来なら国軍の花形に縁ゆかりのある家柄でも家風でもないのだと、昨夜、張さんに渋い美声でご教授いただいたばかりだ。

「ん？」

　移動の途中で、蒼刻がふと足を止めた。渡り廊下を抜けて、鋼鉄宮の外れにさしかかったところだ。

　武官たちが調練に勤いそしむ広場など人の多い場所からは遠い上に、使われていない部屋が多い領域なのか、置き去りにされたような静寂があたりに満ちている。

「朧月。ちょっと隠れるぞ」

「は？　……なにゆえに？」

「すぐにわかる」

　張さんと星彩はすぐに察したようで、欄らん干かんを乗り越えると、白虎の巨きよ躯くでも隠れられる茂しげみを庭に探しはじめている。蒼刻は戸と惑まどう朧月をいつものように抱え上げると、張さんたちとは別の木こ立だちの陰にひそんだ。

　隠れるのは大好物だが、何事だろうと首をかしげ、やっと気づく。

　さっき目指していた方角にあった四あず阿まやに、ひと組の男女が現れたのだ。若葉色のお仕着せをまとう女官と、背の高い青年武官。幽鬼ではない。

　女官が袖をひらひらと振る。彼女の結い上げた髪で、金色の蝶のかんざしが光る。

　どこか恥ずかしげな仕草に誘われた青年武官が、彼女に寄り添い――

「！」

　ふたりの顔が自然に重なる、その寸前で、朧月は茂みの奥に後ずさりした。

　今のは間違いなく――……あれだ。自分がしたわけでもないのに、息が詰まる。

「うわ～。だれかいても、見せつけてやろうぜって感じっすね。今のが蝶恋花っすか？」

（せ、星彩……！）

　少し離れた茂みから、余よ人じんには見えないのをいいことに自由な発言をする幽鬼の声が聞こえてくる。恋愛ネタが好きなのは昔から知っているが、実況はちょっと勘弁してほしい。

「じゃな。あやつらは以前から交際しておったはずだから、今のはさしずめ、愛情をたしかめ合う行為じゃろうて」

　白虎の冷静すぎる解説も、それはそれでいたたまれない。心底帰りたい。しかも隣から蒼刻までもが淡々と補足してくるのだ。

「俺は男のほうと、軍の調練で何度か手合わせしたことがある。相手が俺だろうと構わずのろけてくる馬ば鹿かだから、女連れでああこれはと思ったが、予想どおりだったな」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんなところのある蒼刻でも、さすがに馬には蹴けられたくなかったのか。

「耳まで赤いぞ」

　そこは声に出して指摘してほしくなかった。というかなぜ平然としているんだこの人は。

　膝を抱えて蓑みの虫むしになる朧月の耳じ朶だに、追い討うちのように、低められた声がふれる。

「おまえ、やっぱり経験ないのか？」

「～～～～！」

　蒼刻は、乙女心には無む頓とん着ちやくな人だ。それは知っている。女の子扱いされるのは朧月もあまり得意ではないので、彼のそういう大ざっぱなところに普段は救われているのだが、この手の話題のときは厄介だと痛感させられた。

　深くうつむくことで黒髪で表情を隠し、ほとんど自棄になって答える。

「だってわたし、ずっと邸に引きこもっていたんですよ？　そんな機会、あるわけが……」

「ないだろうな。でも、玄げん静せい心しんはずっとそばにいたんだろ」

「……兄さまとそんなことしません。ときどき、眠る前に頬に口づけてくださることくらいはありますけど」

「してんじゃねえか」

「――でも、唇となんて……さすがにありえないです」

　つっこまないでほしい。朧月は火を噴きそうな顔で蒼刻を恨めしく思った。なにこの拷ごう問もん。

「ほかの男とも、ないのか？　幽鬼院にいる身内とか」

「ありませんってば……」

　兄と、蒼刻のような稀け有うな例外を除いて、朧月は基本的に人とのふれ合いが苦手だ。朧月と長く接していると、その人も幽鬼が見えるようになってしまうせいである。

　この迷めい惑わくな体質のせいで、五年前、唯ゆい一いつ無む二にの生きている人間の友達をひどい目に遭あわせてしまったことがある。以来、朧月は兄と幽鬼以外のだれかと親密にしたり、ましてや接せつ吻ぷんする仲になるなどと夢見ることさえしていなかった。

（蒼刻さんとだって……本当は、こんなに一緒にいたらいけないのだろうけれど）

　幽鬼が見えても構わないという態度でいてくれるから、離れられない。それに、たとえ朧月のほうから離れようとしても、再び捕まえられてしまう気もする。

　そして、そんなふうに捕まえてほしいと願う浅ましい気持ちも、朧月の中にはあるのだ。

「だとしたら、やっぱりあれが――」

　ひどく中途半端なところで切れた蒼刻のぼやきに、朧月はようやく顔を上げた。

「あれってなんですか？」

「さあな」

　非常にごまかしっぽい。なんだか反撃したくなり、朧月なりに反抗的な言い方をしてみた。

「あれ、とか、それ、で会話を済ませてると、早くボケてしまうそうですよ？」

「普段からボケボケのおまえに言われたかねえよ」

「！　わ、わたしが言ったわけじゃなくて、以前うちの邸にいた幽鬼がひゃあああああッ」

　してみたが、逆に頭にぐりぐりと――撫でるというには強すぎる力でてのひらを押しつけられて、降参するはめになった。所しよ詮せん、わたしが蒼刻さんをやりこめるなんて無理だったのだ。

「あ。……でも、そういえば、太子殿でん下かにされたことがあります」

「なに？」

「いえ、その、額ひたいに……こう、あいさつのような感じで軽く。別れぎわに」

　急に地を這はうように低くなった声に、朧月はたじろぎながら説明する。

　見返したいような気持ちになって口づけの記憶を掘り起こしたはいいが、何かよくないものを踏み抜いた予感がひしひしとした。

　狼おおかみに追い詰められた兎のように小さく震えだした朧月の、おとがいに指がかかる。

　くい、と上を向かされ、青く燃える左目にまっすぐに貫かれた。

「額か」

　いつもは躾でこづいてばかりの朧月の額を、蒼刻は探るような目でにらむ。

　視線の強さに、「はあ」と返事をすることすらできずに、朧月は固まった。力のこもった腕の中で青竜のぬいぐるみが潰つぶれる。

　――どれくらいの間、そのまま膠こう着ちやくしていただろうか。

「……ねえ張さん、いいかげん、後ろからドン！　って押したくなりません？」

「気持ちはわかるがな、我が姫。まだ恋人でもないのに、事故で接吻はちとまずかろう」

「え～、でも武官さん、紅こう梅ばい宮きゆうの事件のときは――」

「おい!?」

　幽鬼と白虎が見物に飽きたふうに声を上げ、蒼刻が怒ど声せいとともに勢いよく振り返る。解放された朧月は、あわてて別の木の陰に逃げこんだ。

　なんなんだ。今のはなんだったんだ。鼓動がまだうるさい。だって、今のはもしかして。

（蒼刻さんが額に――いや……そんな……まさか。ないないない）

　ひょっとして桃花位の影響があるのかもしれないが、自分なんかにそんな……。

　いつもの冷めた思考を取り戻そうと、心臓をなだめていると、ふいに肩を叩かれた。びくっとしたが、もちろん蒼刻だ。彼は不機嫌そうに言った。

「行くぞ」

「……え。もう行くんですか？」

「さっきの連中なら、桃色の空気をふりまきながら別のところに行ったぞ」

「いえ、そうではなく……ここ、外なのに結構引きこもってる感じがしていいなと」

　普段より健康的な引きこもりをしている気分がいいので、しばらくこうしていたくなる。

　なるのだが、そんな戯たわけた希望が聞き入れられるはずもなく、朧月はあっというまに木立の陰から引きずり出された。
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　朧ろう月げつは幽鬼が見えるくせに、彼らに対する武器はたいしたものを持っていない。独学で作った護ご符ふと冥めい銭せんくらいのものだ。

　冥銭とは、死者を慰めるために焚たき上げる紙製のお金である。普通はもう再利用できない紙を銭の形に切るだけだが、朧月のそれは、まっさらな紙に神しん仙せんや幻げん獣じゆうの絵を描かき、飾っておきたいくらい華やかにしてある。

　何においても頼りなげな少女だが、冥銭に関しては「知り合いの幽鬼の方に助言をもらって作っていますから」と、効果に自信をのぞかせる。

　訪れた黎れい洞どう館かんは、国軍専用の医療施設だった古い建物だ。ぎしぎしと鳴く階段を上った先の壁に、七不思議の鏡が鎮座している。

「そう……そうだったんですね。わたしの邸にも、おじさまに少し似た境遇の幽鬼がいたことがあります。はい、戦死された国軍の方で……え？　恨みですか？　そういうのはないとおっしゃっていました。納得できる命令に従って、正々堂々と戦った結果の死だから、と――」

　――鏡に向かって独ひとり言ごとを紡つむぎつづける、不気味な娘。知らない人間にはそう勘違いされてしまうのだろうか。

　鏡に宿る幽鬼へ語りかける朧月を、蒼そう刻こくは少し離れた場所から見守っている。

〈鏡の幽鬼〉。

　この建物で後輩をいじめたり、悪質な悪いた戯ずらをした者は呪い殺されるだの、真夜中にここで合わせ鏡をすると死ぬ日を教えられるだの――数々の鬼話を生んだ幽鬼の正体は、やたらと愚ぐ痴ちっぽい老武官だった。

　自分より若い男が嫌いだと言い、蒼刻と張ちようさんを理り不ふ尽じんに追い払ったあげく、おとなしく耳を傾けてくれる朧月とノリのいい星せい彩さいをそばに呼び寄せ、えんえん繰くり言ごとを吐いている。

（要するに、頑がん固こなすけべ爺じじいってことだよな……。鬱うつ陶とうしい）

　内心、痛つう罵ばする。

　蒼刻は朧月から離れてしまうと、星彩以外の幽鬼を見ることができないので、話は張さんからの又聞きだった。それもまだるっこしくて、苛いら立だちがつのる。

（にしても――だろうなとは思ってたが、やっぱりあれが初めてだったか）

　さっきの会話を思い返し、さらに悩ましくなる。

　蒼刻は朧月の唇を知っている。といっても別に甘ったるい事情などなく、溺おぼれた彼女を助けるのに、口移しで息を与えただけだ。……問題は、そんな事件があったことを、朧月本人にまだ教えていない点で。

（言っとくべきだってのは、重々わかってるんだが……）

　これがほかの女なら、悩む必要などなかった。命を助けるためにしたことだ、俺が後ろめたく思う必要なんてない、と開き直れたはずだ。

　だが、相手があの風変わりで頼りない少女だということが蒼刻を戸惑わせていた。

　反応がまったく読めない。色恋に慣れていないようだし、せっかく少し手なづけたのに変に距離を置かれたら面倒だし。どうやって教えたら、まるく収まるのやら。

　悩む蒼刻をよそに、朧月はその名のとおり、春の夜空で霞かすむ月を思わせる穏おだやかな微笑みを幽鬼に向けている。……俺でも滅めつ多たに見られない笑顔を向けるな、と言いたくなった。

　ぽむ、と肩に肉球がふれる。

「堪こらえよ蒼刻。おもしろくないのは、儂も同じじゃ」

「…………」

　古い鏡を蹴り割りたい危険な衝動にかられた頃になって、ようやく〈鏡の幽鬼〉はすっきりしたようだ。鏡の前で冥銭を焚き上げ、朧月が腰を上げる。

「ご苦労だったな」

「慣れてますから……。今後は生きている人に無駄に悪さをしないようお願いできましたし、おもしろい情報も聞けましたよ」

　ほう？　蒼刻が身を乗り出したとき、階下でにわかに物音がした。

　ここは改築予定で、原則立ち入り禁止のはずなのに。階段から身を乗り出すと、

「――蒼刻くん！」

　煌言だった。いつも栗色の髪に飾っていた花はどこかに落としたようだが、それにすら気づかないほど焦あせった様子である。彼は早口で言った。

「華か林りん園えんにまた〈雷公〉が現れた！　ほかの武官じゃ手に負えないんだ、君も来て！」







　第三章　切り結ぶ刃の下こそ地獄なれ







　日没後。碧へき血けつ館かんの一室。

（……蒼そう刻こくさん、大丈夫かな）

　彼と別れてから百回以上は心に浮かべた言葉に朧ろう月げつがまた意識を囚とらわれたところで、

「ため息が目立つのう。姫よ、大丈夫か？」

　隣となりから白びやつ虎こに似たようなことを言われたものだから、思わず口元がゆるんだ。

「はい、わたしは大丈夫です。……ただ、どうしても蒼刻さんのことが気がかりで」

「うむ。星せい彩さいも、同行していったし、大事にならなければよいがのう」

　長なが椅い子すに二人並んで、ため息。

　煌こう言げんから事情を耳打ちされると、蒼刻は、朧月を連れていくことを拒絶した。

　幽ゆう鬼きを見る力が必要とされなければ、お荷物になるだけだという自覚はあったが――

　――『おまえは来るな』

　切り裂さくように鋭するどい声。首を断たつ寸前で白はく刃じんを止められたかのような悪お寒かんを呼ぶ、硬質な表情。そんな、昨さく夜やよりもはるかに緊きん迫ぱくした蒼刻の様子に、朧月は困こん惑わくさせられたのだ。

　悪い想像が無む駄だに得意なせいで、同行を許さない最悪の理由はすぐに思いついたが、それを口にするのは、さすがにはばかられた。そんな朧月を慮おもんばかって、星彩は「あたしが代わりに武官さんを監視してきますね！」と請うけ合ってくれた。

「儂わしも協力したかったが、この巨きよ躯くでは下へ手たに参戦しても妨さまたげにしかならぬからのう。ま、こういうときは部外者は首を突っこまぬほうが絶対によい。お互いのためにな」

「……はい」

　冷静に諭さとされ、もふもふの毛皮でも癒いやしてもらったが、やはり心は晴れない。

　部屋に引きこもっているのが一番安心。幸せ。平和。……そのはずだったのに。

　こうして離れて初めて実感したが、蒼刻の躾しつけで強引にでも顔を上げさせられるのは、朧月の性に合っているようだ。こづかれたりいじめられたりして、喜ぶ趣味はないはずだけど。

　青せい竜りゆうのぬいぐるみをぎゅっと抱きしめたとき、扉とびらを叩たたく音がした。

「はい――……ッ!?」

　期待をこめて扉を開けにいった朧月は、腰を抜かした。

　煌言の、傷顔の副官だった。無言で立たれると、切り立った岸壁のごとき威い圧あつ感かんがある。

　小間使いよろしく盆を手にした姿が死ぬほど似合わないが、どうやら夕ゆう餉げを運んできてくれたらしい。

「すまぬな。このような雑務、護ご花か七将軍の懐ふところ刀がたなの本分ではあるまいに……。む、そうか？　そう言ってくれるとは、おぬしはまことに好よい男じゃ」

　地声が小さすぎる副官どのを、張ちようさんがねぎらう。白虎の陰から朧月も「ありがとうございます」と告げれば、彼は微ほほ笑えみらしきものを浮かべてくれた。悪い人ではないのだろう。

　副官どのを見送ると、朧月は扉を閉めた。卓たくや椅子は、蒼刻の部屋にしかない。

　灯あかりをつけて、盆を置いた。

「そういえばあの副官の方は、来らい将軍と一緒にいなくていいんでしょうか」

「あやつは儂とともに護まもりとして残されたのじゃ。蒼刻の助力は欲しいが、張ちよう宝ほうに目をつけられた姫をおろそかにはできぬであろ？」

　脳のう裡りを、琥こ珀はく色の瞳がよぎる。あの男に「同じ世界のモノ」と言われたことは、ひそかに尾を引いていた。だがどちらかと言えばくよくよ悩む性格なのに、張宝のことは努めて意識の外に閉め出してもいた。

　思い出したら、目の前に現れそうで怖こわい。

　そんな根拠のない不安が、心の根を下ろしているせいだ。自分でもなぜかと思うほどに。

「――お、これは宮きゆう廷てい料理じゃな。秘伝の香辛料のにおいがする」

　さすがに白虎、鼻がきく上に物知りだ。

　きれいな白はく磁じの皿に整えられた献こん立だてを見ても食欲はわかないが、せっかくの好意を無にはできない。桂けい花かの蜜みつづけが添えられたお汁しる粉こをすくい、無気力に口に運んだ。

（……あ。おいしい）

　さらりと喉のどをすべり落ちる餅もち米ごめに、蓮はすの実や胡くる桃みなど多種多様な味が絡からんでいる。後を引く甘あまさが新鮮だ。飾りけのない見た目に反して、手のこんだ料理らしい。――と、そこでつい、空あいている椅子を見てしまった。

「美び味みだが、味気ない。そういう顔をしておるのう」

「ごめんなさい……やっぱり、蒼刻さんと食べたかったなと、思って」

「よいよい。人間とはそういうものじゃ」

　張さんは、外見に見合った食事を必要としない。ほかの幽鬼と同じように、食物の精や万物に宿る気を身体からだに取り入れるそうだ。

「この身体になりたての頃は、野性の本能か、目の前を駆かけ過ぎようとした兎うさぎを狩ったりしてしまったがのう。じきに霞かすみを喰くうて生きられることがわかって、安あん堵どしたものよ。その頃には、両の手で地を攫つかんで走るのにも、人ではありえぬ毛深さにも慣れておったが」

　気をまぎらわせてくれようとしているのか、今日の張さんは普段よりも饒じよう舌ぜつだ。朧月は神しん妙みような顔でうなずく。

（改めて聞くと……いや、改めなくても、張さんってすごすぎる経歴よね）

　なにせ幽鬼になった後、気がついたら白虎の肉体に宿っていたという数奇な経験の持ち主である。山奥の秘境に棲すんでいたが、人語を介するとは神しん獣じゆうに違いないと誤解されて皇宮に連れていかれ、ややこしい経緯ののち、紅こう梅ばい宮きゆうに客人として迎えられたそうだ。

　久しぶりに皇こう都との外が見たいと言って、蒼刻とともに朧月を迎えにきてくれたし、星彩のいい人だが、基本的には皇宮の住人なのである。

「ときに姫は、星彩の生前のことは知らぬのか？」

「……星彩は、生きていたときのことを話したがらないんです。星彩というのも、本当の名前なのかどうか」

　たぶん違うのではないかと、朧月も長い付き合いの中でうすうす察している。

　だが、底抜けに明るい彼女が自分からは言いたくないほどの事情なら、みだりに詮せん索さくしたくないとも思っていた。

　死の衝しよう撃げきで生前の記憶が欠落している例も少なくはないが、もしそうなら、星彩は「覚えてないんすよ～」と笑い飛ばすだろう。ならば。

「では、当人が話す気になるまでは、ふれぬほうがよかろう」

「張さんも、そう思われますか？」

「うむ。儂のような爺じいさまになついてくれるのはうれしいが――なんとはなしに、生前は恋愛がらみでつらい思いをしたのではないか、もし若くして命を落としたのならば悲劇があったのではと考えしまってのう。ただの勘かんだが、儂の勘は妙みようなところで当たるのでな」

　――どうやら朧月が思うよりもずっと、張さんは星彩のことをよく見ているようだ。

　あまりに突然始まった友人の恋を、実は心の一部で案じていたので、そこはほっとした。

「星彩のこと、よろしくお願いいたしますね」

「無論じゃ」

　うなずく張さんは、生前はどんな姿だったのだろうかと想像したとき――

　扉が、音も立てずに開かれた。
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「食事中か。悪かったな」

　蒼そう刻こくはかすかに眉まゆをひそめると、擦すり切れそうに乾いた声で言った。

　けがをした様子はない。だが眼光は周囲のすべてを切り裂くように鋭いのに、表情の翳かげりが深く、身体よりも精神が疲れているように見えた。

　その理由を朧ろう月げつが知るのは、もう少し後のことだ。このときは何も想像できなかった。

　朧月はさじを放り出して駆け寄った。青い瞳を見上げただけで、胸がいっぱいになる。

「おかえりなさいませ」

「おう」

「――あの……星せい彩さいは？」

「以前知り合いになった幽鬼を見つけたから、そいつと話してくるそうだ。ちなみに女だから嫉しつ妬とする必要はないとよ、張ちようさん」

「承知した。おぬしも無傷で何よりじゃ」と白虎がうなずく。

　いつもと違う空気にたじろぐ朧月の黒髪の上に、蒼刻の手がぽんと載のった。

「喉が渇かわいた。茶を頼めるか」

「！　もちろんです」

「兄貴に手紙の返事は書いてやったのか？」

「はい。あ……蒼刻さん宛あてにも、兄さまから手紙が来ていたのですが」

「マジかよ。読みたくねえな」

　長椅子に腰を下ろし、蒼刻は心底嫌いやそうに眉み間けんをゆがめる。白虎がくくっと喉を鳴らした。

「果たし状かもしれぬしのう？　――おお、そうじゃ、姫は留守番の間、働き者じゃったぞ。部屋の掃そう除じに、おぬしが忘れておった鉢はち植うえの水やり、脱ぬぎ捨てていた上じよう衣いのしわとり……」

「あ……でも、ざっとです。勝手に物を動かしたりはしてませんから」

　朧月はあわてて言い添えた。手持ちぶさたで勝手にしたことだし、働き者と言われるほどでもない。幽鬼院には使用人があまりいないので、刺し史しの妹姫らしくはないが身の回りのことをするのに慣れているだけだ。

　加えて、わたしが引きこもる空間はわたしが作る！　そのほうが絶対に快適！　という褒ほめられたものではない動機で、部屋いじりが得意になった点も後ろめたい。

「どうぞ」

「悪いな」

　朧月がさし出した碗わんを、蒼刻は一気に空からにした。もう一杯、と言われたので、今度はもう少し熱めの青茶にしてみる。

　二杯目をいくらか時間をかけて飲み終えると、蒼刻はようやく人ひと心地ごこちついたようだ。

　深い息とともに肩から力を抜き、朧月に物言いたげな視線をよこす。

「……？　どうされました？」

「おまえを俺の部屋にしまっといて正解だった、と思ってな」

「はあ。たしかに、皇宮ではここが一番落ち着きますけど……」

「そういう意味じゃねえよ。――茶がうまかったと言ってるんだ、そのくらい気づけ」

「……すみません、不調法で」

　華か林りん園えんで何があったのか、訊たずねていいものかと迷う朧月の機先を制して、蒼刻が言った。

「それよりおまえ、飯メシはいいのか。冷さめちまうぞ」

「あ……そうでした」

「汁粉か」

「はい。蒼刻さんも食べてみますか？」

　蓋をしておいたので、まだ温ぬくもりが残っている。朧月が木さじを入れると、蒼刻はそれを彼女の手ごと引き寄せた。噛かみつくみたいに口に入れて、すぐに眉をしかめる。

「まずくはないが、おまえ向きの味だな。俺は途中で甘さに飽あきそうだ」

「はい。わたしは気に入り――……」

　ましたと言う手前で、はっとする。今わたし、蒼刻さんに「あーん」をしなかったか。

（～～～～！）

　恥ずかしさが一気に爆発して倒れそうになる。白虎の生なま温あたたかい視線にはなんとか気づかないふりをして、蒼刻をうかがった。

　――が、彼は平然と刀の手入れを始めており、釈しやく然ぜんとしない気持ちにさせられた。

（変に意識したら、わたしの負けか……）

　ため息。蒼刻はきっと疲れているのだ。そう思おう。

　外で立ち回ってきたわりには彼は清潔だった。服や鞋くつにあまり砂すな埃ぼこりや汚れが見えない。

　ここに戻る前に湯でも使ってきたのかと思ったとき、朧月はそれに気づいた。……錆さびた鉄のにおいに。

　かすかだが明らかに血のにおいだった。反射的に表情がこわばる。

　女子なのでそれには嫌でも慣らされているが、蒼刻が血華にふれるような事態があったのかと思うと動揺せずにはいられなかった。

　しかし蒼刻は、朧月の動揺を違う意味でとらえたようだ。手を止め、淡たん々たんと言う。

「俺はけがはしてない。安心しろ。来らい将軍も無事だ」

　――では、ほかの人の血を？

　しかし張ちよう宝ほうの造った骸むくろの軍勢は、力を失うと黒い灰と化すものだ。血は流れないはず。

「敵は……殭屍キヨンシーと〈雷らい公こう〉だけではなかったのですか？」 

「残念だが、張宝の野や郎ろうはいなかった。でも〈雷公〉が――」

　言葉を切る。

　刹せつ那な、彼の青い瞳にひらめいたのは怒りの炎ほのおだ。刀を握にぎる手に怖いほど力がこもる。

　絶句した朧月を見かねたように、張さんが長椅子のそばに鎮座して、声静かに問うた。

「蒼刻よ。それは〈雷公〉を斬って血水を浴あびた、ということか？」

「違う」

　蒼刻は顔をそむけて言う。唇くちびるは固く引き結ばれていて、それ以上、話を聞かせてもらえそうな空気ではなかった。

（何があったのか……想像がつかないことは、ないけれど）

（蒼刻さんは、わたしには聞かせたくないんだろうか）

　胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりの彼女が、衝撃を受けて閉じこもってしまわないか、気を使っているのだろうか。

　その誤解を正そうとしたとき、扉が叩かれた。あの傷顔の副官が顔を出す。

「なに、儂か？　無位無官の虎なんぞになんの用じゃ。煌こう言げんが呼んでおる？　……張宝の件なら協力せぬわけにいかんのう。承知した、今行こう。――蒼刻よ、姫はおぬしにまかせてよいな？　それと、星彩が戻ってきたらよろしく伝えておいてくれるかのう」

「わかった」

　蒼刻の返事はやけに短い。そして、普段よりも感情が見えづらい。

　白虎が去ると、蒼刻はふさいだばかりの傷口が再び開かぬよう注意しているかのような慎重な声こわ音ねで言った。

「あまり近づくな。血臭が移るぞ」

　彼らしくもない神経質なものを感じるせいか、朧月までじわりと緊張しはじめてしまう。

「構いません。わたしは昔から、死のにおいがする娘だとか言われ慣れてますし……」

「って馬ば鹿かか」

　ぺし、と手刀で頭を軽く叩かれた。

　だが刀を離れて朧月に向けられた瞳には、彼女が慕したう、わかりづらい温もりがあった。

「そういう台詞せりふを、なんでもないような顔で言うんじゃねえよ」

「……でも……泣いて、どうにかなることでもなかったですし」

「泣いたことがあるのか」

　思いがけず見抜かれたせいで、とっさにごまかしの言葉が浮かばなかった。

　目を泳がせる。黒髪がさらりと揺れてあらわになった耳みみ朶たぶに、蒼刻の声が落ちてくる。

「そのときに、俺が近くにいたらな」

「……蒼刻さん？」

「泣くな馬鹿、って言ってやるくらいしかできないだろうけど」

　彼らしい慰め方に、微笑ましい温もりで包まれる。

　しかし疲れている彼に気を使わせるのは本意ではないので、朧月は努めて明るく言った。

「大丈夫ですよ。そのときは、兄さまがそばにいてくれましたし……」

「そういう問題じゃない」

　へ？　と間抜けな声を発してしまう。では、どういう問題なんでしょう。

　だが、冬の海の色になった瞳へと問いをぶつける前に、朧月はするりと捕ほ獲かくされていた。

　蒼刻の両腕が作る、狭い籠かごの中に。

（え。……え!?）

　やや強引に抱き寄せられたのだと理解すると、身体の奥がかっと熱くなった。

　仔コ狸タヌキでも抱くような無造作なやり方だが、腕の力は痛いほど強い。以前、とある事情で溺おぼれかけて助けられたときのことを思い出す。

　けれど今は、蒼刻のほうがどこかに重く沈んでいきそうで、朧月の小さくて頼りない身体にしがみついているようにも感じられた。

　蒼刻さん、急にどうしたんですか？　――そんなふうに苦にが笑わらいして訊ね、普段どおりの会話に戻したいのに、緊張しすぎて声すらも出せない。だってこんなに密着していたら、暴れっぱなしの鼓こ動どうはもちろん、肌はだの震ふるえさえ彼に伝わってしまいそうで、たまらなく恥ずかしいのだ。

　沈黙を破ったのは蒼刻だ。朧月の黒髪に頬ほおを寄せたまま、彼はぽつりと言った。

「死のにおいなんてしないぞ」

　朧月は目をみはった。……まさか、それを言うために、こんなことを？

　うれしいですけど少しやりすぎなんじゃ……まあ深い意味がないのはわかってますけど蒼刻さん普通にいや普通以上にかっこいいんだからほかの女性にこんなことをしたら絶対に誤解されますよ！　――そこまで一気に思考をめぐらせたときだ。

　蒼刻が、穏おだやかでないことを口にしたのは。

「ほかに何を言われた？　俺がたしかめてやる」

　たしかめるって？　何をどうやって？　

　急な展開についていけず、眩暈めまいを覚えた朧月の背を、彼の大きな手がゆるやかに撫なぜる。そうして彼女の輪りん郭かくを探るように、黒髪にも指がさしこまれ、額ひたいに何かがふれた。

「……!?」

　それが蒼刻の唇だと気づくなり、朧月ははじかれたように腕を突っ張っていた。
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　無論、ひ弱な朧月の抵抗なんて、蒼刻は無視しようと思えば簡単にできたはずだ。

　しかし彼は黙って離れると、代わりに、咎とがめるように目を細めた。

「天てん祥しようさまにもされたんだろ？　俺はだめなのか」

「ッ……そ、そういうわけじゃ」

　違う。

　決して嫌ではないのだと、唐とう突とつに冷えた彼の声にぶつけたい。いや、ぶつけなくては。

　けれど蒼刻が何を考えているのかが全然わからなくて、怖くて――朧月は、長椅子から転げ落ちるようにして逃げだしてしまった。

　とにかく頭を冷やしたくて、廊ろうにまろび出ると勢いよく扉を閉め、背中で押さえつける。

　もちろん蒼刻は追いかけてきたが、朧月が儚はかない力で抵抗していることに気づくと、扉を押す手を止めた。その隙すきに朧月は叫ぶ。

「ここにいます！　これ以上は離れませんから、少しだけ……独ひとりにさせてください」

　今再び蒼刻と顔を合わせたら何が起こるのか、人間関係に疎うとい朧月にはまるで想像がつかなくて怖い。怖いし混乱している。

　そんな彼女の混乱ぶりに、憐あわれみでも感じたのだろうか。蒼刻の声が少しやさしくなった。

「六つ時半までだ」

「え」

「それまでに、俺も頭を冷やす」

　言葉少なに宣言して、彼の気配が扉の向こうから遠ざかる。

　腰がくにゃりと砕くだけ、朧月は扉の前にへたりこんだ。

（『俺も』……？）

（……蒼刻さんも、頭がかっとなっていた――ということ？）

　何がなんだったのかよくわからないが、蒼刻から離れたことで、朧月はゆっくりと落ち着きを取り戻していった。

　ゆるやかに記憶をたどると、顔からまた火が噴き出しそうになるが――六つ時半だ。

　前の鐘かねが鳴ったのは蒼刻が戻る前だから、猶ゆう予よはきっと半刻の半分もない。早く平常心に戻らないと。また、あんなふうにならないように。

　夕焼けの空みたいに真っ赤なままの頬を押さえ、あたりを見回せば、幸いにと言うべきか人ひと気けはなかった。生きている人はもちろん、幽鬼の姿も。

　この階には国軍幹部級の人々の居室があるそうだが、煌言を除く護花七将軍は、今は皇都を離れているのだという。そうでなくても、蒼刻のように碧へき血けつ館かんでほぼ毎日起居している人は少数派だそうだ。

「わたしは珍ちん獣じゆうわたしは珍獣わたしは珍獣……」

　だれもいないのをいいことに、ぶつぶつと口に出して唱となえ、自分に暗示をかけてみる。が。

　…………。

（……効果があるのかないのか、さっぱりわからない……）

　というか、蒼刻のそばを離れたいだけなら、自分の部屋に引きこもればよかった。

　後悔するが時遅し。自分の無駄なあわてようを反省したとき、その声が冷ややかに響いた。

　

「不ふ即そく不ふ離り。……仲なか睦むつまじいことよな」

　

　頭どころか、全身の血までもが一瞬で冷え切った。

　まさか。どうして。どうやって。言葉がいくつも脳裡を駆け抜ける。

　どうか幻聴であってほしいと願いながら、朧月は声のほうを振り返り、震え上がった。

　――張宝。

　少し離れた窓の下枠に、道どう士しは悠然と腰を下ろしていた。

　夜風が彼のざんばらな黒髪をざわつかせ、瞳はみがかれた琥珀の宝玉のように光る。

「一点のくもりもない望もち月づきよりも、雲間に翳る月や、やわらかく朧おぼろに霞かすむ月を美しいと思う。それが人というモノの愉ゆ快かいなところよ」

　ま、我われも人のことを言えた義理ではないがな。手中で扇おうぎをもてあそびながら、張宝はクククと不気味に笑った。

　朧月はもちろんすぐに背後の扉を開けようとしたが、なぜかビクともしなかった。蒼刻の名を呼んで扉を叩いても、まるで壁ごと分厚い鉄の板になってしまったかのように手ごたえがない。なんだこれは。

「無駄よ無駄。とっておきの術をかけて閉ざした。しばし我と二人きりの時間だ」

「……ッ……」

　息を呑のむ。すぐ隣に、張宝が現れていた。足音はなかったのに、いつのまに。

「汝なんじの瞳が見たくなったので、ちと足を伸ばしたのよ。……顔を上げてみせい」

　おとがいに手が添えられ、くっと顔を上に向かせられる。

　石のように冷たい指。蒼刻にされたのと大差ない行為のはずなのに、全然違うふうに感じられた。悪寒が背筋を伝う。

「やはり美しい瞳よな。我の欲するものがすべて、汝の中にある気さえする」

　ひりつくような怖さの奥に、魅み惑わく的な甘さを秘めた笑み。抗あらがいがたい艶つやに呑まれそうになりながら、危険な男だという認識を新たにする。

　揺れる瞳に、それでも反発の火を絶やさない朧月を、張宝は憐れむように見下ろした。

「そう忌いみ嫌ってくれるな。我はあの武官はどうでもよいが、汝とは仲よくしたいのだ」

「……無理、です」

「無理とな。これはつれない」

「だって……あなたは、蒼刻さんの敵ですから」

　無礼な指先から身を引き、朧月はきっぱりと――と言うにはだいぶ頼りない、小さな声を相手に突きつける。

　少し話しただけなのに、もう全身から力が抜けそうだ。蒼刻を呪のろいで死の淵ふちに追いやった道士が怖くないはずがない。身体の小こ刻きざみな震えを止められる気はまるでしない。

　それでも、一方的に嬲なぶられるのは嫌だった。わたしはこの人の玩おも具ちやではない。

「だが考え方を変えれば、我の呪いのおかげで、汝は劉りゆう蒼刻と親密になれたのではないか？」

「たとえそうでも……あなたのことは、敵にしか思えません」

「左さ様ようか。して、その劉蒼刻はまだ傷心状態か？　あれを見て平静ではいられなんだか」

　怒りを買うかと思いきや、予想外の方向から攻められた。――見たって、何を？

　戸と惑まどいに色を変えた朧月の瞳を見て、張宝は「おや？　教えられていなかったか」とわざとらしく口の端をゆがめた。

「〈雷公〉がな――我の想定を超えて暴走したのよ。今こ宵よい、彼あ奴やつの兇きよう刃じんが断った魂たましいの緒おは、両手の指の数では足りるまい」

　魂の緒が絶えるというのは、死ぬという意味だ。つまり〈雷公〉のせいで死者が出たと。

　蒼刻の翳りの理由を知ると同時に、うなじを鋭い針で刺されたような恐ろしさで朧月は凍こおりついた。

「〈雷公〉は、なぜか劉蒼刻にいたくご執しゆう心しんでな……。彼奴と戦うためなら我の術さえふりほどきかねん勢いよ。殭屍キヨンシーと違って我が強く、御ぎよしづらいのがあれの難点だ」

　やはり殭屍キヨンシーとは違う存在なのか。

　張宝の口ぶりでは、生者と同じように感情や意思を持って動いているように思えるが。

（でも、どうして蒼刻さんに執着を……？）

　わけがわからないが、こうして時間稼かせぎをするだけでは埒らちが明かないのも事実。ほかに打つ手を持たない自分に、歯噛みしたときだ。

　目の端を、蝶ちようのように華はなやかな色彩の衣ころもがちらついた。はっとした朧月の背中に、後ろから抱きしめる温もりが伝わる。

　振り返るまでもなく、その透すける腕の持ち主の名がぱっと頭に浮かんだ。――星せい彩さい！

「人がいない間に、あたしのお姫様に何してくれんでしょうねぇ、この外げ道どうは」

　普段とは段違いに低められた声。

「もう、あたしの朧月ちゃんには指一本ふれさせませんよ」

「……これはこれは。守護幽鬼気取りのおでましか」

　母性的な愛情と強さがにじむ声を、張宝はひどく不快な冷笑ではね返す。

「だが、果はたして汝に、そこな姫君に侍はべる資格があるのかな？　汝は生前、何をしてきた？」

「言ってくれますねぇ……」

　星彩の声はこわばっていた。嫌なことを訊きかれた、と言うように。

「でも……たとえ資格がなかったとしても、あたしは朧月ちゃんを守りたい。それだけです」

「ふ、けなげよな。だがこれでも――その気の強さを保てるかな？」

　張宝の美しい指が、独特の音楽的な動きをした。

　直後、星彩が左胸を押さえて、苦しげに悶もだえはじめた。まるで、見えない矢で空中に縫ぬい止められたかのごとく。

　苦痛をあらわにした友人の表情に、朧月の血の気が引いた。今の指の動き、もしや――

「呪しゆよ。召しよう鬼き法ほうには、制せい鬼き、刻こく鬼き、召鬼、使し鬼きと手順がある。これは幽鬼の自由を封じる制鬼の術だが……このまま続ければ、汝は我の支配下に堕おちるしかないぞ？　その小うるさい感情を封じて、殭屍キヨンシーの材料にでもしてくれようか」

「――やめてッ」

　かばうように両手を広げ、朧月は声をふりしぼった。姉のような友人を傷つけられたくない一心で、精一杯の虚きよ勢せいで相手をにらみつける。

「うるわしい愛情よな。だが姚よう朧月――そんな華きや奢しやな身体を張らずとも、汝の瞳の力ひとつで、我の召鬼法ごときはたやすく吹き飛ぶぞ？　そら、試してみるがよい」

　誘うようにささやかれても、朧月にはどうしたらその力とやらが発揮できるのかがわからないのだ。しかし「まだその宝の価値に気づいておらぬのか？」と迫せまる張宝の瞳は、いっそ奇妙なほど真剣である。

　当惑する朧月のすぐ真横で、扉がいきなり大きく軋きしんだ。

　そして、いくつもの切れ目が走ったかと思うと、積み木の山のように扉が崩れ落ちる。

「……蒼刻さん！」

　異常を察し、呪じゆ詛そで開かなくなった扉を刀でぶった斬ぎって来てくれたのか。

　安堵のあまり床にへたりこんでしまう彼女とは対照的に、張宝はつまらなそうに嘆たん息そくした。

「次から次へと、まぁ……。逢おう瀬せの邪魔をする無ぶ粋すい者ものの多きところよ」

「何が逢瀬だ。誘拐未み遂すいの間違いだろうが」

　蒼刻が冷たく吐き捨てる。

　気がついたときには蒼刻は張宝の真後ろに移り、首筋にひたと刃やいばを突きつけていた。とろい朧月では、残像すら追えない速さだ。

「久しぶりだな？　淦かん水すいの戦い以来か」

「我のあの呪いで、汝は命の代わりに右目を喪うしなっておったのか。その仇あだに我の命を刈るか？」

「勝手に解釈するな。――俺はおまえを憎にくむだけの段階はとっくに超えてる。俺が戦場で油断したのも事実だったしな」

　それが虚勢ではないことが朧月にはよくわかった。昨夜張宝とすれ違いになったときでさえ、蒼刻は一切取り乱さなかったのだ――憎ぞう悪おで目をくもらせるよりも、今できることをする。この青年武官は、そういう高潔で澄んだ心の持ち主だ。

　朧月はせめてと震える膝ひざを叱しつ咤たして、くずおれた星彩のもとに這はいずっていく。と。

「だが――あいつはなんだ？」

　あいつ？　星彩を腕の中にかばいながら、朧月は再び蒼刻を振り返った。

「質問の意味がよくわからぬなァ」

「とぼけてんじゃねえよ。〈雷公〉だ。あれが殭屍キヨンシーの動きのにぶさを改善した特別製ってことはわかってる。だが、あの魔性の剣けん豪ごうを作るのに――貴き様さま、だれの骸を使った？」

　切り裂くような眼光。冥めい府ふの底から響いてくるような低い声。

「その様子では、汝はうすうす察しているのであろう？　それとも、認めたくないだけか」

「……貴様を斬れば、あいつも滅びるか？」

「試してみればよかろ」

　張宝の薄笑いに、朧月がぞっとする間もないほど、蒼刻の決断と行動は早かった。

　神しん速そくで刃がひらめき、張宝が胴で真まっ二ぷたつに切り裂かれた――と、思いきや。

　朧月は目を疑った。

「か――紙……!?」

　蒼刻に斬って捨てられた刹那、なんと張宝の身体は、数枚の紙切れに変わったのだ。

「んなこったろうと思った」

　淀よどみない手さばきで刀を収め、蒼刻が忌いま々いましげに舌打ちする。

「無事だな？　朧月」

　振り返らずに訊かれて、朧月は声もなくうなずいた。

　やがて、階段のほうから呼び声が聞こえた。白虎を伴ってきた煌言だった。
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「――剪せん紙し成せい兵へい術じゆつ」

　張ちよう宝ほうが造った紙人形――専門的には紙し人じんというそうだ――の話を聞くと、煌こう言げんはめずらしく苦い顔をした。

「文字どおり、紙を剪きって自分の手て駒ごまにする道術だよ。並の道士では、紙人形がよちよちと歩く玩具のような物しか作れないんだけど――張宝は、自分の代役をさせるほどのものに仕上げてくるとはねぇ。僕でもこの程度なのにー」

　言いながら、煌言は懐ふところから取り出した白い紙を鳥の形に折り、ふっと息を吹きこむ。すると紙の鳥はぱたぱたと羽ばたき、室内を軽やかに舞った。

　朧ろう月げつには、これだけでも十分にすごいと思えるのだが。

「まあねー。意外と使い道の多い術だし、君も今度やってみる？　その後は二人でお茶を」

「口く説どくな」

　どうもまじめになりきれない煌言の脚を、蒼そう刻こくがためらいなく蹴飛ばし、張ちようさんが嘆息する。

「だが前向きに考えれば、紙人を送りこんだのは、あやつ自身には警護をくぐり抜ける自信がないからじゃろう」

　白虎の淡あわい青の瞳には、深い翳りがあった。――星せい彩さいを案じているのだ。

　じゅうたんに腹ばいになった彼の毛並みの上に、星彩はくたりと身を預けていた。今回ばかりはいちゃついているわけではなく、張宝の召鬼法で消耗させられた彼女のために、張さんが霊力を分け与えているのだ。

（わたしにも、何かできたらよかったのに……）

　お茶を用意しながら、朧月はため息をひとつつく。

　扉を直した蒼刻の部屋が、自然と話し合い兼夕食の場になっていた。室内には、というか壁際には煌言の副官も立っている。

　威圧感に困ったので、こわごわ椅子を勧すすめてはみたのだが、無言で首を横に振られた。煌言も気にも留めていない様子だし、これが彼らにとっては普通なのかもしれない。

「たいした道士だよ。召鬼法だけでも普通の道士には手におえないくらいなのに。もしかして、外見どおりの歳としじゃないのかなー」

「道術を極きわめて、仙せん人にんになったとでも？」

　と、蒼刻がまるっきり信じていない顔で言う。煌言は肩をそびやかした。

「仙人かはさておき、道士としては確実に規格外だねー。皇都の気脈の流れをわざと乱して龍りゆう穴けつを傷つけるなんて、並の道士には無理だもん」

　聞き覚えはあるが、普段あまり使わない言葉に、朧月はゆるやかに瞬まばたいた。

「龍穴……？」

「ざっくり言うと、大地の霊力に満ちた、繁はん栄えいを約束されてる土地だ。神しん華か国の大都市のほとんどは龍穴の上に造られてる」

　答えたのは意外にも蒼刻だ。朧月が目をまるくすると、「護ご国こく学院で道術の基礎も習わされたんだよ」となんでもない口調で言う。

（それはいいとして……いつもの蒼刻さんに戻った？　のよね？）

　少なくとも、闇やみに重く沈む手前で必死に踏みとどまっているかのような危うい翳りや色香はなりをひそめている。

　これなら変に意識しないで済むと、朧月はひそかに胸を撫で下ろした。

「でも龍穴に流れこむ霊力の流れ――気脈を傷つければ、その上に住んでいる人をみんな不幸に陥おとしいれることも可能なんだよねー。張宝は殭屍キヨンシーを使った騒ぎを起こすのと同時進行で、そっちも地味に進めてる。僕のほうでも対策はしてるけど……」

　煌言には似合わない、薄暗いため息。皇都の住人すべてが被害を受けるかもしれないのだ、無理もない。

　もともと悪政を敷く者には容よう赦しやのない黄こう巾きん賊ぞくだが、皇都全体を標的にするなんて。

　たしかに地方よりも賄わい賂ろや汚職は横行していそうだけど、と黒めな考え方をしたとき、

「あ」

　昼間のことを思い出した。そういえば報告しそびれていた。

「あの〈鏡の幽鬼〉が、最近やけに陰の気が強くなっていて落ち着かない、とおっしゃっていたのですが……それって、龍穴が傷ついていたせいなんでしょうか」

「あ、あたしもあたしも。以前知り合いになった女によ官かんさんの幽鬼から、そーゆー話を聞いてきましたよ。皇都にいる幽鬼がみんな、最近なんでか不安定な思いを味わってるんですって」

　張さんの上に寝そべったまま、星彩が同調してくる。声にいつもの元気が戻りつつあり、朧月は少し安心した。

「なるほど、幽鬼は気脈に敏感なんだねぇ。むき出しの霊体だからかなー」

　髪に飾った花をいじりつつ言う煌言の前にお茶の碗を置いたら、いい笑顔で「朧月ちゃん隣においでー、疲れた僕に癒しを！」と誘われてしまった。

　困りものだが無視できず、そのとおりにしようとしたら、後ろから腰帯をつかまれた。

「って、蒼刻さん……？」

　よろめいたところで腕を引かれ、蒼刻の隣の席に座らされる。ほいほいついていくな馬鹿、と言外に告げられた気がした。申し訳なさそうに煌言を見ると、彼は鷹おう揚ように許してくれた。

　ずっと言わずにおくのも心苦しいので、星彩のことも煌言に説明しようと思い立つ。

「あの……来らい将軍。実はここには、目に見えないけど、もう一人いまして」

「なんだその怪談話の出だしみたいなのは」

「そ、そうですか？　でも事実ですし……」

　蒼刻のつっこみが鋭い。口下手な朧月がもたつくのを後しり目めに、煌言はこのお菓か子しおいしいよねと言うときみたいに無造作に言った。

「ああ、君といつも一緒にいる幽鬼？　それなら気配だけは察してたよー」

「え？」

「君や蒼刻の視線がときどき何もないところに飛ぶし、張さんも虚こ空くうに向かって楽しそうに話してたからねー。あと僕は朧月ちゃんみたいに『見る』ことはできないけど、周りの気を読んで幽鬼がいるかいないかくらいは推測できるんだー」

　浮かれた外見にそぐわぬ鋭さに感服する。と、煌言は片方の目をつむって補足した。

「朧月ちゃんのそばにいるのは、女の人の幽鬼だよね？　しかも美人」

「どうしてそこまで……!?」

「女の子大好きな僕の勘」

　絶ぜつ句くした朧月の隣で、蒼刻があきれたふうにため息をついた。

「張さんがでれでれしてるから、見当つけただけだと思うぞ」

「……あ」

「種明かしが早すぎるよー蒼刻くん。せっかく可愛い子の尊敬を勝ち得たのに。僕のこの年下を愛めでたい気分をどうしてくれるの」

「どうもしねえよ。あんたのその女好きのほうをどうにかしてくれ」

「僕から女の子大好きな性格を削けずりとったら、ただの天才道士だよー？」

　むしろそのほうがいい。と、朧月は声に出さずに思った。

「ま、僕の趣味はさておき――張宝は本当に朧月ちゃんがお気に召めしたようだね」

「…………」

「なぜに二人とも無言？」

　朧月は「気に入られましても……」と困惑しただけだが、蒼刻は違う悩みがある様子だ。

「下手に同意したら、こいつを餌えさにして張宝をおびきよせようとかいう作戦になりそうだと思ったからです」

「……あ、そういう方法もあったんですね」

　思わず、朧月はぽんと手を打った。

　待っていることしかできない自分は虚むなしいので、怖いけど、よかったら餌にでもなんでもしてくださいという心境だ。張宝の言う双そう界かいの瞳の力とやらに気づければ、何かできるのかもしれないが、現在は無能の役立たずなのだし。

　しかし蒼刻には、不ふ機き嫌げん満面で切り捨てられてしまった。

「馬鹿かおまえは。そんな作戦はとれないっつってんだろ」

「そんな……思いつきじゃなくて、ちゃんと考えて言ってるんです。……〈雷らい公こう〉に対応しづらいのは、張宝が何を考えてるのかがわからないから、次にどこに現れるのかが読めないせいでもありますよね？　でしたら、わたしを釣つり餌えにするのも手では」

「阿あ呆ほぬかせ。もしそれで、おまえが張宝に誘拐されでもしたらどうなる。困るのはこっちだぞ。自分の身も守れねえくせに危険を冒おかしてもいいとか言いだすのは、単なる無む謀ぼうだ。勇気じゃない。勘違いするな」

　針のような言葉が突き刺さる。おまえにできることなんかない、と言われた気がして、朧月はぐっと詰まった。なんとか反論しようとする前に、蒼刻が淡々と言葉を紡ぐ。

「それにおまえは幽鬼は見慣れてても――幽鬼になる直前の人間は、違うだろ」

「……！」

　今度こそ絶句した。気づいていたのか。彼女が、人死にがあったのを知ってしまったと。

「落ち着いて落ち着いてー」

　氷の塊かたまりのような沈黙は、煌言の明るい声で溶とかされた。

「君みたいに可愛い、しかも蒼刻くんにとって大事な子を戦場で利用するほど、僕は追い詰められてないよー。でも君の心意気はうれしいと思う！　だから無理に役に立とうとなんてしないで、明日からも君にできる範囲で協力してほしいな」

　そこまで気を使われてもなお、我を通せる性格ではない。朧月は無言でうなずいた。

「たとえば僕に撫で撫でされて、癒しと陰の気を分けてくれるとかー」

「帰れ」

　真顔でどうしようもないことを言いだす煌言に、蒼刻のつっこみが突き刺さった。
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　満月が天頂にさしかかる夜よ更ふけに、ようやく話は一段落した。

　副官と一緒に帰ろうとした煌こう言げんは、見送りに出てきた朧ろう月げつをふと振り返って微笑んだ。

「そういえば感想聞いてなかったね。お部屋はどうー？　桃とう花か位いの効果はあった？」

「えと……ありがとうございます。快適、です」

　なんとかごまかして、朧月はぺこりと頭を下げる。

　そうして腰を伸ばすと、今度は煌言のほうが彼らしい人なつっこさで身をかがめてきた。内緒話の声でささやかれる。

「僕、君に桃花位の意味は教えたっけ？」

「……幽鬼の友人に、教えてもらいました」

「なるほどー。で、ずばり効果はあったかな？」

　はい、とも、いいえ、とも答えづらい質問だ。蒼そう刻こくはすぐ後方にいるし。

「朧月ちゃん」

　呼ばれて見ると、煌言の手にはいつのまにか薄うす紅べに色の芍しやく薬やくの花があった。彼が今日髪に飾っていたものだ。

　驚くほどみずみずしいそれを差し出され、固こ辞じする理由もないので素直に受けとる。

　恥じらいもせず「ありがたく受けとっただけ」の朧月に、煌言が小さく噴き出した。

「朧月ちゃん、その顔だとさっぱり忘れてるね？　蝶ちよう恋れん花かのこと」

「あ」

　というか来らい将軍が本気で愛を告白してくるとは微み塵じんも思わないので、口説かれているのかと疑うことすらしなかった。

「うんうん、さすがは天然公主だねぇ。――でも君は、本当にそういうことに気づいてないのかな？　と言ってもしらばっくれているわけではなさそうだし、気づかないよう自分に暗示をかけてるだけなのかな？」

　語尾を延ばさない、煌言流のまじめな口調で疑問を突きつけられ、朧月は当惑した。暗示？

「思いこみ、と言い換えてもいいけど。君は鈍どん感かんでも無知でもないようだし」

「？　……？？」

「まあ今夜はもう遅いから、難しい話とお出かけはまた今度だね。おやすみー」

　面食らうしかない朧月に、蜂はち蜜みつみたいに甘い笑みと軽い抱ほう擁ようを残して煌言は去った。……本当に、なんとも油断できない人である。

　寝る前のあれこれを済ませ、部屋に戻って幽鬼と二人きりになると、朧月は月明かりに透ける撫なでし子こ色の髪の友人を見た。

　大丈夫？　と聞くと、もちろん！　と元気な笑顔が返ってきて、なごむ。

「今夜ひと晩、朧月ちゃんと一緒におやすみすれば、きっとばっちりですよ～」

「……って、わたしと？　張ちようさんじゃなくて？」

「あい。張さんに霊力を分けてもらったから大丈夫は大丈夫ですけど、朧月ちゃんといると、もっと元気になる感じなんすよね」

　朧月は、ふと考え込んだ。それがわたしの「力」だったりするのだろうか？

　幽鬼は見た目ではどれくらい傷ついたかがわかりにくいし、朧月自身が何かをしたという意識もないから、ぴんとこないのだが。

「そういえば星せい彩さい、外で……蒼刻さんの様子、何か違わなかった？」

「違いましたね」

　友人は即答だった。

　――が、そこからの沈黙は奇妙に長引いた。

　これは言ってもいいのかと迷うように目をそらし、星彩は慎重に説明する。

「〈雷らい公こう〉なんですけどね……。武官さん、何かに気づいたっぽかったんですよ」

　気づいた？

「これは張さんからの受け売りなんですけど――召鬼法では、道士が幽鬼を意のままに操るために、その心を壊してしまうことが多いんですって。殭屍キヨンシーはもう術で魂を痛めつけられたせいで完全に心が消えてしまってて、操り人形同然なんすけど……〈雷公〉はまだ、人間として生きていた頃の心が残ってるっぽいんですよ」

　朧月の長い髪の手入れをしながら（これは友人の趣味だ）、星彩はぽつりぽつりと、夕刻の華か林りん園えんで何を見たのかを教えてくれた。

　蒼刻が駆けつけたときには、すでに石いし畳だたみは緋ひ毛もう氈せんを敷いたような色に染まっており、刀傷を負った巡じゆん警けい隊たいや邸やしきの守衛があちこちに倒れていた。そして。

　――『待っていたぞ劉りゆう蒼刻』

　――『邪魔者はすべて追い払った……さあ、おれと戦え！』

　待ち構えていた〈雷公〉は、蒼刻だけをまっすぐに見て、そう言ったのだという。

（蒼刻さんに執着してるということは――もしかして、戦場で？）

　蒼刻に敗れた武人を、張宝が独特の術で甦よみがえらせた。

　まだ心が残っていた〈雷公〉は、蒼刻との再会で憎しみを思い出して――などと想像したところで、間違いに気づく。

　あの異い形ぎようの剣士は、蒼刻との戦いで歓喜と快楽を覚えていた。憎しみや恨みではなく。

（蒼刻さんと戦うのが楽しい……ということ？）

　理解不能だ。

　眉間のしわが深くなる。ちらりと見れば星彩も、朧月とよく似た悩み顔をしていた。

「戦いはほぼ互角だったんすけど、途中でまた〈雷公〉が苦しみだして。でも武官さんは、その隙に攻撃しようともしないで、茫ぼう然ぜんと〈雷公〉を見てましたね。信じられないっていう感じの表情で。それからすぐに〈雷公〉が退却して――傷ついた人を助ける作業に入って」

「…………」

「あたしが見たのはそのくらいです。参考にならなかったら、ごめんなさいね」

「ううん、十分よ。ありがとう星彩」

　朧月はほのかに微笑んで、星彩の頬に手を伸ばした。星彩はくすぐったそうに笑う。

「……〈雷公〉のことで悩んでいたから、蒼刻さんは、あんなふうだったのかしら」

「ん？　なんかあったんすか」

　しまった。無意識に口に出していた。なんでも話せる友人といると、朧月はうっかり内心の言葉をもらす失敗をしやすい。

　とはいえ、自分などが独りで考えてもロクな答えが出そうにないので、結局打ち明けた。

　額への口づけのことは隠したが、星彩は聡さといので、何か気づかれたかもしれない。

「それはあれでしょうね～」

「……どれ？」

「血のたぎり、とでも言いましょうかねぇ……。命を削るぎりぎりの戦いをすると、身体が異常な昂こう揚ようを覚えるものなんですよ。しかもそれってなかなか冷めなくて、戦いが終わっても変に荒々しい態度になったり、感情が乱れやすくなったりするとか」

　昂揚。蒼刻のまとっていた異質な空気が――普段とは違うふれ方が、肌に甦る。

「まあ朧月ちゃんの話を聞く限り、武官さんは荒々しいというより、本能がだだもれになるって言ったほうが正しい気がしますけど」

（本能。……『抱き癖ぐせ』も、本能のうちなのかしら）

　朧月も以前、小さなパンダに添い寝してもらったおかげで、安らかに眠れたことがある。

　蒼刻も、珍獣で癒されたかったのだろうか。

（蒼刻さんの役に立てたのなら……嫌ではないんだけど……）

　だって安全なところで何もできないよりは、ずっとマシだ。

　ああいうふれ方を何度もされると、自分の中で何かが変わってしまいそうで怖いけれど。
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「寝たのか」

「しばらく考え事をしてたみたいですけど、やっと。今はぐっすりですよ。朧ろう月げつちゃんが寝息も立てないほど疲れるなんて、武官さんったらもう」

「なんで俺のせいだと思うんだ――って、本人から聞いたのか」

　蒼そう刻こくに続き、白虎も足音を忍ばせてくる。扉が閉まると、さして広くもない部屋は人数のせいで余計に狭く感じられた。

「です。感謝してくださいよ？　あたしが刺し史しさんだったら、武官さん、少なくとも十発は殴なぐられてますからね」

　朧月の兄が無表情で殴りかかってくる図を想像してしまい、蒼刻は非常にげんなりした。

「にしても、武官さんも目を離せませんね！　大暴走だったそうじゃないっすか」

「大ってほどじゃないと思うが」

「ということは、暴走した自覚はあるのじゃな？」

　張ちようさんの冷静なつっこみに、蒼刻は視線をずらした。

　猫の仔のようにまるまって、頭まで上掛けをかぶった――寝台の上のまんじゅうみたいな寝相の朧月を見る。寝るときまで引きこもり本能全開とは、この珍獣らしい。

「武官さん。さすがに寝こみを襲ったら、あたしと張さんで総攻撃っすよ」

「襲わねえよ」

　あの一件をなかったことにしてふるまい、普段の距離感を取り戻したのだ。自分でまた爆ばく竹ちくを投げつけるような真ま似ねはしない。

　……ここに戻ってすぐのときは、心が重く沈んでいる一方で、本気で刃を振るった昂揚が身体から抜けていなかった。そのせいだろう。朧月を不安がらせないようふるまう予定でいたのに、新妻のように細やかに気配りをしてくれる少女に、いつのまにか手を伸ばしていた。

　たがが外れたとしか言いようがない。額への口づけだけで我に返れて何よりだ。

（あのとき突き飛ばされなかったら――俺は、こいつに何をしてた？）

　想像するだに気が滅め入いる。蒼刻はもともと、朧月が無防備に信じているほど純粋ではない。

　星彩や白虎にからかわれるほど初う心ぶでも、女に興味がないわけでもない。

　――それでも。

「さっき昂たかぶってたのは認めるが――別に、手近にいたからっていう理由であいつを選んだわけじゃないからな」

　戦いの後の血のたぎりを鎮しずめる方法なら、ほかにいくらでも知っている。なのにどうして、よりにもよってこいつに――こんな、自分に自信がなくて弱々しくて頼りない引きこもりに。蒼刻が保護してやらないといけない珍獣に、生きている実感を求めたりしたのだろう。

　己おのれを理解できていない蒼刻をしばらく観察すると、星彩は白虎と顔を見合わせ、あきれたようにため息をついた。

「当然っすよ。だれでもよかったなんて言いだしたら、即刻で呪殺してますって」

「笑って殺人予告か」

「あたしは朧月ちゃんの守護幽鬼ですもん。張宝だって、居場所がわかれば容赦なしです」

　豊かな胸をそらして、星せい彩さいが笑う。

「でもね～、朧月ちゃんはそういうのを軽く受け流せる子じゃないんすよ。一応年頃のお姫さまですけど、お見合いや縁談の経験もないですし。だからお手やわらかに頼みますよぅ」

「……前から思ってたが、あんたは過保護なのか放任なのか、ときどきわからんな」

　笑顔でけしかけたりするくせに、妙な空気のときはきっちり茶々を入れてくる。

　その矛む盾じゆんをつくと、美しい守護幽鬼はとぼけた表情をした。

「そこは微妙なあれですよ」

「どれだよ」

「朧月ちゃん、武官さんになついてから、いろいろなことに興味を持つようになったんですよね。だから生きてる人たちとも交流して、世界を広げてほしいなとは思うんすけど、嫁よめ入いり前に爛ただれた関係を経験させちゃうのはマズいねって気持ちもあって」

「だれもそこまでしねえよ」

「ま、失われた信頼は大きいからのう。男たるもの、常つねに紳士でなくては信頼されぬものよ」

「…………」

　祖そ父ふのような年齢の白虎に、しみじみ言われると反論しづらい。

　なんだか疲れて自分の部屋に戻ろうかと思ったとき、寝台がわずかに軋んだ。

「……ぅん……」

　鼻から抜けたような寝息がもれ、朧月が上掛けからわずかに顔を出す。こもっていたのが暑くなったのか。――小声で「もう少し見守ったら戻る」と言えば、口に遠慮はないが物わかりのよい美女と神獣は、そうっと寝台から離れてくれた。

　今度こそ何もしないつもりで、蒼刻はのんきな寝顔のそばに腰を下ろす。

　安心しきった姿を見ていると、肩から気負いが抜けていった。

（なんで、おまえといて落ち着くんだか……）

　心の奥ではまだ、〈雷公〉に刻まれた混乱が尾を引いている。気のせいではない頭痛もする。

　壊れかけの檻おりに暴れ狂う狼おおかみを閉じこめたかのようで、今夜は眠る気になれないだろうと思っていたのに、不思議なものだ。今では、すべてを忘れて夢の世界に行きたくなっている。

　流れる黒髪のひと房をすくいとると、祈るようにそっと口づけて、蒼刻は目を閉じた。







　第四章　我、敵に勝つ道を知らず







　あくる日はみんなして寝坊した。そして、起きたら大騒ぎだった。

　今日に限って最初に目を覚ました朧ろう月げつが、すぐそばで蒼そう刻こくが休んでいるのを見て、わけのわからない悲ひ鳴めいを上げたのだ。……碧へき血けつ館かんで寝泊まりする人間は多くはないはずだが、またおかしな噂うわさが立つかもしれない。

　煌こう言げんが教えてくれた情報によると、蒼刻は一部で「仕事にかこつけて部屋に恋人を連れこむ不ふ埒らちなやつ」扱いだそうだ。目が合っただけで呪のろわれる、死ぬ、なんぞと言われた頃に比べれば、鼻で笑える次元の陰口だが。

「ど……どうして蒼刻さんがここで寝てるんですか!?」

　珍ちん獣じゆうなりの防衛本能なのか、朧月は頭から毛布をかぶって、寝台の隅に退しりぞいている。

「蒼刻さんの部屋はあっちですよ、……寝ぼけすぎです！」

「おまえじゃあるまいし、寝ぼけて間違えたわけじゃねえよ」

　蒼刻はかったるそうに首の後ろをかいた。先刻まで近くの壁に背を預け、浅い眠りをとっていたのだ。刀は抱かかえたまま。

「張ちよう宝ほうに寝こみを襲おそわれたらマズいかと思って見張ってやったんだろ」

「だからって、こんなに近くにいなくても……」

　うう、と情なさけないうめき声。何をそんなに恥じているのだろう。朧月は毛布の陰から消え入りそうな声をもらす。

「……わたし、寝言を言いませんでしたか？」

「聞いてないぞ。なんだ、変な夢でも見てたのか」

「み、見てません！　蒼刻さんの夢なんか見てないし起きたら本物がいて心臓が爆発したなんてことも一切ありませんから今の質問は忘れてくださいッ」

「…………」

　もともと変に馬ば鹿か正直なところのある少女だが、よほど混乱しているのか全部筒つつ抜ぬけだ。微ほほ笑えましすぎて腹筋が引きつる。気づかぬふりをして無表情を保つのもひと苦労だった。

「ごめんなさいね～、朧月ちゃん。あたしは一応止めたんですけど、武官さんがどうしても離れたくないって言うから仕方なく」

「……え？」

　星せい彩さいの言葉に、朧月がただでさえ大きな瞳をまるくする。ほんとに？　と言うように。

　蒼刻は内心、舌打ちした。星彩が言ったことは事実だが、本人の前で認められる性格などしていない。なので、いつもの命令口調でもみ消した。

「おまえは目を離すと危なっかしいからな。――目が醒さめたんなら、とっとと寝台から出ろ。朝食を済ませたら、今日は紅こう梅ばい宮きゆうのほうに行くからな」





◇◆◇






　皇宮から離宮である紅こう梅ばい宮きゆうまでをひと筆でつなぐ道の外れに、七不思議のひとつになった幽ゆう鬼きがいる。通称〈水みな底そこの歌姫〉。

　草木も眠る深夜になると、泉のほとりから薄気味悪い歌が聞こえてくる。それを最後まで聞いてしまうと、歌っていた女性の幽鬼に泉に引きずりこまれて死ぬ。ここで入じゆ水すいした女によ官かんが世を呪っているらしい。――という噂だったのだが。

「張ちようさんは以前から知ってたのか？　ここの幽鬼のこと」

「紅梅宮に棲すんでおるときは、このあたりは散歩道じゃからのう。目撃はしておったぞ」

「歌声もか」

「無む論ろんじゃ。本人がたいそう気持ちよさげに歌っているので、放置しておいたが……まあ、以前から、絶品の歌声とは言えなかったのう」

　歌姫を慮おもんばかってか、張さんはぼかした言い方をする。――不気味な呪いの歌だと思われていたのは実は、ただの破壊的な音おん痴ちがふりまく騒音だったのだ。

　当の〈歌姫〉は音程が死ぬほど外れていることをちっとも自覚していない上に、やけに柔にゆう和わないい人だったので、もう二度と歌うな、近所迷惑だ、とは蒼そう刻こくでも言えなかった。

　地道に交渉して、歌うのはしばらく人ひと気けのない時間帯だけにしてもらったところである。

「実は恨うらみも何もない明るい歌好きな幽鬼だったってわかったら、七不思議も台なしだな」

「……台なしにしてすみません」

「いや謝んなよ。おまえのせいじゃないだろ」

　普通の人には、幽鬼は認識しにくい。黄たそ昏がれ時や夜、気のめぐりが陰に傾いている、その幽鬼と生前深い関係があった、などの条件が重なったときに気がつく程度だ。

　だからここで歌声を聴いた者は少なかったのだが、最近、急に目撃者が増えていた。やはり皇こう都とで陰の気が強まっているのが原因らしい。

　朧ろう月げつはいつもどおり、生きているのが申し訳ないというような困り顔で、友人を見上げた。

「星せい彩さいは、ここで何か感じる……？　来らい将軍のおっしゃっていた、気脈の乱れとか」

「あたしはあんまり感じませんねぇ。朧月ちゃんのそばにいるからかな？」

「え。……わたしといると違うの？」

　星彩はうなずき、ふわりと両手を広げる。淡い色の領ひ巾れが、日の光に幻まぼろしのように透すけた。

「あたしも幽ゆう鬼き院いんを出るまで意識したことなかったんすけど、朧月ちゃんの近くにいると、身体からだが安定するんですよね」

「安定？」と蒼刻も、朧月と同じように眉まゆをひそめた。

「あたしたち幽鬼は肉体がない分、生きてる人よりも、気脈の乱れの影響を受けやすいんですよ。うっかりしてると、骸むくろに入りこんで殭屍キヨンシーになっちゃったりするし。でも朧月ちゃんといると、そういう不安定感がないんすよね」

「――つまりこいつは、幽鬼の力の源になってるのか？」

「かもしれませんねぇ。まあ、こんなふうに感じるのはあたしだけかもしれないから、断言はできませんけど」

　ふむ、と蒼刻は小柄な少女を見下ろした。正確には、その翡ひ翠すいの瞳を。

　しばらくすると、朧月がわずかに頬ほおを染め、引きこもりたそうな顔をした。

「……あの、蒼刻さん」

「なんだ？」

「そんなにまじまじ見られますと、居い心地ごこちが悪いのですが……」

「おまえの未知の力とやらについて考えてるんだろ。暇ひまならおまえも俺を見てればいいだろ」

「暇とか、そういう問題では……。それに、にらみ合ったら余計に恥ずかしいですよ」

「そうなのか？」

「そうです。蒼刻さんは、かっこいいんですから」

　……人見知りの珍ちん獣じゆうのくせに、どうしてこいつは真顔でこういうことが言えるのか。

　蒼刻が眉み間けんのしわを揉もんだとき、だれかが道の向こうから来た。

　髪を蝶ちようの形に結い上げた佳か人じんだ。梅の花を思わせる紅べに色の上じよう衣いには見覚えがあった。

「劉りゆう蒼刻さま、並びに姚よう朧月さまでございますね？　わたくしは紅梅宮に仕える者です」
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「湘しよう雲うん公こう主しゆさまが、あなた方を午後の茶ちや宴えんに招きたいとの仰おおせです」

「お招きは光栄だが――」

「断られたら『あなたと朧ろう月げつさんと某ぼう太子殿でん下かそっくりの人が出てくる三角関係の本を書いて、皇宮に広めちゃうわよ』とお伝えしろと命じられております」

「…………」

　行きます。と即座に意見をひるがえすのは癪しやくだが、そんな暴挙を容認できるわけがない。

　そんな複雑な心境が透けて見える、蒼そう刻こくの横顔だった。

「ま、そろそろ昼時じゃ。休憩がてらお邪魔しても、罰ばちは当たるまい」

　行きたがらない蒼刻の背を、張ちようさんが軽く頭突きするようにして押す。

「あの歌姫さん、おしゃべり長かったですもんねぇ。まあ、どこの幽鬼も朧月ちゃんに話しかけられると、すっごく喜んで長話をしてくるもんですけど」

「あんたが言えたことか？」

　いつ何時でもよくしゃべる星せい彩さいに、蒼刻のつっこみが容よう赦しやない。朧月もふうと息をつく。

「湘雲さまも……なんというか、さすがにあの方の姉君ですよね」

「血はつながってないはずなんだがな」

　湘雲公主は、主しゆ上じようの二番目の正せい妃ひとなった皇族女性の連れ子だ。最初の正妃の子である太子天てん祥しようとは、姉きよう弟だいといっても「義理の」がつく関係である。紅こう梅ばい宮きゆうの事件で知り合いになった公主さまは、蒼刻を恐れず、また朧月が怯おびえずに話せるという稀き少しような人物だった。

「でも……姉弟の仲はよろしいんですよね？」

「一時期、血のつながらない姉弟で禁断の関係かって噂も流れたほどな。阿あ呆ほらしいが」

「あ、でもあたしそういうネタもいけるっすよ武官さん！」

「わくわくした顔すんな」

「ま、皇宮内の噂話などあてにならぬ。湘雲さまは儂わしとの恋仲まで噂されておったしな」

「え！　ちょっと張さんなんですかそれ～！　聞き捨てなりませんよッ」

「痴ち話わ喧げん嘩かもやめろ」

　聞き流せず律りち儀ぎにつっこむ蒼刻に、朧月はなんとも申し訳ない思いだった。

　紅梅宮は、ほんのひと月前に幽鬼がらみの事件の渦か中ちゆうに置かれたとは思えない、まどろむような静寂の中にたたずんでいた。瀟しよう洒しやな美しさの建物。周りを囲む濠ほりには、古びているが親しみやすさを感じさせる虹こう橋きようがかかり、そこから見下ろす水面は花びらで紅あかく染まっている。

　そして宮内に入ると、遠えん慮りよその他が吹っ飛ぶような光景が広がっていた。

「……花と蝶々まみれ、ですね」

　あちこちに季節の花を盛った花か器きを設置して、満開の花園のような眺ながめにするだけなら、春の皇宮では特にめずらしい光景でもない。

　しかし女官たちが全員、蝶を思わせる髪型、蝶の形に結んだ腰帯をして、蝶が舞う長上衣をひらひらさせているのには言葉を失った。こう言ってはなんだが仮装行列じみている。

　朧月はぽかんと口を開けっぱなしだ。

「湘雲さま。これは何事ですか」

　げっそりとうめいた蒼刻に、御おん自みずから出迎えに現れた湘雲は、この箱庭世界のすべてを誇ほこるかのように胸をそらす。

「みなさんの衣い裳しようのこと？　すてきでしょう？　蝶ちよう恋れん花かの季節らしくて。――あ、でも勘かん違ちがいしないでね。税金を使った道楽ではないの。みんな皇室御ご用よう達たしの方たちから、見本としていただいた衣裳だから」

「見本……？」と、朧月が瞬しばたたいた。

「わたしたちがこれを着て皇宮内で見せびらかすことで、蝶恋花のために衣裳を仕立てるのが流は行やればと思っているそうよ。要するに、宣伝費の代わりね」

　聡そう明めいな公主は、美人の条件である「細さい腰よう雪せつ膚ぷ」――細い腰と、雪のように白い肌はだをそなえた佳人だ。丁寧に結い上げた漆しつ黒こくの髪にはかんざしを多くさしている。

　見た目は完かん璧ぺきな神しん華か美人だが、やっていることはまるで無む邪じや気きな街娘だ。

「みんなで動物の耳やしっぽをつける扮ふん装そうをした月に比べたら、平へい凡ぼんだけど」

「『平凡』の意味を見失いそうです」

「劉りゆう武官は、恋人ができてもあいかわらず無ぶ粋すいね」

「別に本当に恋人なわけではないと、何度説明すればいいんですか」

　気品はあるが高慢さはなく、だれが相手でも話をするときは人なつっこそうに灰色の瞳を輝かせる。そんな裏表のない人柄と、とある趣味が高じた活動のために、この公主は皇宮内で絶大な人気を誇っている。

　いるのだが、遊び心で周りを派手に巻き込むのは自重していただきたい蒼刻だ。

「というわけで朧月さん、君も着替えておいでなさい」

　――が、手遅れだった。

「蝶恋花の季節だもの。可か愛わいい蝶々さんになって、わたしを楽しませてね♪」

　蒼刻の背中にしがみついていた朧月が、怯えた仔こ猫ねこのように震ふるえる。

　弱腰なので断ることはできなかったが、女官に引き渡されるとき顔に「帰りたい……」と書いていた。わかりやすいやつだ。

「耐えろ」

　これも引きこもり癖ぐせを直す躾しつけの一貫になるかもしれない。切実そうな目で振り返る朧月を、蒼刻はあっさり見送った。

（以前に着飾らせたときも……まあ――わりと似合ってないこともなかったしな）

　程なくして、雪のような白の地に、薄桃色の花と金きん糸しの蝶が舞う可か憐れんな衣裳の朧月が現れた。

「いかがかしら？　劉武官」

　湘雲に感想を求められたので、蒼刻は黒髪にきらめく蝶の髪飾りを眺めつつ言った。

「飛んだと思ったら、へろへろと落っこちてきそうな瀕ひん死しの蝶に見えます」

「情緒があるのかないのかわからないわね、君は」

　蒼刻の反応がお気に召めさなかったらしく、女官長は「再挑戦します！」と言い、すでに魂たましいが抜けかかっている朧月を再び連れ去ってしまった。やっぱり大丈夫かなあいつ。

「それにしても――紅梅宮での女官働きは花嫁修業を兼ねてると聞いたんですが」

「あら、きちんと兼ねてるわよ？　遊び心も忘れないというだけで」

「…………」

「ついでに、わたしの楽園も築かせてもらっているけれど。目の保養でしょう」

　そういえばこの公主は、女子を愛めでるのが大好きだった。本人曰いわく「だって、わたしの立場で男の人を愛でたら問題だもの」。

　女子を愛でるのが無問題とは思えないが、つっこむべきか迷うところだ。

「それより劉武官――あなた、具合はどうなの？」

「さっきから軽く頭痛がします。ついてけなくて」

　ふいに真しん摯しな目で問われたのに、わざとズレた答え方をしたとき、衣裳部屋が再び開いた。

「今度こそ自信作です。これなら劉武官にも文句は言わせませんわ！」

　自信たっぷりの女官にせっつかれ、少女がおずおずと扉の陰から出てくる。

「……蒼刻さん？」

「おう。なんとか生きてるみたいだな――」

　蒼刻の言葉は、驚きのせいで途絶えた。――それほどに少女は、雰ふん囲い気きを変えていた。

　黒の地にさまざまな濃のう淡たんの紅い蝶を散らした長上衣。幅広の腰帯が背中でやはり大きな蝶を作っていて、ただでさえ華きや奢しやな身体をいっそう小さく見せる。

　ゆらめく裳も裾すそは目にもあざやかな真しん紅く。裾からのぞく足の小ささが、縁ふちを金糸で刺し繍しゆうした黒い鞋くつで強調されている。庇ひ護ご欲よくをそそる儚はかなさと、指先を誘う艶つやがあやうく同居した装よそおいだ。

「朧月ちゃん、美人さんですよ～！」

「うむ、よい染めの黒じゃな。姫の肌の白きがよく映はえる」

　星彩と張さんが破顔する向こうでは、見物に来た女官たちもはしゃいでいる。

　たしかに、どこか大人おとなびた可愛らしさが個性の朧月に、それはほかの衣裳など考えられないくらい似合っていた。

　しかし蒼刻が言葉もない様子を、後ろ向きな少女は悪いほうにとったようだ。

「き……着替えてきます！」

　普段のどんくささが嘘うそのようなすばやさで、着替えの間に飛びこもうとするのを、すかさず引き止めたのは湘雲だ。

「逃げないでも大丈夫。すてきよ、朧月さん。今日は一日、その姿でわたしのそばを飛び回っていてほしいくらいだわ」

　抱きしめた上にいとおしげに頬ほおずりまでするものだから、朧月は憐あわれにもかちこちになってしまった。引きこもりだから飛び回るのは絶対無理だろ、と内心思う蒼刻だ。

「劉武官も気に入ったそうだし」

「……そう、ですか？　全然そう見えないのですが」

「顔が怖こわいだけで、あなたに見み惚とれていたのよ。さ、お茶にしましょうね蝶々さん」

　黒と紅の蝶を引っぱって、湘雲が歩きだす。蒼刻はため息をついて後を追った。

　朧月の小さな耳みみ朶たぶから目をそらせば、星彩がなぜか拗すねた表情をしているのが見えた。

「どうしたんだ？」

「べっつに～？　朧月ちゃんを着飾らせて愛うい愛ういってするのはあたしの特権なのに～とか思って、公主さまにやきもち焼いたりしてませんから」

　……本音が外にもれすぎな主従である。裏表がないとも言うが。

　恋人をあやせよ張さん。と思うが、久々にここに戻ってきた白びやつ虎こは、すれ違う女官たちから熱烈に歓迎されて忙いそがしそうだ。さすがは皇宮の人気投票で「抱きつきたい男」第一位。

「あんた、もしかしてあっちにも妬やいてるのか？」

「わかってるんなら口に出さないでくださいよ～う。無神経っすね武官さんは」

　子供っぽく拗ねる星彩に軽くはたかれたとき、紅梅宮でも奥まった場所にある、静かな一角にたどりついた。湘雲が振り返る。

「劉武官、わたしたちは茶宴をするけれど、君も仲間に入る？　それともそろそろお客さまが来るから、迎えに行っていただける？」

　蒼刻はしばしの逡しゆん巡じゆんののち、後者を選んだ。

　ここの警護の武官が頼りになるかはさておき、張さんと星彩がいれば朧月は大丈夫だろう。

　

　

　銀髪の揺れる背中を見送ると、湘雲は苦にがい笑みとともに肩をすくめた。

「ああいうところが劉武官らしいわね。来らい将軍だったら、大喜びで何時間でも居座って女官をみんな口く説どいていくのに」

「……簡単に想像できてしまいます」

「それでも嫌われないのが、来将軍のすごいところだけれど。――さ、座って」

　無邪気に笑う湘雲は、年下の朧月が見ても可愛らしい。許されるなら自分の「天然公主」というあだ名を彼女に献けん上じようしたいほどだ。

（ここは……初めてお邪魔するところだわ）

　以前訪れたときには、入らなかった部屋だと思う。皇宮では嫌いやでも見慣れてしまう優美な調度よりも、巻物や書物の詰まった棚たなのほうが目立っていた。

　窓辺の大きな文ふ机づくえで、朧月は兄の執務室を連想する。そしてそれだけに、華か美びな空間よりもずっと彼女の心を落ち着かせてくれた。

「――あの……以前いただいた『肉にく球きゆう三さん国ごく志し』と『砂さ原げん情じよう歌か』、おもしろかったです。うちの邸やしきの幽鬼たちも、みんなで回し読みしていて」

「そうなの？　光栄よ。少し前に続きを書いたから、またお友達へのおみやげに持っていく？」

　この公主さまは趣味の創作をしているのだが、皇宮でおおいに評判で、今では城下でも著作本が買えるほどだそうだ。

　恐縮しながら、まろやかな緑茶を一杯喫きつしたところで気づく。

　花園と蝶を模した紅梅宮の中で、湘雲だけは普段と変わらない――もちろん公主らしい壮麗な衣裳には違いないのだが――装いであることに。

「湘雲さまは――」

　蝶の装いをしないんですか？　と何も考えずに質問しそうになり、あまりにも愚ぐ問もんだと気づいて言葉を呑のみこんだ。

　国交のある外とつ国との政略結婚か、あるいは臣下への降こう嫁かか。――どちらにせよ、本物の公主さまに用意されるのは、政治色が色濃く影を落とす縁組ばかりだ。自由な恋なんて夢物語を聡そう明めいな湘雲が追いかけるだろうか。

　すると湘雲は、ほんの一瞬だけ、手の届かない幸福に憧あこがれるような表情をした。

「気にしないで。わたしには、袖そでを振ってみせたい相手がここにいないだけだから」

　その微笑みは寂さびしい表情の代わりに浮かべる仮面だと、朧月は直感してしまう。

　存在しないのではなく、「ここに」はいない。それはつまり――

「本当はもう、何年も前に手放した想いなのよ。でも、わたしの心は困ったことに、簡単にほかの人を好きになれるようにできていなかった。それだけのこと」

　室内に女官がいないからか、湘雲はまた少しだけ素顔を見せてくれる。

　朧月はもちろん、星彩も言葉に窮きゆうした。ただ、男ならだれもが心こころ惹ひかれるだろう公主さまにここまで言わせる想い人が、今どこにいるのだろうとばかり思う。と。

「でも、人の恋路を眺めるのは大好きよ！　朧月さんは劉武官と今どのくらいの仲なの？　たしか同じ部屋に泊まっているのでしょう？」

「そりゃもう、天然夫婦って感じですよ～」

　まじめな顔から一転はしゃぎだした湘雲に、それまで幽鬼らしくわきまえて黙っていた星彩が悪ノリで合いの手を打つものだから、朧月はうろたえて椅い子すからずり落ちかけた。

　

「独ひとり占じめはずるいですよ、姉上」

　

　やわらかな美声が響いたのは、そのときだった。朧月は円卓の天板にしがみついた情けない体勢で、首だけ振り返る。

「て――天祥さま……!?」

　なんと扉のところに、我われらが神華国のうるわしき太子殿下が現れていた。
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　その背後には、苦い薬を口に押しこまれたような顔の蒼刻と、廊ろうで騒ぐ女官たちが見える。

「久しぶりだね。意外と元気そうだ、と言いたいところだけど――」

　天祥はおっとりと首をかしげた。

「どうして卓の下に隠れているんだい？　朧月」

「…………本能です」

　驚きのあまり、手っとり早い場所に引きこもってしまったのだ。

「君はあいかわらず楽しい生態をしてるね。食べたりしないから、出ておいで」

　そんな優雅な笑みで手をさし出されても余計に出づらいのだが、さりとて無視はできないので従順に投降した。

　天祥は、変わらず健すこやかそうだった。金糸の髪は飾り紐ひもで軽くまとめ、黒に近い灰色の上衣をはおっている。公式の場で着飾るときを除けば、この太子殿下は思いのほか地味好みだ。

「無事に生きていてよかった。君はコロッと幽鬼の世界に行ってしまいそうなほど幸薄そうな顔だから心配だったんだよ」

「……はあ……ご心配をおかけしまして」

「なつかしいね。その死んだ目が見たかったんだ」

　きれいな笑顔で結構とんでもないことを言われているが、つっこむ気力などない。

　彼に愛されたらこの世で一番幸せになれるだろうとも、嫌われたら死ぬほどつらいだろうとも思わせる美貌。早くに亡なくなられた正妃さま譲りだという絶ぜつ佳かの魅力は、引きこもりの朧月にはまぶしい限りである。

　天祥の、虹の青を切りとったような瞳が、ちぢこまる朧月をじっくりと眺めた。

「これは予想以上に可愛い蝶だな。籠かごに入れてしまいたくなるね、蒼刻」

「どうして俺に同意を求めるんですか」

「君以外のだれに求めるべきだというんだい？」

　――よく言えば笑いがわかる、悪く言えば人をからかうのを楽しむ性格を、どこから引き継ついだのかは知らないが。

　騙だまされて天祥を迎えに行ってしまった蒼刻は、後ろ手に扉を閉めると嘆たん息そくした。

「というか天祥さま、なぜここに？」

　あんたまでなんなんだ。という本音を隠す気の足りない苦い声音に、天祥は飄ひよう々ひようととぼけてみせる。

「今日は政務を執とる日じゃないから、わりと自由なんだ。どうせならもっと派は手で派手しく登場したほうがよかったかな？　花で飾った金色の輿こしにでも乗って」

「やめてください後生ですから」

「どうして私が本気でやると思えるんだい、君は」

「ご自分の前科をお忘れですか」

　そんなに慇いん懃ぎん無ぶ礼れいでいいのかと小心者の朧月はひやひやするが、蒼刻を気に入っているという天祥は、すげなくされても笑みを消さない。

「まあ、ここに来た理由は簡単だよ。朧月を抱っこしたくなって」

「怒っていいですか」

「冗じよう談だんじゃないのにだめなのか。じゃ、君を抱っこするので我慢しようか？」

「やめてください絶対に」

「これこそ冗談なのに、本気で嫌そうな顔をされると切なくなるな。――そんな悪趣味な話はさておき、実際は友人の様子も見にきただけだよ。君たちが逢あいにきてくれないから」

　蒼刻の苦りきった声を、天祥はやさしい声で包んで受け流してしまう。そして。

「姉上。朧月を少しの間、借りてもいいですか？　外に幽鬼を見にいきたくて」

「仕方ないわね。でもすぐに返してね？　劉武官の目が怖いもの」

「……この顔は生まれつきです」

　朧月の頭を飛び越えてそんなやりとりが交わされ、いつのまにか朧月は天祥と、紅梅宮の庭で散歩することになってしまった。犬と違って散歩は必要ない種類の珍獣ですからお構いなくと抵抗はしたのだが、もちろん天祥にはきれいに無視された。……心底帰りたい。
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　――紅こう梅ばい宮きゆうの中庭。

「実は、姉上に頼んで君をここに呼んだのには理由があるんだ」

　不ふ機き嫌げん満面の蒼そう刻こくをはじめとする、建物内からの目が届かない場所まで来ると、天てん祥しようはおもむろにそう切り出した。

　驚いて立ち止まりそうになった朧ろう月げつは、天祥に「散歩するふりは続けて。蒼刻にばれると厄介だから」とささやかれ、あわてて足を動かした。

　きれいな指に手を搦からめ捕とられるのは緊張するが、今は話の続きのほうが気になった。

「張ちよう宝ほうと関わっていると聞いて、蒼刻の体調が気がかりになってね」

「体調……ですか？」

「たぶん来らい煌こう言げんが気を使ってくれているとは思うんだけど――彼からは何か聞いてる？」

　戸と惑まどいながら、朧月はかぶりを振る。医生でもなく、なぜ煌言が？

「蒼刻の体調の問題は、あの右目がらみだからだよ」

　――息を呑んだ。

「来煌言は同じ武官として、後輩の矜きよう持じを守るために、君には言わなかったのかもしれない。でも、私は私なりに蒼刻を案じているので言ってしまうよ。――張宝の『朔さくの呪い』の後こう遺い症しようの件は知っているね？」

　今度はうなずく。新月の夜までに死に至いたるという呪じゆ詛そ。蒼刻が常つねにあの鍔つば型がたの眼がん帯たいをつけるきっかけになった出来事だ。

「右目の色が変わって……幽鬼の気配を感じやすくなった、と聞きました」

「そう。でももうひとつあるんだ。疲れが溜まったり精神的に不安定になると、右目を起点にした激しい頭痛がする。ときには、意識を失うほどのものだ」

　腕で頭を抱かかえこむようにしていた蒼刻の寝姿が、脳のう裡りに瞬またたいた。悪お寒かんが背筋を走る。

「だが蒼刻は、誇り高いというか意地っ張りというか無む駄だに我慢強いというか――実際に倒れるまで、痛みをこらえてしまう性格でね。加えてもともと仏ぶつ頂ちよう面づらで眼光も鋭するどいから、周りに不調を気づかれにくくて、普段どおり働きつづけてしまうことが多い」

　小道を歩きながら、低めた声で説明する天祥の瞳は、光を吸いこんでしまいそうな深い色をたたえている。

（たしかに……わたしにも、普段どおりにしか見えなかった）

　そんな悩みを隠していたなんて。胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりの朧月とは違って、風か邪ぜひとつ引かない人だと思いこんでいた。

　蒼刻はいつから痛みを隠していたのだろうか。記憶の箱をひっくり返しても、苦しげな寝顔以外、彼がそれらしいそぶりを見せたかどうか思い出せない。わたしはどれだけ見逃していたのかと、胸が重くなる。

「だからね、朧月。君には蒼刻が苦しそうにしていないか気にしていてほしいんだ。そしてもしだめそうだと思ったら、無理にでも休ませてあげてほしい。たかが頭痛、されど頭痛。戦いの場面では命とりになりかねないからね。――〈雷らい公こう〉は、蒼刻の剣をもってしても、手加減できる相手ではないのだろう？」

　褒ほめているのかけなしているのか微妙な言い回しもあったが、天祥が同い年の劉りゆう家の御おん曹ぞう司しを案ずる気持ちはしっかりと感じられた。

　天祥に握られた手に熱と強さを感じながら、朧月は神妙にうなずく。

　そして彼女にしてはめずらしく、相手をじっと見つめた。天祥が意外そうに瞬く。

「どうしたんだい？」

「あ……申し訳ありません。天祥さまは、本当に蒼刻さんが好きなんだな、と思って」

「好きだよ。ああ、もしかして私に南風の趣味があると誤解してる？」

「！」

　朧月はむせた。南風とは男が同性を愛する趣味のことだ。さすがにそこまで邪じや推すいしていないというかしたくなかった。

「安心して。たとえそうだとしても、君のことも気に入っているから」

　……安心という言葉の意味を見失いそうだ。

「まあ冗談は置いても、私は蒼刻が好きというよりは、彼に憧れているような気がする」

　え、と朧月は瞬いた。憧れ？

「蒼刻は、私にはできないまっすぐな生き方をして、君みたいな子に愛されている。羨うらやむには十分な理由だと思わないかい？」

　愛と言われると気恥ずかしいが、いちがいに否定もできなくて、朧月は目をそらす。天祥はにこやかに続けた。

「君のことを珍獣呼ばわりするけど、私から見れば蒼刻もかなり毛色が変わっている。そこが飽あきないから友達でいたいと思うのだけど、向こうがつれなくてね。まあ、私が素直に好意を示さないのも悪いが、こればかりは職業病だ」

　天祥が蒼刻に向けるからかいの数々を思い出すが、瞳の奥にほんのひと粒の寂しさを見つけてしまうと、何も言えなくなる。

　頭に浮かぶのは、蒼刻と煌言の距離感。

　蒼刻はそれなりに敬語を使うけれど遠慮はしないし、煌言もまるで近所のお兄さんのように接している。家格の差を考えれば、煌言が敬語を使ってもおかしくないくらいなのだが、彼らには先輩後輩の関係のほうが重要なのだとよくわかる。

　そんな気の置けない関係に比べると、たしかに蒼刻は、天祥との距離感をつかみかねているように見える。でも。

「蒼刻さんは、天祥さまのことを好き……なのかは、実はよくわからないんですけど……嫌いではないと思います」

「君のその、下へ手たな慰なぐさめやお世せ辞じをふくまない言い方が好みだよ。それはどうして？」

「蒼刻さんは……嫌いな相手は、努めて無視しようとする人だと思うので」

　張宝。曹そう家の困り息むす子こ。

　本人に直接逢ったり話題に上ったりすれば不快感を示すが、そうでないときには負の感情を引きずりたがらないのが蒼刻だ。――それだけに、彼が〈雷公〉のことを思い悩んでいるのが気がかりなのだが。

「ありがとう。私もそうだといいなとは思っていたけれど、君に言われると自信が出るよ」

　天祥が破は顔がんした。普段よりも歳相応に見える笑顔が、穏おだやかな木こ漏もれ日に映える。

「……わたしでいいのですか？」

「だって、君は蒼刻の一番近くにいる娘じゃないか。――ああ、そういえば同じ部屋で寝泊まりしていると聞いたよ。私と姉上も、君を呼ぶなら歓かん待たいすると言ったのに、蒼刻が自分の手元に置くと言い張ったのは知ってる？」

　責任感の強い、珍獣の飼かい主ぬしさまである。結果的には朧月にとってもよかったが。

「でも君の様子だと、あまり進展はなさそうだね。蒼刻も意外に慎重だな。私なら、一日そばに置いたら虜とりこにする自信があるのに」

　ね？　と微笑みかけられても、反応に困る。どうやって虜にするつもりだ。

　こんなとき、蒼刻はあきれたように低くうなり、星せい彩さいは明るく笑い飛ばし、張ちようさんなら小こ粋いきに切り返すのだろう。けれど朧月は「ご、ご冗談を……」と引け腰になるだけだ。帰りたい。

　我ながら教養深い皇都の姫君たちとは大違いの腑ふ抜ぬけたヘタレだと思うのだが、天祥はなぜだか機嫌がよい。

　と、思い出す。……そういえばこの方も、珍獣好きの気があった。パンダとか朧月とか。

「でも君は、たとえ閉じこめられても大丈夫そうだね」

「そう……ですね。蒼刻さんになら、閉じこめられてもいい気はします」

　戯言に、朧月はあっさりとうなずいた。

　天祥が少し驚いたように目をみはるのには気づかず、花などを眺めながら訥とつ々とつと続ける。

　見張って、躾をして。外からやってくる張宝みたいな怖い影を斬きり払ってくれる番人が蒼刻なら、閉じこめられた身でも悪くないのではないかと。――引きこもりの論理を聞くと、天祥はあまり人がいいとは言えない笑みを浮かべた。

「なるほど。それなら、ためしに私に閉じこめられてみないかい？」

「え？」

「後宮。外に一歩も出なくても、贅ぜい沢たくで不自由のない生活ができることだけは保証するよ」

　なんでもない口調での、求婚まがいの言い方。

　苦笑いで受け流したいのに、指に黒髪を搦め捕られたせいで機会を失ってしまう。

　瞳を上げれば、優雅だけれど押しの強い微笑みがすぐそこにあった。気品をはらんだ艶にも呑まれて、朧月はほとんど窒ちつ息そくしそうになる。

（ひ、引きこもりたい……！）

　石像と化して冷や汗をかく朧月をじっくり見て、ようやく天祥は噴き出してくれた。

「冗談だよ。今はまだね」

　……もう少し冗談らしく言っていただきたかった。ただでさえ笑顔を作るのが苦手な朧月の頬が引きつりっぱなしである。

「ところで、君と幽鬼が見たかったのは本当なんだ。このあたりにはいる？」

「あ……はい。濠の向こうの――あの、一番大きな楊よう柳りゆうの木の下とかに」

　幽鬼がぼんやりと川かわ面もを見下ろしている。

　文官とおぼしき服装で、なまず髭ひげととぼけた表情がやけに浮うき世よ離ばなれして見える（実際もうこの世とはおさらばしているのだが）五十がらみの男性だ。色気はないが、水すい墨ぼく画がの掛かけ軸じくにすると映えそうな眺めである。

「悠ゆう々ゆう自じ適てきの楽らく隠いん居きよ、という感じだね。あれが幽鬼流の第二の人生か。憧れるな」

「……天祥さまは、幽鬼がお好きなのですか？」

　以前から疑問には思っていたことだ。幽鬼が見える娘と聞いて、最初から興味を全開にしてきた趣味がよくわからない。

「そうだよ。幽鬼と皇族は意外に共通点があるからね。なんだと思う？」

「え。……と、わたしには思いつきそうにないです」

「微笑みで相手を圧倒すること」

　……妙に納得させられる答えだった。星彩に教えたら、おもしろがってくれそうである。

「でも、君がいると幽鬼は少し大変かな？　どこにいても見つかってしまうし」

「はあ。たまに、のぞき見してしまった気持ちになることも――」

　朧月の返事はそこで、午後の暖あたたかい空気に溶とけたように途絶えてしまう。何かが頭の片隅で閃ひらめいたのだ。

　朧月は「見た」だけのつもりでも幽鬼にとっては困ることもある。星彩は朧月のそばにいると存在が安定する、力がもらえると言っていた。そして張宝の言葉。

　思考の淵ふちに沈みそうになったとき、肩をつつかれた。

「そろそろ戻ろう。蒼刻がきっとやきもきしてる」

「あ、はい――……ッ!?」

　息が引きつったのは、天祥に強く手を引かれたと思ったら、ふわりと上から抱きすくめられたせいだ。

　白びやく檀だんの香りの中で再び石化する朧月に、天祥は悪いた戯ずらを成功させた子供のように言う。

「君を抱っこしにきた、と最初に言っただろう？　油断はいけないよ朧月」

　油断と言われましても!?

「君は生きている人間が怖いと言うわりには隙すきだらけだ。気をつけたほうがいい。でないといつか、私みたいに悪い男にさらわれてしまうよ」

　忠告なのか戯ざれ言ごとの延長なのかわからないことを言って、朧月をさらに当惑させると、天祥は今度こそ踵きびすを返した。

「今のは犬に噛かまれたと思って忘れていいよ」とのことだが、噛んだ本人に言われても困る。

　若干ふらつきながら紅梅宮に戻ると、蒼刻の眉間のしわがいつにも増して深かった。

　どうやら、湘雲のおしゃべり（取材？）に付き合わされていたようだが――

（あの頭痛がしている……のか、してないのか全然読めない……！）

　さっそく途方に暮れてしまった。

　仏頂面の裏にある感情を読むのも最近慣れつつあったのにと、なけなしの自信がしぼむ。

「朧月。おまえ、なんだそれは」

「はい？」

　それ？　と首をかしげた朧月の耳のあたりに、蒼刻の手が伸びる。

　黒髪にふれられた感覚ののち、彼の指には一輪の可憐な雛罌粟ひなげしの花がつままれていた。

　――贈おくられた花。

　けれど、蝶恋花ではない。これを飾ったのは、散歩中の天祥に違いないから。

　けれどいつ飾られたのかと思えば、あの抱ほう擁ようのときとしか思えず、頬が勝手に熱くなった。

　また悪戯をと、姉公主と話している天祥を思わず見たとき、額ひたいをこづかれた。

「あの方にいいように遊ばれすぎだ。もう少ししっかりしろ」

「……申し訳ありません」

　躾だ。しゅんとしつつも、蒼刻の顔色に異常はなさそうなので、一応よしとする。

　突き返された紅い花をどうしたものか困っていると、白虎に寄り添う星彩と目が合った。友人はにんまりと笑う。

「楽しんだほうがいいっすよ朧月ちゃん。せっかくモテてるんですし～」

　……モテるというより敵に完全に包囲されている思いだし、何よりモテているわけではないと思うのだが。朧月は、細く長く嘆たん息そくした。
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　長い時間引き留められた気がしたが、紅こう梅ばい宮きゆうを出ると、外はまだ十分に明るかった。

　固辞したのだが結局、蝶の衣裳ひとそろいをみやげに持たされてしまった朧ろう月げつは、今にも野の垂たれ死じにしそうな顔色である。生きつ粋すいの貴人の気前のよさに、まだ慣れないらしい。

「おい、大丈夫か？」

「……ちょっと精神的に死にかけてます」

「重症すぎるだろ。まったくおまえは弱いな」

　やれやれと思いながら、朧月の手から荷物を取り上げて、張ちようさんに頼む。慣れた動作で抱え上げると、悲鳴が上がった。

「ちょ……蒼そう刻こくさん、どうしてそう簡単にわたしを抱き上げてしまうんですかッ」

「おまえの歩幅に合わせたら夜が明ける。というか下手に動くな、胸があたる」

　ぴしりと音がしそうなほど朧月が固まった。頬が見る間に赤くなる。

　指摘されて初めて、己おのれの身体が乙おと女めらしいやわらかさを持っていることを自覚した、という様子だ。天然公主め。

「……蒼刻さんがそんな冗談を言う人だったなんて、知りませんでした」

「普段は言わねえよ。趣味じゃない」

「でしたら、どうして」

「おまえの表情を動かすのは結構楽しいって気づいたからだな」

　朧月の表情を変えて楽しむ特権を、天てん祥しようにばかり行使されると、おもしろくないし。

　腕の中、薄うす化げ粧しようを落とした白い顔を見やれば、少女はおなじみの困ったような顔である。

「……どうされました？」

「いや。おまえはやっぱり、化粧してないほうが俺好みかもしれないと思っただけだ」

　もともと蒼刻は、女が化粧することにあまり意味を感じない性格だが、朧月に対しては特にそう思った。あからさまに紅い口元やあやしげな香よりも、自然とうるんだ瞳や温あたたかな頬を見ているほうが、いいなと感じる。

　などと普通に考えて言ったことなのに、朧月が絶句した。星せい彩さいに至ってはなぜか半はん眼がんだ。

「なんだその目は」

「――いえ……そういうことを女性に言っていれば、きっとモテるのになあ、と思って」

「そういうものか？　でも俺は来らい将軍みたいに、全世界の乙女にモテたいとか思ってないからな。必要な相手だけ、そばにいればいい。――というか、おまえは女じゃねえのかよ」

「まあ、男ではありませんけど」

「今さら実は女装の男ですって言われても困るが、そういう意味じゃない」

　はあ、と気の抜けた返事をしたあとで、朧月はぽつりと言った。

「……でもわたし、蒼刻さんに引きずり回されるのも、嫌いじゃないですよ」

「いじめられて悦よろこぶ体質なのか？」

「！　そ、そういう変態な意味じゃありませんッ」

　警戒する仔猫のように毛を逆立てながらも、少女は思いがけず真摯な声で続けた。

「……蒼刻さんと一緒に何かすると、蒼刻さんに近づいてる思いがするのが好きなんです」

　引きこもりにはめずらしい前向きな発言を、蒼刻はしばし噛みしめた。

「そうか」

「そうです」

　俺はこの天然公主を気に入っているのかもしれない。こういうとき、そう強く感じる。

　独占欲が強い性格ではないはずだが、朧月のことはあまり他人にふれさせたくない。

　煌こう言げんの暴走、天祥の悪趣味はぎりぎりで我慢しても、張ちよう宝ほうなどもってのほかだ。

　――などと、至って真剣に考える蒼刻の後方で。

「ねえ張さん。あれでも武官さん、ほんっっっとうに自覚ないんすか？」

「儂は『ない』にこの肉球を賭かけるぞ。あれはまだ半開と見た」

「半開？」

「うむ。あやつは基本的には朴ぼく念ねん仁じんだが、自覚がないだけで凶悪なところがある。あやつが自覚して全開になったときが、姫も正しよう念ねん場ばやもしれぬのう」

　白虎が、大人の余裕でつぶやく横で、幽鬼は「あれで半開。武官さんって意外と……」と首をひねっていた。
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　その夜、部屋で二人きりになると、朧ろう月げつは久しぶりに星せい彩さいに内緒話を持ちかけた。

「……少し試したいことがあるの。協力してくれる？」

「朧月ちゃんのお願いを聞くのは大好きですよ。何か思いついたんすか？」

　静かにうなずく。

　もし朧月の思いどおり力とやらが進化したとしても、張ちよう宝ほうに対してどれほどの抑よく止し力りよくになるのかはわからない。相手は〈雷らい公こう〉と無数の殭屍キヨンシーを鼻歌まじりに操り、皇宮を守る結界のほころびに紙し人じんを忍ばせる鬼才の道どう士しだ。

　それでも。何か悩みを秘めた蒼刻の手助けができるかもしれない。その可能性に賭けた。

　どうせ朧月は、ほかに何も持っていないのだから。





◇◆◇






　それから数日は、大きな進展も騒ぎもなく、皇宮の七不思議を調べていくだけで過ぎた。

　七不思議と呼ばれているが、実は怪奇現象は七種類だけでは収まらず、皇宮のあちこちに存在しているのだ。稲いな妻ずまのごとき身ごなしに対応できる武官は、今の皇都には蒼そう刻こくしかいないため、〈雷らい公こう〉の件は一任されたが。

　だが――もしあの異い形ぎようの剣士が、蒼刻の想像どおりの人物から作られたモノなら。

　自分が〈雷公〉を斃たおすところは、絶対に朧ろう月げつに見せたくないし、見せられないと思う。

　そんな想いを秘めつつ――三度目の殭屍キヨンシー騒ぎが起きたのは、さらに数日後だ。蒼刻が朝から頭痛と、泥水を呑まされたみたいな不快な予感にうんざりしていた日だった。

　だがいいこともあった。煌こう言げんが、騒ぎの起きる場所をぴたりと予測したのだ。

　あらかじめ待ち伏せしていた煌言の部下が、黒衣の骸むくろを追いこみ、巡じゆん警けい隊たいは一般人が寄りつかないように現場を封鎖する。うまい連携で、今度はけが人や骸を生まずに済みそうだった。

「どうやって予測したんですか？」

「張ちよう宝ほうの狙ねらいがようやく読めたんだよ。たいした鬼才だし、知識の持ち主だねえ。僕がこの地位にいなかったら、完全に好き放題されてたかもしれないよー」

「狙い？」

「うん。とはいえ張宝には、だいぶ先手を打たれたからね……。やつの目もく論ろ見みを完全には阻そ止しできないかもしれない。最悪の事態だけは、なんとしても防ぐつもりだけど」

　煌言の説明を聞いて、驚きの後で複雑な気持ちになった。すると。

「ま、何かあっても僕が責任をとって朧月ちゃんをお嫁よめに」

「するな！」

　刀を抜かない程度には冷静だが、敬語は吹っ飛んだ。まったくこの女好きは。

「そもそも、万が一あいつに何かあったら、嫁にとる以前にあれの兄に殺されます」

「えーそんなに怖い兄上なの？　よく生きてるね蒼刻くん」

「どういう意味ですか」

　にやにやするだけで答えない煌言の元を離れ、蒼刻は人気のない華か林りん園えんをめぐりはじめた。

　戦場では、落陽が生血よりも血らしい色に思える刹せつ那ながある。

　その日、華林園を紅く染めた夕明かりも、蒼刻にはひどく生なま々なましい色に見えた。

　ふいに悲鳴が轟とどろく。どうやら近くで、逃げ惑う敵によって封鎖が破られかけているようだ。

「――この■■ばかり達者で、胆きもの小さい□□どもめが！　骨が折れた程度で騒ぐな!!」

　聞き覚えのある怒ど声せいでの叱しつ咤た。あちらは大丈夫だろうと踏んで、蒼刻は罵ば声せいに背を向けた。細い路地が入り組んだ場所を選ぶ。

　敵の数はたいしたことはないが、場慣れしない巡警隊が逃げるのにさえもたついて、事態を無駄に混乱させているようだ。やれやれと嘆息する。

　だが破られた封鎖の先には、最悪の事態が待ち構えていた。逃げる殭屍キヨンシーの行く手に、一般人らしき人影があったのだ。

「そこの男、早く逃げろ！　逃げないと殺されるぞッ――」

　蒼刻は鋭く警告した。が。　

　ドゴ！　というにぶい音が連続したのち、地に倒れ伏したのは黒衣の骸のほうだった。

（なん……だと？）

　現れた人物が棒のような武器で撲ぼく殺さつしたのだが、蒼刻は自分の目を信じられなかった。

　――あざやかな手並みにも、その人物の正体にも度ど肝ぎもを抜かれて。

　夕風に舞い上がる、冬の夜の川のごとき黒髪。

　その陰にある白はく皙せきの整った面おも差ざし。怜れい悧りそうな瞳に宿るのは、凍てついた湖の光だ。

「玄げん――静せい心しん」

　蒼刻の茫ぼう然ぜんとした声に、静心――朧月の異母兄は、無表情に切り返した。

「劉りゆう武官。ここは、ゆるりと立ち話をしても問題ない状況なのか？」

「一応な」

　向こうから聞こえる声によれば、混乱の元は煌言によって断たれたようだ。どうやら今回、〈雷公〉は現れなかったらしい。

　見れば、静心には供がいた。というか、今やっと追いついてきた。赤毛で柄がらの悪そうな男だが、たしか玄家の執事である。勝手に動くな俺に荷物持ちばっかさせやがって云うん々ぬんと嘆なげく執事を、静心はさらっと無視している。

　これが主人って大変だろうなと同情する蒼刻をよそに、静心は皮肉っぽく言いだした。

「皇都の巡警隊は、虻あぶ蚊かよりも役に立たぬ給金泥棒か？　この程度の雑ざ魚こで取り乱すとは」

「化ばけ物ものに毛ほども取り乱さないあんたのほうが、めずらしい人種なんだよ。――というか、あんた今何をした」

　静心は凶器を前に突き出した。しっかり握れる太さの鉄の棒を三本、鎖くさり状じようの金具で連結した武器である。

「鉄てつ三さん節せつ棍こん。貴き殿でんも武官なら知っているはずでは？」

「知ってる知らないの問題と違うわ。あんた、たしか以前、筆より重いものは持たない主義とか言ってなかったか」

「これよりも重い筆もある」

　どんな筆だよと思ったが話が脱線しすぎなのでいったん忘れ、蒼刻は仕切り直そうとする。

「で。どうして急に皇都に？」

「貴殿が我が妹に不埒な真ま似ねをしたようなので、撲殺しに来た」

「おい!?」

「冗じよう句くだ。貴殿の役に立ちそうな情報を持ってきただけだ」

　蒼刻はそこでようやく静心の服装に気がついた。黒地に盤ばん龍りゆうを縫ぬいとった公服は、皇宮を訪問する際の礼装である。

「今皇都を騒がせている、張宝という名の賊。あれの背後に何者がいるかご存知か？」

　ああ、その顔ではやはり調べがついていなかったようだな。――腹が立つほど冷静な声で、静心はそう嘯うそぶいた。
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　蒼そう刻こくに伝えれば用は済むと言うので、夜を迎えた碧へき血けつ館かんに、静せい心しんを案内した。

　刺とげ々とげしいが凜りんとした雰囲気に圧倒されたのか、すれ違う武官の大半が、蒼刻だけではなく静心にまで一礼してくる。監察をになう御ぎよ史し台だいの人間にでも見えたのかもしれない。官服ではないのは見ればわかるだろうに。

「に、に……兄さま!?」

「何をうろたえている。やましいことがないならば、顔を上げよ」

　泡を噴いて倒れんばかりの妹を、静心が無表情にあやす。一見冷ややかに叱しかりつけているように見えるが、髪を撫なぜる手つきがひどくやさしいのが蒼刻にはわかった。

　まるでこの部屋のあるじのように悠然と椅子に腰を下ろすと、静心は煙管きせるを取り出した。

「？　意外だな。あんたでも喫きつ煙えんするのか」

「紫煙は喉のどが痛むゆえ、さほど好かぬ。阿あ片へんもな。これはただの香料だ」

　……さらっと禁制品の名が出たが、わかりづらい冗句だろう。そう思いたい。

　銀で飾られた携行用の煙管はかなりの年代物だ。父の形見だ、と無感動に説明される。

「こちらに座れ。私にそなたの顔をよく見せよ」

「……はい」

　朧ろう月げつはかしこまりながら、兄の隣となりにおさまった。

　不出来で引きこもりの妹として、彼女は兄にかなり引け目を感じている。母が違うことも多少は関係しているんじゃないかと、蒼刻は勝手に想像していた。

　黒こく烏う州の旧家では、前妻の子の妨さまたげにならないと誓うために、後妻が我が子にあえて己の旧姓を名乗らせる慣習があるそうだ。それで朧月と静心は、苗みよう字じが異なる。

「――顔に疲れが出ておるな」

　静心の手が、妹の青ざめたように白い頬へと伸びた。

　ふれることに一分もためらいのないその指先が、円卓を挟んで対面の席にいる蒼刻には、若干おもしろくない。兄きよう妹だいだからと、頭ではわかっているのだが。

「そなたは身体を動かす分野には絶望的に才能がないのだから、せめて己の体調には留意しておけ。それとも、劉りゆう武官になんぞ無理強じいでもされたのか」

「いいえ！」「一応してないっすよ？」「うむ。まだしておらぬと儂も保証しよう」

（…………）

　なんとなく詰まってしまった蒼刻を後しり目めに、微妙な擁護が入る。というか星せい彩さいと張ちようさんは黙っていてくれたほうが百倍マシだった。
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　それでも誤解を正そうと熱心なのは朧月だ。兄を見上げて、懸けん命めいに言葉を選ぶ。

「それは……たしかに、幽ゆう鬼き院いんにいるときなら引きこもっていた時間でも、外に出るよう言われたりするので、普段より消耗はします。でも蒼刻さんはすごく気遣ってくださるから、大丈夫です。わたしが疲れたときは、抱えて運んでくださることもありますし」

「――ほう」

　室内の空気がぴしりと凍こおりついた。

　静心の表情が凍てついた理由を、朧月以外の者は正しく理解して、気まずく目をそらした。

　朧月だけは「いたらぬ妹が劉家の御曹司に世話をかけすぎている」ことを兄が咎とがめているのだと思い、しょげていた。

「申し訳ございません、兄さま……ふつつか者で」

「では、私とともに黒烏州に戻るか」

　静心がなんとも身も蓋ふたもない提案をする。朧月はぶんぶんと首を振った。

「蒼刻さんに必要ないと言われたら、そうします。でも……まだ、そうではありませんから」

「――ふむ」

　さらに室内の空気が冷えこんだ。ここだけ雪山の頂上のようである。

「まあよい。そろそろ本題に入っても構わぬか？」

「そうしてくれ」

　いたたまれず、蒼刻は目を合わせずに言った。

「前提として、曹そう家のお家騒動はご存知か？」

「現当主が病やまいでそろそろやばくて、次代がだれになるかでもめてるという話なら聞いた。――紅こう英えい州刺し史しを務める現当主の弟か、皇都で放ほう蕩とうしてる困り息子か。現当主の弟のほうが有利だ、とも聞いてるが」

「それは紅英州刺史のほうが流した噂だ。実際の評判は五分と五分。現当主の弟は、経験はまあ豊富だが、性格に難ありで人望が薄い。逆に困り息子は、これといった職位についていない放蕩者だが、気さくで意外に頼りになる、とな」

　蒼刻はあえて沈黙を選んだが、政治の中ちゆう枢すうからは程遠い黒烏州刺史が、そんな事情に詳しいことには驚かされていた。

「そこに黄こう巾きん賊ぞく――張ちよう宝ほうが、どう絡からむ？」

「張宝は、紅英州刺史から、困り息子の殺害を依頼されたようだ」

　朧月が小さく息を呑んだ。

「証拠はあるのか？  黄巾賊らしからぬ仕事に思えるが」

「私の手元に、紅英州刺史と張宝のつなぎをつけた男がいる。いわゆる裏の世界と表の人間の橋渡しをして日ひ銭ぜにを稼かせいでいるどうしようもない輩やからだが、口封じに殺されそうになったところを私の手の者を使って保護した」

　ずいぶんと手回しがいいことだ。以前から紅英州刺史を追い落とす機会をうかがっていたとしか思えないほどに。

　疑問を胸に置いたまま、蒼刻はひとまず続きをうながした。

「世直しの集団だ反逆者だといろいろ言われているが、黄巾賊の主たる収入源は人殺しだ。復讐代行から暗殺まで、金と条件次第で引き受ける。だが気まぐれに安い報ほう酬しゆうで、悪政を敷く地主や県令どもを成せい敗ばいすることもある。それで世間の支持を得ている」

「小ざかしいな」

「貴殿と初めて意見が合ったな」

　一部の恨みを買っても、善行めいたこともして、世の中で簡単には「悪」と断罪されない立場に居座る。黄巾賊らしい立ち回り方とも言える。

「――わかった。あんたの情報、来らい将軍にも知らせておく」

「では、貴殿らがそれを検討している間、私は妹と話をしているが、構わぬな？」

　単なる雑談のはずがないと思わせる雰囲気に、朧月が巣すごもりの兎うさぎのようにびくつく。

　何を話すつもりなのか、気がかりでないと言ったら嘘になる。だが静心と話しているうちに蒼刻は腹をくくっていた。

　不埒な真似をしかけたのは否定できない。こうなったら、言い訳せずに殴なぐられよう。

「だめだって言ったら従うのか？　あんたは」

「従うと思うのか？　貴殿は」

　やはり、慇懃無礼を絵に描かいたような男だ。不思議と不快感はないのだが。

　親密ではないが険悪とも言い切れない、微妙な空気を残して、蒼刻は部屋を後にした。
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　煌こう言げんの執務室から戻る頃には、夜はとっぷりと更ふけ、館内には生なまぬるい闇やみがたまっていた。

　部屋の前にだれかが――と思ったら、静せい心しんだ。壁に背もたれ、煙管をくわえずに片方の手でもてあそんでいる。蒼そう刻こくにとっては、柳やなぎの下の幽鬼よりもぞっとしない光景だ。

「俺に何か言いたいことでも？」

「皇宮に連れていくことには同意したが、貴殿の部屋に住ませるとは聞いていなかったぞ」

　――鉄三節棍が飛んでくるかと、腰の刀に手が伸びかけた。防衛本能である。

　静心の氷柱つららのような視線が、容赦なく顔を抉えぐってくる中で、蒼刻は言った。

「説明を忘れてたのは謝るが、嫁に出せなくなるような真似はしてないぞ」

「額に接せつ吻ぷんされた、と朧ろう月げつは言っていたが？」

「…………」

「貴殿も嘘のつけぬ男だな」

　図星を突かれて言葉に詰まったが、静心は意外にも、蒼刻を責めるそぶりを見せなかった。

　あいかわらず視線は冷ややかだが、怒るよりも、あきれられている気がする。

「怒ってるわけじゃないのか」

「さてな。我が妹は気立てのよい娘だと、しみじみと実感してはいるが」

　なんなんだその余裕は。突っかかられても面倒だが、平然と流されても釈然としないし、不気味すぎる。

「その微妙な表情はなんぞ？　貴殿は私に半殺しにされたかったのか」

　なぜか憐れむように問われた。まあ、そうされる理由がないとは言えない身だが。

「いや。俺にはやらなきゃならないことがある」

「ほう？　では、それが済んだら半殺しにしてもよいのか」

「ちょっと待て。結局あんたは、ほんとは俺を殺したいのか」

「殺す気はない。やるとしても一日目に半殺しにして、二日目も半殺しにして、三日目も半殺しにする程度で許容しておくつもりぞ」

「それは許容してるって言わねえよ！　三日目には絶対死ぬぞそれ」

「では宮刑だな。我が妹に近づくなら宦かん官がんになれ」

「……おい」

　そろそろ頭痛がしてきた。この男の無表情と悪びれない言動は、まったく性に合わない。

　正直この男に貴殿だ貴き君くんだと呼ばれてもこそばゆいので、以前「普通に呼んでいいぞ」と提案したのだが、静心の返答は「では『貴様』と呼んでも構わぬのか」だった。無駄に疲れたので提案を引っこめ、今に至る。

「ふん。なんぞ思い悩んでいるように見えたが、存外にへたれてはいなかったか」

「は？　別に俺は――」

「私になつく朧月を見て、獲物を奪われた狼おおかみの目をしていた、余裕のない男が何を言う」

　無表情のまま言い放った静心に、蒼刻はとっさに反論できなかった。

　いっそのこと嘲あざ笑わらいながら言われていたほうが、カッとなって言い返す勢いがついた。相手が冷静な物腰を崩くずさないせいで、逆にやりづらい。

「言いたいことは山とあるが、貴殿がその調子ではいびり甲が斐いがない。早々に復調せよ。半殺しにするのはその後だ。貴殿のシケた顔は見るに堪たえん」

「だから、別に半殺しにされたいわけじゃないと言ったはずだが？」

　棘とげは多いが、静心なりに気を使ってくれてはいるようだ。普段なら問答無用で撲殺だったのかもしれない。……この男にはげましめいたことを言われるなんて、世も末だ。

「ひとつだけ訊きかせてくれ。あんたは、正義のために情報を俺にくれたのか？」

「まさか。ただの私し怨えんに過ぎん」

「私怨？」

「紅こう英えい州刺史――つまり、曹そう家現当主の弟には恨みがある。我が州を襲った疫えき病びようがらみでな」

　それは、半なかば予想していた返答だった。

　朧月とつながりを持ってから、蒼刻は黒こく烏う州についていろいろと調べたものだが、中でも、五年前に州の牧畜を壊滅に追いやったという疫病の話には滅め入いらされた。

　――苦しむ民への援助を求めて東とう奔ほん西せい走そうする玄げん静心を、近隣の州の心ない者が「物もの乞ごい刺史」と呼んで嘲あざけったというのだ。当時まだ少年だったくせに、才さい長たけて生意気な黒烏州刺史は、関係の深い刺史から疎うとまれており、ここぞとばかりにいじめられたらしい。紅英州刺史も、例外ではなかったそうだ。

「どうも貴殿は勘違いしているようだな」

「なに？」

「私自身は、あの程度の愚ぐ物ぶつにどう罵ば倒とうされようとも、痛くもかゆくもない。太った鼠ねずみの鳴き声のようなものだ。聞き流せる」

「なるほど。そのほうがあんたらしい気がするが、だったらなんの恨みなんだ」

「あの俗物は五年前、事もあろうに我が妹を侮ぶ辱じよくしたのだ」

「朧月を――？」

　蒼刻は何度も瞬きをした。静心の切れ長の瞳に、冷たい炎が宿る。

「そうだ。あの腐った鼠野郎は、私を何も守れぬ子供とあなどって、こう言った」

　――『ひとつ策をくれてやろう。幽鬼を見るというそちの妹いもうと御ご。その首をはねよ』

　――『この呪われた娘のせいで疫病がはびこったが、これで解決。黒烏州は救われる』

　――『そう宣伝して、州民を安心させるがいい』

　――『金はかからず、厄やつ介かい払いもできる。一石二鳥ではないか！』

「その場で撲殺してやりたかったが、そんな真似をすれば私は黒烏州刺史として、そして兄として、我が妹を守ることができなくなるのでな。仕方なく耐えた。あれから五年、此こ度たびの機会はぞんぶんに仕返しに利用させてもらう」

　潔いさぎよいほどきっぱりと言い切ると、返す刀で、静心は蒼刻に尖とがった視線を突き刺した。

「私が貴殿にあれに近づくのを許容しているのは、貴殿があれを傷つけることだけはしないと判断したからだ。もし私の唯ゆい一いつ無む二にを傷つけるのであれば、撲殺も厭いとわぬ」

「俺を許容してると言うわりには、攻撃的な厭いや味みが多くないか」

「これは失敬。厭味は私の趣味のひとつだからな」

「あんたらしい趣味だな」

　どうも、蒼刻の周りには悪趣味な者が多い。……多すぎる気さえする。

（……まぁ、俺も人のことは言えないか）

　静心は用件が済むと、執事を伴って、さっさと碧へき血けつ館かんを後にした。泊まるかと言ったのだが、固辞されたのだ。州内の視察という名目でだいぶ足を伸ばしてきたそうだ。早く自州に戻らねばならないという。

（幽鬼よりも生きている人間のほうが厄介だって、朧月が言ってたな……）

（今日のがまさにそれか）

　だが、その夜はそれで終わりではなかった。蒼刻は深夜、焦あせって扉を叩く音で覚かく醒せいした。

　訪ねてきたのは、煌言の部下の一人だった。曹家の邸が、張ちよう宝ほうに占せん拠きよされたのだという。
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　静せい心しんの情報を受けとった煌こう言げんはすぐに、曹そう家の困り息子をはじめとする邸の住人を、安全な場所に移すよう手配した。そのため壮麗な四し合ごう院いんはもぬけの空からなのだが、蒼そう刻こくに連れられて朧ろう月げつが駆けつけたときには、邸の空気は様さま変がわりしていた。

　風水に従って配置された大門をくぐる前から、阿片の残り香のような陰の気――幽鬼の気配をひしひしと感じた。生ぬるい春の夜のはずなのに、異様な寒気が骨までしみる。

　朧月の翡翠の瞳は、邸の周りをただよう、不気味な姿の幽鬼をとらえた。

　黒い靄もやに、石の仮面を貼はりつけたような異形の幽鬼だ。息を呑む。

「あれは……以前、紅こう梅ばい宮きゆうにもいた――」

「かなり昔に死んだ人の幽鬼っすね。朧月ちゃん気をつけて」

　星せい彩さいのひそめた声にうなずく。

　死後、長い時間を経へたせいで己の生前の姿を忘れ、輪りん郭かくが闇に溶とけ崩れてしまった幽鬼だ。

　正気を失っている者がほとんどで、対話も説得もできない厄介な相手である。

　煌言は違う用を済ませてから来るそうだが――

「絶対に離れるなよ」

「は、はい」

　蒼刻の強い握力が、つないだ手に響く。

　いつもと同じ歩き方だが、空気が微妙にぎこちなく、蒼刻がこちらを見てくれないのが不安を呼んだ。朧月を同行させるのが彼にはよほど不本意らしい。彼女の力で幽鬼を見なければ、立ちはだかる黒い靄の幽鬼たちを倒して道を開くこともできない状況でも。

「――一日千秋……ようやく来おったか」

　垂すい花か門もんの先の庭を抜けて正せい房ぼうに入るなり、その声が響いた。朧月の背筋に悪お寒かんが走る。

　蒼刻が足を止め、部屋の奥をねめつけた。

「ずいぶんと余裕だな」

「汝なんじらを待ちわびていたのよ。……ま、今こ宵よいの我われはオマケにすぎぬがな」

　みがかれた紫し檀たんの方ほう卓たくに行儀悪く腰かけ、手の中で扇おうぎをもてあそびつつ、黒髪の道士が嗤わらう。

　蒼刻はつないでいた手を離した。

「負け惜しみか？　ここの困り息子を殺しそこねて残念だったな」

「ほう。どこでその話を知った？」

「教える義理はねえな」

　神しん速そくの抜刀。張ちよう宝ほうをただちに斬って捨てようと迫った蒼刻の白はく刃じんは、虚こ空くうを薙なぎ、方卓を真まっ二ぷたつに叩たたき斬る。だが張宝はその寸前に、締め切られた窓のそばへと逃げおおせていた。

「待て待て。少しは話を聞いたほうがよいぞ、劉りゆう蒼刻。――汝の目当ては、我の痩やせこけた首よりも、〈雷らい公こう〉であろう？　あやつも汝を求めておったわ。両想いよ、喜ぶがいい」

　依頼内容を知られたことにも動じず、張宝は若い顔にそぐわぬ老ろう獪かいな笑みを浮かべた。

　蒼刻の殺気が倍にふくれ上がる。朧月たちまですくむほどの怒気だ。

「黙れ」

「あれは、すぐ近くにおる。お膳ぜん立だてはしたゆえ、二人でじゃれるがよい」

　その言葉が終わらぬうちに窓が外側から吹き飛ばされた。

　もうもうと立つ埃ほこりをものともせずに飛びこんできたのは、〈雷公〉の黒い影――

　その姿を見て、朧月が固まるのと同時に、すり切れそうな声が闇を震わせた。

「――迅じん……」

　蒼刻だ。

　彼の目は、〈雷公〉が初めて上半分だけさらした素顔に釘くぎづけになっていた。

　嗄しやがれた声からは想像もつかぬほど〈雷公〉の目元は若々しく、蒼刻と大差ない年頃の青年だと思われた。しかし瞬きをしない瞳は虚うつろで、白目の部分が灰色に濁にごっている。――明らかに、死者の顔だ。

「やはり知り合いだったか。これは愉ゆ快かい愉快」

　張宝の冷笑が、傷口に塗りこめられる金属の削けずりかすのように耳ざわりに響く。

（――蒼刻さんの、知り合い……？）

　ただの顔見知りとは思えない。友人か。

　そんな最悪の想像が浮かぶのは、蒼刻の横顔が暗く凍りついているせいだ。

　いつも不ふ遜そんなほど勝気な青年が、こんなに儚い表情をするのを、朧月は初めて見た。

「汝とやり合ってから、〈雷公〉の様子がおかしいのでな。さては……と思い、顔が見えるよう呪詛をこめた布を巻き直してやったのよ。ついでに新しい呪詛もかけたから、以前より強くなったぞ。なァ劉蒼刻よ、うれしかろう？」

　残酷という表現では足りぬことをのたまい、張宝が〈雷公〉に流し目をした直後――

「――張ちようさん！」

　朧月は大きく突き飛ばされ、すかさず駆け寄った張さんの毛皮に受けとめられた。

　驚いた顔を上げたときには、蒼刻は〈雷公〉の重い第一撃にはじかれ、部屋の外まで吹っ飛ばされていた。かろうじて刀は抜いたが、普段のように衝しよう撃げきを受け流せなかったらしい。武官さん！　蒼刻！　星彩と張さんが吼ほえる。朧月はまだ声すら出せない。

　相手が大きく振り下ろした斬ざん撃げきを、恐るべき反射神経で立ち上がった蒼刻は、紙かみ一ひと重えでそらした。〈雷公〉の攻めは以前より容赦がなく、正確無比に急所を狙っている。対して、蒼刻の動きは精彩を欠いていた。動揺しているのだ。

　信じたくないという気持ちの最後のひとかけらを踏み潰されて、愕がく然ぜんとした目をしている。

　嵐のごとき激しさで刃やいばを交えながら、二人はじょじょに中庭へと戦いの場を移していく。

「朧月ちゃん……！」

　星彩の呼びかけにうなずき、濃密すぎる殺気にあてられて震える膝ひざをこぶしで何度も叩くと、朧月は倒れそうになりながら後を追った。剣風に巻きこまれたのか、正房の美しい柱や調度は惨むごたらしく傷ついていた。蒼刻は――？

「……野や暮ぼはやめよ。しばし二人の時間を愉たのしませてやれ」

　中庭に一歩下りた刹那、張宝の声にうなじを撫ぜられた。逃げる暇もなく、背後から強く抱きすくめられる。

　次いで張宝は、どこからともなく取り出した布で朧月の目をおおった。

　視界が一瞬にして黒く塗り潰され、恐怖に血が凍る。なんだ。なんのつもりでこんな――

　無我夢中で布をかきむしるが、それもまた呪詛がこめられているのか、目隠しは肌の一部になってしまったかのように引きはがせない。

　焦りで無様に震える手首が、冷たい手によってやんわりと握りこまれた。

「そう爪つめを立てるな。愛らしい頬に傷がついたら、なんとする」

「……ッ、だれのせいで――」

　身勝手な言いように腹の底が煮にえるが、声が恐怖に震えてしまうのが情けない。

　最後に見た星彩と張さんは、黒い靄の幽鬼に取り囲まれ、身動きがとれない状態だった。

　自分の身は、自分でどうにかしなければ。

　しかし非力なりに死ぬ気でもがいても、張宝の腕はびくともしない。鍛きたえているとは思えない痩せた腕だが、やはり男性ということか。

　考えろ。どうにかして、この男の注意をそらして、離れて――

「――……依頼も果はたさずに、こんなことで遊んでいていいの？」

　時間稼ぎの方法は、話を振るくらいしか思いつかなかった。

　張宝にはその程度はお見通しだろうに、余裕の顕あらわれなのか、あっさり応じてきた。

「依頼か。ま、そのようなものもあったな。だが今となってはどうでもいい。――我は、汝の瞳に隠されたものが見たくてたまらぬのよ。それさえ叶かなえば、依頼などどうなろうとも、我は一文たりとて損はせぬ」

「だったら……何が目的で、あなたは〈雷公〉で蒼刻さんを苦しめるの」

「我は人が苦しみ、悪あがきする様を見るのを好む。人の苦しみは、我の糧かてとなるのでな」

　糧？

「文字どおりの意味よ。汝ら人間が、牛や豚を殺して喰くらうのと同じことだ」

　事実だとすれば、この男は――人間ではないのだろうか。背筋を冷たい汗が伝い落ちる。

「!?」

　解放は唐とう突とつに訪れた。張宝が急に身を離して、跳びすさったのだ。

「……ふ。汝のことを忘れておったわ。あれだけの数の幽鬼をあしらうとは、汝もただの白虎ではなさそうだな」

　張さんのうなり声が、たくましい巨きよ躯くの存在感が、朧月を守るように立ちはだかる。

　よろめいた彼女の頬にはやさしい指先がふれ、目隠しを慎重に引きはがしてくれた。

「朧月ちゃん……！　あたしの声、聞こえますか!?」

　涙声を聞く前から、だれかはわかっていた。星彩の必死な顔が最初に見える。

　しかし友人に返事をする前に朧月は、その透ける身体の向こうに見えた惨状に心臓をわしづかみにされた。

「蒼刻さん……!?」

　激しい斬り合いは、一時中断されていた。〈雷公〉は無傷だが、蒼刻は腕や頬にいくつもの傷を負っている。どれも致ち命めい傷しようではないのに、蒼刻の顔色はひどく不自然に青ざめていた。刀を握って立つだけでも全力を必要としている。朧月の全身から血の気が引いた。

「まさか……毒どく――」

　星彩の怒りに震える声。

「ようわかったなァ。せっかくだから〈雷公〉の武器も新調したのよ。ま、たいした毒ではないがな、死ぬほど身体がしびれる程度で――」

　白虎とにらみ合って動けぬ張宝の言葉を、朧月はみなまで聞いていられなかった。

　――うれしくもない興味の持たれ方だが、わたしは張宝に気に入られている。ならば楯たてくらいにはなれるはずだ。

〈雷公〉の視界に割りこみ、つまずき倒れこみそうになりながらたどりついた馬あ酔せ木びの枝の下で蒼刻にしがみつく。「馬鹿、離れてろ……！」と蒼刻がもがくが、構わず抱きしめた。

　一方で、のろまな朧月が動いたときにはすでに、白虎が蒼刻の代わりに〈雷公〉とにらみ合っていた。

　少し離れた場所に悪鬼のごとく立つ〈雷公〉は、どこか不満げな様子だ。せっかくの戦いに水をさされたと思ったのかもしれない。が、いつかのように自ら言葉を発しようとはしない。

　無言のまま、無慈悲なほど淡たん々たんと、〈雷公〉が双剣を握り直す。

「――そうはさせるか、害虫野郎の手先が！」

　だが迅じん雷らいの速さでうなった兇きよう刃じんは、白虎の爪そう牙がとぶつかる手前ではじかれた。新たな声と影が割って入ってきたのだ。

　兇刃をはじいた槍やりの主は、煌言の副官だった。

　では今の罵声は？　と思った朧月の視界の端で、張宝が気だるげに息をつく。

「……無粋よの」

　袖から伸びた手のうちで、扇が軽く開かれようとしたとき、小さな白い影が飛来して張宝の指先を薙ぎ払った。張宝が目をみはる。初めて見る、驚きの表情。

　白い影は、紙で折られた鳥だった。剪せん紙し成せい兵へい術じゆつ。紙でできた仮かり初そめの命を操る道術の名が、朧月の頭に閃いた。

　そうして張宝の扇を奪った紙の鳥が、ゆるやかに舞い降りる先には。

「！　来らい――」

「無粋は貴様のほうだろうが。惨みじめな芥ごみ地獄がお似合いの害虫が！」

　…………来将軍？

　朧月は目も耳も疑った。星彩も隣であごを落としている。副官とは違う方角から、場に乱入してきたのは――

「私の後輩によくも卑ひ劣れつな真似をしてくれたな、■蟲むし以下の下げ衆すが。死んで詫わびろ!!」

　……たしかに煌言なのだが、何かが間違っていた。

　ほどいた栗くり色の髪をたてがみのごとく振り乱し、華やかな装飾品は打ち捨て、異様な生気でぎらつく目をした青年はまるで修しゆ羅らだ。右手には闇をも斬り裂きそうな白刃、左手には護ご符ふを何枚も指に挟んでいて、完全に戦闘態勢である。

「だがもうその胸むな糞くそ悪わるい笑みも打ち止めだ、最低最悪の屑くず肉にく野や郎ろう！　貴様が殭屍キヨンシーを生み出していた術は破らせてもらったからな。残りの手て駒ごまはその〈雷公〉一人だ！　さあどうする、そいつに接吻でもしてやるか？」

　普段のほんわりした声を忘れそうな、凄すごみのきいた低音が闇を裂いた。
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「……これはこれは」

　常に余裕に満ちた張宝の目に、初めて苛いら立だたしげな棘とげがよぎる。

「汝らを甘く見て、ちと遊びすぎたか」

「今さら後悔しても遅いんだよ、墓場の腐ふ肉にくからわいた■■野郎め！　貴様が利用し尽くした骸の主に、私の後輩に、あの世で詫びつづける準備はできたか？」

「…………」

　張宝の指先が、袖に隠れて、くっと動く。たちまち庭中に白い煙えん幕まくが爆発的に広がり、一瞬視界が奪われた。

　――手駒も尽きた上に、この数が相手では、さすがに分ぶが悪いと思ったのか。張宝は〈雷公〉をうながして、朧月たちから離れた。

　邸を囲う壁の上に跳び乗り、白みはじめた空を背にすると、捨て台詞ぜりふじみたものを紡つむぐ。

「我は『劉蒼刻』個人には興味はないが、皇都の一部としての汝が苦しむ様はなかなかに愉快だった。〈雷公〉がよもや汝の友だとは知らなんだが……よい余興になった」

　よく回る舌だ、と朧月は内心毒づいていた。毒にあえぐ蒼刻のそばで立ちすくむしかない自分の情けなさに、歯噛みしながら。

「――なァ、劉蒼刻よ。今、皇都にいる武官の中では、おそらく汝にしか〈雷公〉は斃せぬだろうな」

　長い夜の終わりを告げたのは、ろうたけた賢けん者じやのごとき張宝の声だった。

「さて、情に厚い未来の護ご花か七将軍どのはいかがなさる？　友を殺すか、殺されるか。汝がどちらを選ぶのか、興味深く見守らせてもらおう」

　煌言が鋭く護符を放つ。だがそれが届くよりも早く、張宝と〈雷公〉の姿はかき消えた。







　第五章　回想は逆光の中にあり







　戦いくさで傷を負い、頭上に死の翼が広がらんとしたとき、彼にささやきかける声があった。

　受けた深ふか傷でのせいで血がとめどなく流れ、意識は薄らぎ、戦場の鬨ときの声や怒ど号ごうさえも遠のいていたのに、その声だけは魂たましいに直接刻きざみこまれるように明めい瞭りように響いた。声は死せんとする者へのいたわりに満ちているように聞こえたが、後から思えば、それは呪じゆ詛そだったのだ。

　――『若武者よ。ここで朽くちても未練はないか？』

　――『汝なんじは武人よのう？　その剣腕をみがくのに、好敵手などはおらなんだか』

　――『この者にだけは負けたくなかった、今一度、本気で剣を交えたかった……』

　――『そのように願う相手は、汝の心に住んでおらぬのか？』

　劉りゆう蒼そう刻こく。

　喧けん嘩か仲間とも競争相手とも言える、同い年の青年の名が浮かんだ刹せつ那な、彼は声の主ぬしの呪詛に魂を囚とらわれていた。現世を離れかけた魂が無理やりつなぎとめられ、力を失くしかけた肉体は色とりどりの呪詛で人間以上に強化され、人外の凶きよう手しゆとして蘇そ生せいさせられた。虚うつろな意識の中で刀を振るい、剣風の中で人を殺あやめ、気がついたときには蒼刻と鍔つば迫ぜり合いをしていた。

　もはや、この身はヒトではない。生者でも死者でもない、異い形ぎようのモノだ。

　自分のモノではないような身体に閉じこめられて、何も自由にならない。けれど、どうか。

「……〈雷らい公こう〉よ」

　呪詛の主がささやく声は、声にだけは、常つねに慈愛の色があった。骸むくろを愛めでるゆがんだ愛情。

　歪いびつな魂の男だとわかっていても、彼は逆らえない。それもまた呪詛のせいだった。

「あれを成し遂げたあとは、汝の好きなようにせよ。汝にはもうずいぶんと助けられた。今度こそ望みどおりの『死』を得るがよい。それが我われのせめてもの情けだ……」
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「逃げ足が速いとはまるで芥こけ溜だめを這はいずる●●だな！　次に見まみえたときはあの腐くされ頭ず蓋がい骨こつが砕くだけるほど■■して地獄に蹴けり落としてくれる!!　でも一応無事でよかったよーみんな。僕の試算だと、もっと早く駆かけつけられるはずだったんだけど、ごめんねごめんねー」

　ころり。という効果音をつけたくなる切り替えぶりだ。

　ひと呼吸前とはまるで別人の口調になった煌こう言げんは、焼きたての蜂はち蜜みつ菓が子しみたいな笑顔で朧ろう月げつたちを次々に抱きしめた。

　……わたしは今ひどい顔だろうなと、朧月は虚ろに思う。

　毒どくで朦もう朧ろうとしている蒼そう刻こくは、白びやつ虎この背に乗せられた。煌言は「うちの副官が病やみ上がりじゃなかったら背負ってもらえたんだけど」とすまなそうに言っていた。あの壮そう健けんそうな傷顔の武人が病み上がりとは。煌言の修しゆ羅ら状態といい、意外だ。

　そうして、どんな道を通ったのかもわからぬうちに、蒼刻の部屋に戻っていた。

　星のない夜は完全に明けている。結局一睡もしていないが、眠る気にはなれなかった。

「君のお手て柄がらだよ、朧月ちゃん」

　煌言はまずそう言った。

　長なが椅い子すにうずくまった朧月は、ぼんやりとそれを聞く。いつも以上に生気のない彼女から、星せい彩さいが離れようとしない。朝が苦手なのに。朧月を心配してくれているのだろう。

「――この扇おうぎが、召しよう鬼き法ほうの道具だったんだ。扇の地紙を符ふにして、親骨を剣に見立ててる」

　幽ゆう鬼きを見通し、その自由を縛しばる符を書き、命令に従うよう剣で威い圧あつする。召鬼法の手順。

「道どう士しの間では定番の道具でね。符や剣そのものを持つよりもバレにくいし、手軽だから」

「……そうなんですか」

「君が張ちよう宝ほうを見たときに扇のことを覚えててくれたから、いち早く気づけたんだよ」

　なだめるような声。

　慰なぐさめてくれているのはわかるが、すぐには浮上できそうにない。

　だって朧月は、あの場でなんの役にも立たなかったのだ。怯おびえ、狼ろう狽ばいしている間に、すべてが終わっていた。無能の役立たずで足手まといだという自覚は以前からあったが、現実に直面すると、さすがにへこむ。

（もう少しくらい……何かできると思ったのに）

　――寝台に沈んだ、血の気のない顔の青年を見る。

　毒は無事に抜けたが外傷が多く、首や腕に巻かれた包帯が痛々しかった。

　煌言が、ぱちりと扇を開いた。白い地紙にはびっしりと、禍まが々まがしい呪しゆが書き連ねてある。

「これがなければ、殭屍キヨンシーを生み出せないはずだ。少なくとも当分の間はね」

「でも、〈雷らい公こう〉はまだ――」

「……うん。彼は、この扇とは別の道具か呪で支配されてるんだろう。張宝の特別製だから」

　膝ひざの上で、ぎゅっとこぶしを握にぎる。非力なはずなのに、爪つめが皮ひ膚ふを破って血が流れそうだ。

　兆きざしはいくつもあったのに、何も気づけなかった。気づいていたら、あのとき抱きしめられても逃げたりしなかったのに。

　――あの夜に、蒼刻は〈雷公〉が死んだ友ではないかと気づき、衝しよう撃げきを受けていたのだ。そしてずっと悩んでいた。

　形容できない感情が、心の中で波打つ。

　それを示す言葉は「後悔」が一番近いのだろうが、今朧月の胸には、もっと得体の知れない暗い熱も渦うず巻まいていた。これは、なんだろう。

「それにしても……〈雷公〉が、迅じんくんだったなんて」

　煌言が、らしくもない沈痛な声でその名を口にする。髪をきれいに束たばね直し、飾る花も元どおりにした彼の表情は繊細ですらある。

　あの修羅の形ぎよう相そうは夢だったのかと頭の中で片づけたくなるが、張ちようさん曰いわく、煌言の戦場での豹ひよう変へんぶりは国軍の名物らしい。

　蒼刻のことで頭がいっぱいでなければ、朧月は間違いなく衝撃で昏こん倒とうしていただろう。

「その迅さん……という方は、蒼刻さんのお友達なんですか？」

「うん。護ご国こく学院で同じ学年にいて、同じ時期に国軍に入った青年だよ。僕は蒼刻くんほど彼とは親しくなかったけど、二人の仲は有名だった。顔を合わせれば殴なぐり合って、鍛錬の時間に勝負させれば、何刻だってえんえん戦いつづけてたなー。もしあの二人が仲よくしたら、雨が降るどころか嵐が来るだろう、なんて言われて」

「それは『仲』って言っていいんすかね」

　星彩のつっこみが的確である。

（でも、蒼刻さんにも友達がいたんだ……）

（……引きこもりのわたしにでも、昔は生きてる人間の友達がいたんだし、驚いたら失礼か）

「紅こう英えい州の淦かん水すいでの馬ば賊ぞく討とう伐ばつのときに、迅くんは戦死したそうだ。蒼刻くんが張宝から呪詛を受けた戦場だ。張宝はそこで迅くんを見つけて……〈雷公〉に造り変えたんだろう。あいつは墓所や血ち腥なまぐさい騒ぎのあった場所にふらっと現れては、手て駒ごまを作るのが趣味らしいね」

　いつも鷹おう揚ような煌言の声に、めずらしく凄すごみが加わる。張宝だけは許せない。そういう硬質な思いが感じられた。

　朧月も同じ気持ちだ。だってもし星彩が無理やり殭屍キヨンシーにされて、わたしを殺しにきたら？

　耐えられないし、そんな非道をした相手は、殴り飛ばしても飽あき足らないだろう。

「――朧月ちゃん」

　煌言の笑顔が、いつもの愛あい嬌きようたっぷりのそれではなく、悟さとりを開いた仙せん人にんのようになる。

「ひと月前――蒼刻くんに君を迎えに行かせたのは、実は、幽鬼が見えるような子なら呪のろいの後こう遺い症しように悩む彼の慰めになるかもしれないっていう、国軍の作戦だったんだ。でも君たちを見てきて、期待以上だったなと僕は感じた。虫のいい話だけど、だから」

　そばにいてあげて。――言外に、そうはげまされた思いだ。蜂蜜水のようにやさしい響きの言葉が染み入る。

　朧月は黙ってうなずいた。下へ手たに口を開いたら、情なさけない弱よわ音ねがあふれそうだったので。

「蒼刻くんが目覚めたら、いつもみたいに漫才してあげて。なんなら話しやすいように仮装でもしてく？　あれを着て『旦だん那なさまお疲れですか？』と言えば一発で陥かん落らくさせられそうな衣い裳しようが、たしか僕の秘密の棚たなに」

「いえいえそれは結構です……！」

　湘しよう雲うんとのとき以上にすごい格好をさせられる予感に、朧月はあわてて首を振った。

　自己嫌けん悪おの墓ぼ穴けつに陥おちいりそうなのを引っぱり上げてくれる心遣いだけ、感謝して受けとる。

　すると煌言が、少しだけ持ち直したように笑った。

「じゃ、もうひとつだけお願いしてもいい？　聞いてくれたら、学院時代の蒼刻の恥ずかしい話か可か愛わいい話を教えてあげるよん」
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　蒼そう刻こくの様子を看みながら、ときどき寝台の端に突つっ伏ぷして寝てしまった。へたれな身体からだが限界を訴うつたえたのだ。

　夢見も目覚めも最悪だった。夢には琥こ珀はく色の瞳ばかりが現れるから、朧ろう月げつは自分が抱くどろどろに熱い感情の名前に気づかずにはいられなかった。憎にくしみだ。蒼刻をこんな目に遭あわせた道士に、死んでしまえとすら思っているのだ。

　……引きこもって、兄以外の生きている人間のことから目をそらしていた頃は、こんな激情とは無縁だったのに。憎いと思うたびに、朧月まで毒の刃やいばで刻まれたように身体がぎりぎりと痛む。負の感情を抱いただけでもこんなに気分が最悪になるのに、張ちよう宝ほうはどうして嗤わらいながら人を傷つけられるのだろう？　とうてい理解できそうにない。

　かといって、自分が短刀を振りかざして張宝を刺す想像には現実味がなかった。

「ん～。でも朧月ちゃんに期待されてるのは、そういう役目じゃないっすよね？」

「……そうよね」

　星せい彩さいは朧月よりも早く元気を取り戻していた。くっきりとした声こわ音ねで言う。

「あの力じゃだめなんすか？　張宝が目隠ししたってことは、あの時点で〈雷らい公こう〉を朧月ちゃんが見たらまずいってことで――逆に言えばあの力が有効だってことになりません？」

「うん……。それはわたしも考えたけど、蒼刻さんが許してくれるかなって」

「あー……」と星彩が天を仰あおぐ。

「蒼刻は誇ほこり高いと言えば聞こえはいいが、意地っ張りでスカしておるからのう」

　張ちようさんは苦にが笑わらいを浮かべた。

「使えるものをすべて利用できぬようでは護ご花か七将軍の資格などなし――とでも説得すれば、あやつも否いなとは言わぬはずじゃ。むしろ厄やつ介かいなのは、煌こう言げんの頼みのほうじゃのう」

　そうなのだ。朧月もつられて眉まゆ尻じりを下げる。

　蒼刻の性格を考えれば、苦戦は必至。最終手段はあるが、なるべく使いたくなかった。

　自信？　そんなものはもちろんない。

　ただ、妙に自分を買ってくれている護花七将軍さまや太子殿でん下かを信じるしかなかった。

（……それくらい、しないと）

　外は明るいが、窓掛けをきっちり閉ざした室内は薄暗く――朧月流に言えば、引きこもりにとって最適の状態だった。おかげで何度目かの居眠りは、ひどく深いものになった。

　先刻やってきた医生に、これなら毒や傷の後遺症はないと太たい鼓こ判ばんを押してもらったのも大きいかもしれない。不思議なもので、ほかのことで頭がいっぱいだと人見知りを発はつ揮きする暇ひまもなく、医生とも普通に話せた。

（ずっとこうだったら、わたしも、独ひとりで外に出られるようになったりして？）

（……いや、引きこもりを治す前に心労で倒れるか）

　しょぼくれた想像が、夢の代わりに浅い意識の海をただよう。

　それが途切れたのは、身体が浮くような感覚のせいだ。……なんだろう？

　水の中でもがくような懸けん命めいさで、重たいまぶたをこじ開け、

「ひ……ッ!?」

　朧月は悲ひ鳴めいとともにのけぞると、はずみで後ろの壁にしたたかに頭をぶつけた。寝台の上で悶もん絶ぜつする彼女に、あきれたふうな声がかかる。

「おい、大丈夫か？　壁と喧嘩して勝とうってのは無理だぞ」

「別に、頭突き合戦がしたいわけでは……」

　先に目覚めた蒼刻が、朧月を寝台に横たえてくれたらしい。……それはいいが、目を開けたのが蒼刻の着替え中だったのが悪かった。うっかり見てしまった、鍛きたえていてもしなかやな背中の線を忘れるために、朧月は何度もかぶりを振る。

（ちょっと待って。――着替え？）

　それはいけない！　朧月はあわてて、戦せん袍ぽうを着こむ蒼刻に呼びかけた。

「蒼刻さん！　だめですよ、まだ休んでいないと」

「こんな状況で休んでられるか。来らい将軍から、張宝の本当の目的を聞かされてないのか？」

　刺とげ々とげしいのに弱い声。

（やっぱり、まだ毒と傷で苦しいんだ。……それに、きっと頭痛だって）

　朧月は寝台から降りて、蒼刻のそばに行く。

　普段は凍こおれる鋭えい刃じんのごとき迫力さえ見せつける青年は、乾いた絶望の闇やみに沈んでいた。

　左だけさらした瞳は、痛みに抗あらがう闇雲な精気と激情とが入り混じってぎらついている。

　あふれそうな感情を喉のどの奥で堰せき止めて、朧月は声をしぼりだす。

「……聞いてます。皇こう都とを危あやうくする事態になるって。でも、危ういのは蒼刻さんの体調も同じです。せめて半日は薬を飲んで安静にしていないと、傷が悪化してしまいますし、毒で弱った身体が急変する可能性もあるって――」

　煌言と医生から聞きかじった言葉を並べるが、蒼刻に聞いてもらえている気がしない。

　――『蒼刻くんを甘あまやかして、きっちり休ませてあげて』

　――『蒼刻くんが万全の状態で戦えないと、僕も困るからね。次は特に。お願い』

　煌言の声が耳に甦よみがえる。そうだ。こんな、新月のように青ざめた顔の人を戦わせるなんて間違っている。蒼刻自身が、少しでも早く友を止めたいと願っているのだとしても。

「あいつだって、張宝の術に縛られて苦しんでるんだ。ならむしろ公平ってもんだろ」

「……それでも、だめです。わたしは、蒼刻さんを休ませるためならなんでもしますからね」

「なんでも？」

　蒼刻は小馬ば鹿かにするように鼻を鳴らした。髪を編み直す手も止めずに言い捨てる。

「おまえが膝ひざ枕まくらでもしてくれるってんなら、横になってやってもいいけどな」

「……！」

　ひどく挑発的な言い方だった。絶対にできないだろ？　とあなどるような。

　身体の芯しんがかっと熱くなり、その勢いのまま、朧月は再び蒼刻の寝台に上がった。

　やれることが極きわめて少ない無能の役立たずをなめるな！　と思いながら正座する。

「ではどうぞッ」

「語尾が上ずりまくってるぞ」

　冷静につっこまれると死ぬほど恥ずかしくなる。それを振り切って言った。

「ご、ごまかさないでください。蒼刻さんが言いだしたことなのに、逃げるんですか」

「逃げる、だと？」

「ッ……そうですよ。ご自分の言ったことも守れないんですか？」

　低くなった蒼刻の声に震ふるえ上がりながら挑発してみるが、つっかえすぎて喧嘩を売るのに慣れていないのがまるわかりだ。というか、喧嘩を売るなんて生まれて初めてだ。

　鉛なまりの塊かたまりのように重い沈黙が落ちる。

　刻一刻といたたまれなさが倍増し、やっぱり引きこもる！　と腰を浮かせたくなったとき、ようやく蒼刻が口を開いた。

「上等じゃねえか。途中でやめたいっつっても、許してやらねえぞ」

「……の、望むところです」

　ヘタレゆえに、やっぱり言いすぎたなでも後には引けないしどうしようと冷や汗を垂たらす朧月の膝に――程なくして、銀色の頭が預けられた。
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「…………」

「…………」

　……気まずい。いっそ倒れたいほど気まずい。

　売り言葉に買い言葉で膝枕なんてしてしまったが、ここからどうすればいいのかがさっぱりわからない。こんな計画じゃなかったはずなのにどうしよう帰りたい引きこもりたい助けて。というか星せい彩さいと張ちようさんはどこに消えたの助けて。

　それでも朧ろう月げつはがんばった。真っ白になった頭で、がんばって話題を探した。

「怪談でもいたしましょうか」

「なんでだ」

「……ですよね」

　にべもなく却きやつ下かされて、うなだれる。自分の社交性のなさがこういうときに痛い。

　だがこれでも、よるべなく彼の目覚めを待っているだけの時間よりはマシに違いない。

　気を取り直し、膝の上の重みへと視線を落とす。なめらかそうな銀ぎん糸しの髪を撫なぜたい衝しよう動どうにかられるが、怒られては台なしなので、ぐっと我慢する。

「では、耳かきでも……？」

「おまえな……それじゃまるで――」

　あきれたように言うのをなぜか途中でやめて、蒼そう刻こくは違うことを口にした。

「というかおまえ、妙に膝枕に慣れてないか」

「兄さまにも、たまにしてさしあげていますので」

「は？」

　蒼刻の声がとがりを帯おびる。

「おまえら兄妹きようだいは、ほんとロクなことしてねえな」

「はあ。……でも、わたしが兄さまにしてあげられることは、あまりないですから」

　兄は有能なのだが、熱中しはじめると、飲まず食わず眠らずで仕事を続ける悪あく癖へきがある。そういうとき、静せい心しんを休ませるのは朧月の役目なのだ。

　もっとも兄は蒼刻ほどてこずらず、耳そうじはいりませんか兄さま？　と言えばすぐに、無表情ながらも応じてくれる。無能な妹なりに精一杯の気遣いだから、むげにできないと思ってくれているのだろう。

「……俺はそうじゃないと思うがな」

「……と言いますと？」

　首をかしげたが、返事はもらえなかった。――蒼刻は、それ静心がおまえと堂々とべたべたできる機会に目がないだけじゃないか、なんて言えるかよと内心思っていた。

　そこまで男心を見通せない朧月だが、蒼刻がくつろいでいる様子なのには安あん堵どした。

　少なくとも先刻までの、刀を振るっていないと呼吸すらできないと言わんばかりの苦しげな気負いは抜けている。やはり、この人には休息が必要なのだ。

「迅じんのことは、来らい将軍に聞いたのか？」

「……ごめんなさい」

「謝あやまるな。俺がおまえだったら、絶対にだれかから聞き出してる。来将軍はなんだって？」

「蒼刻さんの喧嘩友達だったと」

「友達か。周りには俺とあいつがそう見えてたのか」

「違うのですか？」

「正直よくわからん」

　ふっと息をつくと、蒼刻は淡たん々たんと続けた。

「毎日毎日、くだらない理由で喧嘩しまくってた。鬱うつ陶とうしいから無視しようとしても、あいつが『ここを通りたければ俺を倒していけ!!』とかって意味不明なこと叫んで立ちはだかるもんだから、結局また馬鹿みたいな喧嘩になって。初めての実戦で組まされたときは、『背中はまかせたがとっととくたばれ』と言ってやったもんだ」

　聞いているこっちもよくわからん。

　……とつっこみたくなるが、男の子同士らしい世界にも思えた。女の子には入りこめない、独特の感情で結ばれた関係。そう思うと、蒼刻と変わらない年頃の青年が戦場で命を落としたという事実が、今さらのように胸を重くする。

「仲よしこよしで何かした記憶なんて、ほとんどねえよ。なのに――なぜか今になると、あいつの笑った顔しか思い出せないんだよな」

　困ったもんだ。

　蒼刻の声は午後のぬるい空気に溶とけて消え、少しだけ静けさが訪れる。

「おまえはどう思う？」

「正直……うらやましいと思いました。わたしには喧嘩できるような友達さえいませんし」

「そこだけ聞くとやけに残念だな。でも、女が殴り合いの喧嘩なんてするのか？」

「する方も、いるみたいです」

「あの幽ゆう鬼きとはどうなんだ」

「星彩とは歳としが離れているせいか、喧嘩にならないんです。わたしが理り不ふ尽じんなことを言ってしまっても、最後には星彩がなだめてくれるから、すぐに謝って仲直りして……」

　それでおしまいだ。物足りないとか寂さびしいなんて思わないけれど。

「……でも、笑った顔ばかり思い出すというのは間違ってないと思いますよ」

「そうか？」

「わたしの知ってる幽鬼のみなさんも、口をそろえて言っていました。家族や大事な人が自分のことを思い出すときは、笑顔がいい。生きている人たちの悲しい記憶にはなりたくない。一緒にいて楽しかったと笑い飛ばしてもらうのが理想だって――」

　葬そう式しきで泣き女や泣き男を雇やとうのはやめてほしいよな、俺あれ嫌い。自分もだ、あれは冥めい府ふに行くこちらも気が滅め入いる。あたしも！　まあ、あたしはたいした葬儀じゃなかったけど、妹分が泣いてんのはキたわ。死ぬんじゃなかったとか絶対無理なこと考えちゃうし。

　――思い出す、幽ゆう鬼き院いんでのやりとり。

　そのときは無む邪じや気きに聞いていたけれど、彼らの想いの深さが今になって胸に響く。

　生者には届かない、幽鬼たちの想い。だれもいない場所で咲く花のように透明な祈り。

「だったら、おまえももっと笑えよ」

「え。……わたし、ですか？」

「おまえのことを思い出すときに、笑顔が浮かばないと物足りないだろ。困った顔や泣き顔も嫌いじゃねえけどな」

　にわかに意外な言葉を突きつけられ、朧月は目を白黒させた。

「わたしが死んだら、蒼刻さんがわたしを思い出すと……？」

「死んでなくてもだ、馬鹿。思い出したら悪いのか」

「！　いいえ、そんなことは」

「というか、忘れようったって忘れられねえだろ。おまえみたいな珍ちん獣じゆう」

「……珍獣ですみません」

　急に珍獣呼ばわりでしょんぼりするが、そんな珍獣の膝でも、蒼刻は休めたようだ。

「阿あ呆ほな話してたら、頭痛がどっか行ったぜ」

「え。ほんとですか？」

「おまえのすっとぼけた話し方のおかげかもな。ったく、気が抜ける」

　ひとしきり憎まれ口を叩たたくと、蒼刻は短くため息をついた。小さな舌打ち。

「……かっこ悪わりぃな」

　友とのことで弱みをさらしたのが、不本意なご様子だ。

　拗すねた様子が可愛らしく、頭を撫でたい衝動を抑えるのに朧月はだいぶ苦労した。

「蒼刻さんはいつもかっこいいんですから、ときにはしょんぼりしてもいいと思いますよ」

　そう言ったとたんに空気が固まった。あれ、わたし何かした？

「……朧月」

「はい？」

「おまえはもうちょっと後先考えてものを言え」

　ぶっきらぼうに言い、目を瞬しばたたかせる朧月をよそに蒼刻が上体を起こす。

　それを追おうとして膝を崩くずした直後、朧月はおよそ言葉では表せない珍奇な悲鳴を上げて悶もん絶ぜつした。蒼刻がぎょっと目をむく。

「……あ、足がしびれました……」

「やっぱりそういうオチか！　ったく締まらないというかなんというか」

　自分でも痛感しているので、そんな大声で追い討うちをかけないでほしい。泣きたくなる。

「だって蒼刻さんの頭、重くって」

「軽かったら頭空からっぽみたいで嫌いやだろ。それともおまえの兄貴のは軽いのか」

「軽くはないですけど……」

「だろ。――そういえば、血の流れをよくすれば回復するって聞いた気がするな」

　蒼刻はつぶやき、やおら朧月を抱き起こした。彼の身体とぶつかった脚が強くしびれ、朧月は声にならない悲鳴とともに蒼刻にしがみつく。

　戦袍の袖そでを指が白くなるほど強く握り、身を震わせて、どうにか衝撃を散らした。

「……痛いのか？」

「――いえ、痛くはない、ですけどッ……」

「なら少しだけ我慢しろ。たしか、かかとを軽く押してやるといいって話だから」

　その言葉どおりに脚にふれられ、ひぁむぃ！　とかなんとかまた自分でも意味のわからない悲鳴が出てしまう。暴れるな！　なんて言われても無理な注文だ。

　そこへ。

「おーい、ちゃんと休んでるー？」

　おっとりとした呼びかけとともに扉が開き、朧月たちは思わず硬直した。

　乱れきった敷布の上で、涙目になりながら相手にしがみついて震える少女と、彼女を抱いて細い足首をつかんだ青年。よく考えなくても誤解されやすい体勢だ。

　煌こう言げんは一瞬だけ目を点にすると、へにゃりと笑み崩れた。

「僕も混ざっていい？」

「何にだよ！」

　ひとしきり後輩たちをからかうと、煌言は将軍らしい硬質な表情に切り替えた

「正しく気力を取り戻したようだね。――張宝の本当の目的はまだ知らないよね？　その被害を最小限にするために、少し相談がしたいんだ」





◇◆◇






「なんで廊ろう下かにいたんだ張ちようさん」

「おぬしが無理やり外に出ていかぬよう、出入り口を封鎖していたのじゃ。聞き耳はちゃあんと立てておったのだが、妙みような展開になったので星せい彩さいとにやにや見物――おっとしまった、入る頃合いをうかがっておったまで」

「……もうあんた紅こう梅ばい宮きゆうに帰れよ……」

「可愛くないのう。儂わしの腕枕で眠ったくせに」

「は!?」

　詳しく聞けば、運ばれた後に毒で一時体温が下がりすぎたため、大事をとって張さんが添い寝してくれたのだという。助けてくれたのはうれしいが、おっさんの添い寝はうれしくないと言ったら頭突きされた。

　なんだかんだで目覚めた当初の焦あせりは吹っ飛び、平常心を取り戻している。けれど、想いの強さは変わらない。あいつが張ちよう宝ほうの呪詛に縛られて、皇都の人々を傷つける道具にされているなんて。そんなくそったれな現実を許容できるものか。

　呪詛で強化された骸の中に、もうあいつの心が残っていなくても。

　俺の名を呼び、戦いを求める姿は、よく喧嘩を売ってきたあの馬鹿と重なる。だから俺が。

「……蒼刻さん？」

　か細い声で、はっとする。長椅子の隣となりに、いつのまにか朧ろう月げつがちんまりと座っていた。

　大粒の翡ひ翠すいの瞳。濡ぬれているようにも見えるそれに、うかつにも心臓が跳ねた。

「大丈夫ですか？　まだ本調子でないのなら、休んでくださいね」

「おまえの膝でか？」

「……ど……どうしてもって言うのなら、いいですけど」

　どうしても。と言ってみたい衝動にかられるのは、そんなのはなんでもないことだと装よそおいたがる少女が楽しいせいだ。思いっきり目が泳いでるくせに。

「おまえこそ、約束の時間までまだあるんだから休んどけよ。体力ねえんだし」

　額ひたいを軽くこづいたが、普段より反応がにぶい。珍獣のくせに何か考えこんでいるようだ。

「蒼刻さん。――わたし……〈雷らい公こう〉から迅じんさんを解放できるかもしれません」

「なに？」

　土に埋うもれた古いにしえの宝物を掘り出すみたいに、朧月は慎重に言葉を選んでいく。

　初めて聞く話だがすぐに合が点てんがいった。

「ここ数日、部屋に星彩以外の幽鬼を呼んで何かしてると思ったら、その練習だったのか」

「え。お気づきだったんですか？」

「言っただろ。俺はおまえにふれないと幽鬼を見ることはできないが、この右目のせいで幽鬼の気配や声は感知しちまうって。結構夜中に騒がしかったぞ、おまえの部屋」

「……う……申し訳ございません」

　朧月が決まり悪そうにうつむく。蒼刻は腕を組み、彼女からの提案を吟ぎん味みした。

　――目覚めた直後の自分だったら、阿呆か馬鹿かおまえみたいな足手まといを連れてけるか張宝に何かされたらどうする気だと一いつ蹴しゆうしていただろう。

　でも今は、彼女の提案がもし実現できたら、このくそったれな現実にわずかな救いを投げかけられそうな予感がする。唯ゆい一いつの気がかりは、張宝の動きだが、俺が守ればいいだけだ。

「なら、俺はあいつを斬きる。おまえはあいつを弔とむらえ」

　はい。と素直な少女がうなずくより先に、蒼刻は真しん摯しな声音で言い直した。

「いや――おまえに『頼む』。あいつを、解放してやってくれ」

　初めての言葉に胸が熱く震え、朧月はすぐには返事ができなかった。







　第六章　花冠なくして冥府に降りゆく







　とにかく騒がしくて阿あ呆ほうな男だった。仲間内で賭かけをやっては金欠になり、学院の禁きん踏とう区域に忍びこんでは大目玉を喰くらうのが日課。毎日のように話題を振りまく問題児。なのに、いやだからこそか仲間には妙みように好かれていて、笑いの中心だった。……どうして孤立しがちな蒼そう刻こくに絡からんでくるのか、理解に苦しむほどに。

　戦いに生きる立場だというのに、ある日突然いなくなる可能性を想像もせずに、喧けん嘩かばかりしていた。――だから自分が「朔さくの呪のろい」を受けた戦場の、別の場所で迅じんが死んだと聞かされたときも、最初は信じられなかったのだ。

　火計や水攻めを使った戦いくさでもないのに、骸むくろや遺品が見つからなかったのもある。

　だが、生きていれば絶対に、俺のほうが勇敢だったぞ云うん々ぬんと喧嘩を売ってくる男だ。

　二ヶ月が過ぎても、迅がひょっこり顔を出すという奇き蹟せきは起きなかったので、蒼刻は何も言わずに現実を受け容れるしかなかった。武官の宿命だからと、心を押し殺して。

　思えばそんな経緯だったから、嘆なげく機会も弔とむらう機会も見失っていたのかもしれない。

　この、歪いびつで冷たい形での再会は、ある意味ではめぐり合わせなのかもしれない。

　あの男の死に、きちんと向き合えという――

「……蒼刻さん？」

　小さな呼びかけで、蒼刻は顔を上げた。武器はすでに整っている。

　続きの間から現れた朧ろう月げつは、湘しよう雲うん公こう主しゆから贈おくられた黒と紅あかの衣い裳しようをまとっていた。

　黒髪は飾りを使わずに簡素に結っただけの装よそおいは、喪もの装しよう束ぞくの代わりのつもりか。

「また着慣れないもん着て。裾すそ踏んでコケるんじゃねえぞ」

「も、もちろんです」

　足手まといにだけはならない、という後ろ向きだか前向きだかわからぬ気概が、翡ひ翠すいの瞳に満ちている。この引きこもりにしては気合の入った表情だ。

　俺がしょぼくれた面つらをさらすわけにはいかねえな、と内心思う。

「なるべく張ちようさんのそばにいろよ。危ないと思ったらすぐに俺を呼べ。覚えたな？」

「覚えました。蒼刻さんも――」

「わかってる。もう二度と下へ手たは打たない」

　下がり眉まゆの朧月を、確認のついでみたいに軽く抱き寄せると、意外にも彼女はわずかにためらったあとに控ひかえめに抱き返してきた。いつもは身を固くするくせに、どういった心境の変化なのか。けれど、一方的に抱き上げるときにはない熱いものが身体からだを満たすから、細かいことはどうでもよくなってくる。

　なんだか目覚めてからずっと、この珍ちん獣じゆうに甘あまやかされているような気がした。

　――『それ、たぶん、薬や護ご符ふはあまりきかないよ』

　呪いの後こう遺い症しようらしき頭痛がばれたとき、煌こう言げんがあっさり言い放ったのを思い出す。

　――『心を安らかにして、家族や恋人に甘やかしてもらうのが、一番効果があると思う』

　――『痛くても大丈夫だと思えること。その気持ちが痛みを遠ざけるってこと』

　そんな精神論しかないのか。道術も頼れないなとそのときはあなどっていたが、今ならわかる。

　殭屍キヨンシーとの遭そう遇ぐう以来、じくじくと断続的にへばりついていた頭痛を、今は少しも感じない。朧月は恋人でも家族でもないけれど。

　身を離し、桜おう桃とうを思わせる唇くちびるを見下ろしたところでふと、紅こう梅ばい宮きゆうの事件のときのあれを彼女に教えそびれていたことを思い出した。

「今回の件が終わったら、おまえに話すことがある。覚えとけ」

　少女は「なんのこと？」と顔に書いていたが、構わず扉とびらに足を向けたときだ。

「――あたしはたしかに幽ゆう鬼きで存在感薄いですけど、たまには気にしてくれませんかねぇ」

　耳の後ろから唐とう突とつにささやかれ、蒼刻は思わず噴き出しそうになった。

　振り仰あおげば、少しばかり不ふ機き嫌げんそうな顔の星せい彩さいが虚こ空くうに浮かんでいた。そして足元には、生なまぬるい目をした白びやつ虎こ。

「調子に乗っちゃって、いつ殴なぐろうかと思いましたよ～。さすがに今はやめときますけど？」

「儂わしもさすがに、しっぽで一発殴っておくべきか迷うたわい。ま、今回は勘かん弁べんしておくがな」

「……そりゃどうもありがとよ」

　半殺しを連呼していた玄げん静せい心しんの姿が彼らと重なり、蒼刻はなんとも言えぬ気分に襲おそわれた。
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　煌こう言げんに連れていかれたのは、皇こう都との周りではめずらしくもない、自然の花畑のひとつだ。

　常じよう花かという都の名が示すとおり、このあたりは樹木が丸裸になる真冬でもなぜか花が絶えない。百ひやつ花か神しん仙せんの祝福が厚いからだ、なんて言われている。

　静かすぎる夜の湖のほとり。半なかばまで欠けた月が、鏡に似た湖面にくっきりと映っている。その周りに広がるのは、純白の花ばかりが咲いた雲の上みたいな花野原だ。

　あたりでは傷顔の副官をはじめとして、煌言の部下たちが何かの作業をしている。みな戦せん袍ぽうなのでものものしいが、護符を手にしているので道術関係のようだ。

「これは機密事項なんだけど――本当は『祝福』なんかじゃないんだよね。皇都の周りに花が絶えない理由って」

　煌言はためらいなく花のじゅうたんの中に分け入ると、ゆっくりと大地に膝ひざを折った。

　どうしたって武具よりも菓か子し作りの道具のほうが似合う手が、白い花を撫なぜ、その根元に広がる大地にふれる。

「祝福じゃないならなんなんですか」

「蒼そう刻こくくん、君が護ご花か七将軍になったときに聞かされるはずだったんだけど――この花は神話時代の遺産でね。百花神仙が浄きよめた大地の中でも、特定の場所にしか咲かない。そしてその場所には、ほかの花は咲かないし咲けない」

　

　太たい古こ――この広大な大陸は、妖怪とけものに支配された曠こう野やだったという。人間もいるにはいたが、力弱く牙きばを持たぬために虐しいたげられ、ほそぼそと命をつなぐだけで精一杯だった。

　そこに牡ぼ丹たんのごとく美しい「百花神仙」という神女が降り立ち、大地を一年中花のあふれる楽土に変えた後、壮そう麗れいな都みやこを造り上げたのだという。

　

　それが伝承だ。半分以上は作り話だろうと思いながら、人々が語り継つぐ美しいおとぎ話。

「この花は一種の封印なんだ。気脈の力と一体になって、この大地の下に閉じこめられたモノの眠りを守ってる。まあ僕は将軍になる前は何も知らなかったから、よくここに女の子連れて遊びに来ちゃってたけど。ウケるんだよねここ」

　おいおい。緊きん迫ぱくしているこちらを脱力させるような、ろくでもない情報を交まじえるのは、煌言の趣味なのか気遣いなのか。

「もしかしたら朧ろう月げつちゃんには何か感じとれるかな？」

　わたし？　茶色い瞳に見つめられて、朧月はきょとんとする。

「生きものが死んだら幽鬼になるよね？　人間でも、人間ではないものでも。ここに眠ってるのは、文字の記録がない太古の時代、この大地で人間を生かすために百花神仙が討うち滅ぼそうとした――……お。もうじき目覚めてしまうみたい」

　その言葉どおり一面の白が、ふいに裂さけるように割れた。地面の下にひそんでいた何か黒っぽい塊かたまりがうぞうぞと隆起しはじめる。

　それを少し離れた場所から見つめながら、煌言は冷静に言う。

「花か魄はくって名づけられてる。――太古のけものの、魂こん魄ぱくのうち魄はくだけがここに残ってしまってるんだ。時の国軍幹部や宮きゆう廷てい風水師は、これが現世に彷徨さまよい出ないようにするのが大事な役目だったそうだよ。ここ数百年は封印が揺らぐこともなかったから、忘れられかけてたけど」

「忘れられかけてた？」

「ま、そこは時代の流れでねー、いろいろあったんだよ。宮廷風水師が口からでまかせ言って政治を操ろうとして結局信用なくして権けん威いが失しつ墜ついしちゃったとか、僕みたいに道どう士しの才に長たけた人間が年々減ってきてるとか」

　花によって封じられた魄――花魄。太古の幽鬼のなれの果はて。気脈の力で封じられ、永遠の眠りにつかされたモノ。

　聞いた当初はぴんとこなかったが、現実を目の前に突きつけられれば圧倒されるしかない。

「それをいいことに、張ちよう宝ほうは紅こう梅ばい宮きゆうの近くをはじめとして、皇都の気脈を片っ端から傷つけていったみたいだね。その結果、ここの封印が非常に弱まってしまってる。この際だから弱体化させて、もう一度封じ直そうっていうのが僕の案」

「じゃ……紅梅宮で、あんな事件があったのも？」

「そうだよ。気脈による加護を弱らせるために、張宝が図はかったことだ――ね。あのとき僕が皇都にいれば、あそこまで最悪の事態にさせなかったのに」

　悔しそうにつぶやきながら、煌言は手に護符らしきものを構える。蒼刻もなんだか無造作に見える立ち方だが、その手はすでに柄つかの上だ。

　――事前に幽鬼だと教えられていたせいなのか、蒼刻たちがいるからなのか。

　朧月は不思議なほど恐怖を感じずに、立ち上がろうとする花魄の異相を見上げていた。

　朽くち葉ば色をした、苔こけなのか毛並みなのかわからぬものが巨きよ躯くの大半をおおっている。けものと言われれば納得できるが、巨大な石像に濃く苔が生むしたようにも見える。今の時代にはどこにも存在しない形の生命だ。

「これが見たいがために、ずいぶんと手て間ま隙ひまかけたもんだな――そこの腐くされ■■野や郎ろうめ！」

　煌言の豹ひよう変へん。

　それで初めて朧月は、花魄を挟んで反対側に、いつのまにか現れていた人影に気づく。

　すかさず朧月を守るように、白虎と幽鬼がそばに張りついた。

　逆しまに、蒼刻と煌言が前に出る。

「――そうよ。我われはこれが見たかった」

　夜風になびく袍ほう。ざんばらの黒髪に縁ふちどられた張宝の面おもてには、満足げな笑みがあった。

「美う味まい酒でも用意しておけばよかったなァ。一風変わった花見ができただろうて」

「さすがに悪趣味だな」

　吐き捨てたのは蒼刻。青く燃える左目の光は怖こわいほどに鋭い。

「だがこの際、貴き様さまの道楽はどうでもいい。――連れはどうした？」

　連れ――〈雷らい公こう〉。

「残念だが、今は我一人よ。汝なんじの連れてきた朧月を貸してはくれぬか？　なに、悪いようにはせぬ」

「ざけんな」

　蒼刻が鋭するどい目で抜刀しようとしたのを、花魄の吼ほえる声がさえぎった。凄すさまじい大音量に、鼓こ膜まくどころか地面までもがびりびりと震ふるえる。深夜だし周辺の人払いは完かん璧ぺきだそうだが、だれかに聞かれたらどうするか心配だ。

「千年の眠りについていたにしては活いきがよいな。さて、汝らの手に負えるかな？」

　せせら笑う琥こ珀はく色の瞳が、花魄、煌言、蒼刻、張ちようさん――そして最後に、朧月を眺める。

　蕩とろけるような笑みを浮かべる張宝とは対照的に、朧月ははっきりと顔をこわばらせた。

　煌言が恫どう喝かつする。

「悪臭がする言葉を垂たれ流すな腐れ外げ道どうが――。すべて貴様の期待どおりになると思うなよ！」

「おお怖い、怖い……」

　小こ馬ば鹿かにしたように肩をすくめるなり、張宝の姿がかき消えた。

　一いつ拍ぱく遅れて花の上に落ちたのは、人の形に剪きられた白い紙切れ。紙し人じんだ。では、本人は？

　舌打ちした煌言が、隣の後輩に目線を流す。

「蒼刻くん――」

「わかってます。花魄は俺が引き受けますから、来らい将軍は張宝を探してください」

　蒼刻はまるで気負いのない声で言うのに、朧月はぎょっとした。しかも煌言とその部下たちはためらいなく後輩を置き去りにしてしまう。

「そ、蒼刻さん、まさか本気で、一人であれを……!?」

　そんな作戦ではなかったはずでは。煌言と一緒に戦うと聞いていたのに。

「あいつの速さに比べりゃ、どうってことねえよ。的がでかい分、外すほうが難しいしな。おまえは下がってろ」

　とん、と星せい彩さいに背を押された。

　よろめいたその勢いをどう生かしたのかはわからないが、朧月の身体は見事な連れん携けいで、白虎の広い背の上にすばやく乗せられてしまった。とっさにしがみついた直後に張さんが走りだし、あっというまに蒼刻と花魄から引き離される。

「落ちぬよう気をつけるのじゃぞ姫」

「張さん……！　わたしのことより、蒼刻さんを助けてあげてもらえませんか」

「あの程度の魯ろ鈍どんな巨体を討つのに、あやつは儂の手助けなど必要とせぬよ。あやつを安心して戦わせるのが、今こ宵よいの儂の役目じゃて」

　蒼刻とは付き合いが深いという張さんに、そんなに冷静にとりなされると、反論しづらい。

　複雑な気持ちのまま朧月は、蒼刻を――そして、花魄を振り返る。風が生ぬるい。

（蒼刻さん……）

　ふいに異形の紅あかく輝く双そう眸ぼうとかち合った刹せつ那な、朧月の胸の奥に生温あたたかい感覚が広がった。

　奇妙だが不快ではない感覚に戸と惑まどい、眉をひそめたとき、

「――あの花魄に、なつかしさを感じるか？」

　張宝の声がした。声だけが。

　図星を指されたことと驚きがあいまって、焦あせりながら首をひねるが、どこにも彼の姿は見当たらない。不気味さだけが耳の中に残り、続く張宝の声でさらに増幅された。

「そうであろ、そうであろ。汝にとって幽鬼は家族。なればあれは先祖の霊のようなもの」

「…………」

「我がどこにいるのか、わからぬか？　それは残念。――我は、一番よい場所で花見をさせてもらっているぞ。汝からは少しばかり遠いのが、ちと残念だがな」

　ぞわぞわと肌はだが粟あわ立だった朧月の横で、星彩がはっとしたように叫ぶ。

「朧月ちゃん、これ……！」

　紙人。これは蝶ちようの形に剪られているから紙蝶か？　いや、そんなことはどうでもいい。

　びりびりに破き捨てながら、朧月は星彩たちとともに周囲に視線をめぐらせた。

（どこに隠れてるの）

　花魄を甦よみがえらせただけで満足なのか、討とう伐ばつの邪魔をする気はないようだが、近くにあの道士がいるというだけでも不安材料になる。痛む胸を押さえて、再び蒼刻を振り返る。

（……！）

　張さんの無条件の信頼を裏切らず、蒼刻はすでに花魄を圧倒していた。目にも留まらぬ神しん速そくの刃やいばで斬きり捨てられた花魄が、脱力したように花野原の上にへたりこむ。瀕ひん死しの牛が狼おおかみに襲われているかのような、一方的な戦いだ。

　蒼刻が間をおかず、そして容よう赦しやなくとどめを刺そうとして、ふいに鋭く視線を飛ばした。

　その視線は動かぬ花魄を通り越して、闇から滲にじみ出るようにして現れた人影を射いる。

　――〈雷公〉だった。

　なぜか張宝はいない。どこぞで「花見」を続けているだけなのか。

　呪詛の布がほどけかけた異様な風ふう体ていで、異い形ぎようの剣士は足音もなく近づいてきた。

　蒼刻は、曹そう家の邸やしきのときとは違い、毛ほども動揺しなかった。やさしいような仕草で刀の柄に手を添え直す。

　すぐには抜刀はせず、代わりに、場違いなほど穏おだやかな言葉を向けた。

「やっと来たか」

　処女雪のような一面の花の上に、声が落ちる。それが始まりの合図だった。

　見ているだけに過ぎない朧月のほうが怖気づくほどに、蒼刻はためらいなく刀を抜き放ち、かつて友であった剣士めがけて地を蹴った。

〈雷公〉はすかさず、両の手に構えた一対の剣で、蒼刻の刃を防ぐ。だがそれは蒼刻の計算どおりだった。相手の動きが固まった一瞬を逃さず、蒼刻は相手の懐ふところにもぐりこみ、黒衣のみぞおちへと肘ひじを打ちこんだ。〈雷公〉がよろめいたところを、さらに追撃する。

　蒼刻の銀の刀身はぞっとするほど美しい軌き跡せきを描いては、友のそれと夜の闇の中でぶつかり合って火花を散らし、離れては再び交わった。互いの強さを激しく求めあうように。

「……ッ」

　朧月は自分でも知らないうちに、白虎の頼りがいのある背にしがみついていた。そうでもしないと、鋭く澄んだ殺気に呑まれて眩暈めまいを起こしそうだった。

　張さんの尾が、そっと背中を撫でてくれる。星彩の温ぬくもりを、背に感じる。

　蒼刻が負けるとは思えないけれど、彼の好きにさせてあげることしかできないのは――見ているだけというのは、やはりつらい。

（でも……遠くで待っているだけのときよりは――）

　マシだ、と思う。

　際限なく加速する刃のぶつかり合いは、凄せい絶ぜつなまでに美しい均きん衡こうを保っていた。

　防戦一方だった前回とは正反対だ。友の刃をすべて受けきっている蒼刻のほうが、今こ宵よいは余裕がある。彼はまるで暴れる子供をあやす親のように、迅じんの攻撃を巧たくみにさばいていた。

　その唇は強気に引き結ばれていたが、友に万の言葉で語りかけているかのような、不思議な熱を感じさせる。

　その熱さにも呑まれた朧月は、もちろん何も言えなかった。

（……蒼刻さん）

　苦しみも悲しみも飽和したかのような二人だけの時間は、突然の耳ざわりな金属音で断ち切られた。

　月光をはじきながら宙を舞う、迅の剣。半なかばで折れたそれは、花の上に突き刺さった。

〈雷公〉と呼ばれた青年は、とっさに蒼刻から間合いをとった。

　絹の布みたいになめらかな風が、彼らの間に流れる。

「――迅」

　やがて蒼刻が、見守るような静けさで呼びかけた。その視線は、白い花の中にうずくまる剣士にそそがれていた。

　闇に沈みかけた黒ずくめの姿の中に、かつての面おも影かげを探すように。

「おまえは〈雷公〉じゃない。魂の消えた骸でもない。俺の……まあ、悪友だ」

　最後のところだけ、照れたように声が小さくなるのが、朧月は無性にいとおしいと思った。

「だから、俺が殺す。いいだろう？」

　まっすぐに問う瞳に縫い止められたかのように、〈雷公〉の歩みが止まる。

　異相の凶きよう手しゆは何を思うのだろう。張宝の術で魂を縛られ、蒼刻への対抗意識がゆがめられ、彼と殺し合いたいという意識だけで動いているように見える。けれど。

「星彩――」

「はい」

　朧月の手に、星彩の透すける手が重なる。練習したとおり、握にぎられた手に意識を集中した。

　自然と頬ほおの筋肉に力がこもるが、そうではない。視覚だけではなく、幽鬼の気配を全身で捉とらえるような意識――を形作る。それは、蒼刻の戦いぶりに引きずられたのか、五感がいつもより鋭えい敏びんになっている気がした。

「……あ」

　そしてある刹那、夜の闇がかき消されて、朧月の視界が翡翠色の光で満たされた。

　これだ。

　冷たい海にもぐり、海底の砂の中からようやく目当ての宝石を見つけたかのような感覚に、骨まで響く甘いしびれを感じる。それは、長くて暗い洞どう窟くつを抜けた先で光を浴あびたときの解放感を思わせた。

　異相の凶手の姿に、朧月には初めて見る青年の姿が、ぶれながら重なって見えた。

　あれが迅か。武官の戦袍に身を包んだ青年の魂たましいが――幽鬼が、呪詛で肉体に無理やりつなぎ留められているのが、はっきりとわかる。恐ろしいほどに。

　あらゆる幽鬼を見る、双そう界かいの瞳の異能で。

　まだ自分でもつかみきれていないけれど、幽鬼に力を与えるという異能で――

　綱渡りを覚えたての軽かる業わざ師しのように、たどたどしいがたしかに、迅という名の青年に自分の手が届いていく感覚に、朧月は打ち震えた。〈雷公〉の中に封じこめられた彼の幽鬼に、身体の自由を取り戻す力を渡す。そういう想像を祈りのように繰り返す。

　張宝の束そく縛ばくを破って、どうか戻ってきてほしいと願う。

　ここに。

（蒼刻さんのところに）

　長いのか短いのかもわからぬ時間の果てに、夜の闇を満たしたように虚うつろだった〈雷公〉の双眸に弱い光が灯ともった。

　黒い呪詛の布でおおわれた顔をもたげ、彼は蒼刻のほうに目を向ける。意識の光があるような瞳に気づき、蒼刻がはっとして動きを止めた。

　だが、なんという最悪のめぐり合わせなのだろう。

　そのとき彼の死角で、絶命寸前と思われていた花魄がふいに大きく身じろいだ。音もなく前まえ肢あしが持ち上がる。よけられなければ、蒼刻は鉤かぎ爪づめの餌え食じきだ。

「――蒼刻!!」

　朧月たちが叫ぶよりも早く、その声が闇を裂いた。だれの声なのかわからなかった。初めて聞く声に思えたのだ。

　気がついたときには、その声の主は蒼刻の前に飛び出して、花魄の爪を押さえこんでいた。

　朧月は、思わず白虎の毛皮にしがみついていた。

〈雷公〉が。いや――

「……迅!?」

　蒼刻のかすれた叫び。彼の友は、全霊の力で花魄の鉤爪を押さえこんでいた。

　呪詛で強化された身体がみしりと軋きしむ嫌な音が、朧月のところにまで聞こえた気がする。

　直後に、花魄の前肢が大きくのたうち、〈雷公〉と呼ばれていた青年の身体をしたたかに打ち据える。しかし彼は苦鳴をもらしても、爪を押さえこむのを決してやめようとしない。まるでそれが彼に与えられた、最後の役目であるかのような一いち途ずさで、花魄の鉤爪にしがみつく。

　せっかく正気を取り戻したのにと、朧月がへたりこみそうになったときだ。

「おれが押さえてるうちに……はやく――」

　――それ以上の言葉は必要なかった。

　蒼刻が、友から視線を引きはがして、もがく花魄を見据える。厳おごそかとさえ言える動作で、銀色の刀が鞘さやから解き放たれた。朧月の目では、彼の刃の動きはおろか、何が起こったのかすらまともに追えなかった。気がついたときには、花魄の首の根が斬りつけられていた。

　切ないほどに長い鳴き声がとどろく。

　どう、と花魄が倒れるその刹那――純白の花が、すべて紅く染まったように見えた。

　だがそれは朧月の錯覚だった。砂の城が波に崩くずされるように、花魄の輪郭は急速にほどけ、鱗りん粉ぷんめいて光るかけらは白い花たちに受けとめられていく。花魄の紅い瞳が眠るように閉ざされたのが見えたときには、その巨躯はすべて花野原に還かえっていった。幻想的な眺めに、朧月たちは呑まれたように見入っていた。
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　――風すらも、止まったようだった。

　花魄の姿が溶け消えると、白い花野原には元の穏やかな夜が帰ってきた。

　氷の壁に閉ざされたような静けさの中で、二人の声だけが、朧ろう月げつの身体にしみこむ。

「あいかわらず……冴さえた太た刀ち筋すじだな」

　先に口を開いたのは、花の上に仰あお向むけに倒れた青年だ。

　白い花は、神しん華か国では葬そう送そうの花でもある。涙と死、そして、哀かなしみの象しよう徴ちよう。

「当然だろ」

　その傍かたわらにかがんだ蒼そう刻こくの声が、夜明けの空気の中に響く。

「おまえと散々やり合った成果かもしれないな。おまえ、俺が面倒くさがって手抜きするとうるさかったし」

「ふん。手抜きして、おれにわざと負けようなんざ、百年早いんだよ」

「意味わかんねえぞそれ。――というか、なんで俺だったんだ？」

「ハッ。剣に関しちゃ天才のくせに、馬鹿みたいにまじめだったからに決まってんだろ」

　咳せきこみながら、迅じんは少しだけ笑ったようだ。そして真剣な声になる。

「……剣を。くれるか」

　呪じゆ詛その布がほどけかかった手をもたげて。

「操られて、ひどいことばかり、したけどよ……最後には、おまえを守ってやった剣だろ？」

「そうだな。助けられた」

　ありがとよ、と。普段が切なくなるほど素直に感謝を告げる。

　蒼刻が立ち上がる前に、星せい彩さいがその剣を見つけ、張ちようさんがくわえて拾い、朧月に手渡す。

　蒼刻には一瞬でも長く、友のそばにいてあげてほしい。その気持ちが一致していた。

　朧月から蒼刻へ。

　蒼刻から呪詛の布におおわれた友の手に、半ばで折れた剣が渡る。

　迅は、蒼刻の手ごとくるむように剣の柄を握った。

「……礼を言うなら、おれのほうだ。死んでまで、世話をかけたな蒼刻」

　その、声――

〈雷らい公こう〉の雑音めいた嗄しわがれ声ではなく、迅という名の青年の、本来の声なのだろう。朧月が初めて聞いたそれは、蒼刻にとってはひたすらなつかしいに違いない。

「ありがとう。これで、ようやく逝いける」

　色違いの瞳が軽くみはられ、一瞬だけ泣きそうにすがめられたが、落涙はなかった。

　代わりに、蒼刻は微笑んだ。場違いで、哀しいくらい純粋な笑顔。

「忘れない」

　続く言葉で、それが友を少しでも安心させたくて浮かべていた笑みだと気づかされる。朧月の言ったことを覚えていての笑みだと。

　そうして彼の友は、本当の死の静せい謐ひつへと沈んでいった。

　それもまた双界の瞳の力なのか、朧月にはそれがはっきりとわかった。蒼刻の友人が、今度こそ眠るように冥めい府ふに降りていったことが。

「……ったく。礼なんか言ってんじゃねえよ馬鹿」

　静けさが耐え切れないみたいに、蒼刻が愚ぐ痴ちめいた言葉を紡つむぐ。

　俺に感謝すべきときはほかにあっただろうが。おまえの嫌いな茸きのこを代わりに食べてやったときとか。座学の試験で助けてやったとき、懲ちよう罰ばつ房ぼうに入れられてたおまえに食事を密輸してやったとき。金も貸してやったよな。まあ、俺は返せなんて思わなかったけど。

「朧月」

　蒼刻がまた笑った。今度は苦にが笑わらいだ。こんな寂さびしい夜なのに、彼は驚くほどよく笑う。

　その代わりに、朧月はもう――

「泣きすぎだ、馬鹿」と、額ひたいを軽くこづかれる。

　それでもあふれるものを止められずにいると、頬に蒼刻の手が添えられ、そっと上を向かされた。潤うるむ目元にふれた温ぬくもり。驚いて目を閉じた朧月に構わず涙を奪ったそれが、蒼刻の唇だと気づいたのは、彼がゆっくりと顔を離してからだ。




[image: ]





　場違いな戯たわむれに、恥じらうよりも、そうすることで蒼刻が何かをこらえようとしているのではないかという心配が先に立つ。

　躾しつけだ、と笑いをふくんだ声が聞こえた。

「泣きやまないと、もう一度するぞ。いいのか」

　いい、とも、だめだとも言えずに、朧月はうつむいた。

　驚きでほんの一瞬涙は止まったけれど、嗚お咽えつは後から後から喉を揺らしつづけている。

　ぐしゃぐしゃの泣き顔で、彼のきれいな笑顔と向き合うのはしんどい。

「このヘタレ」

　憎まれ口とは裏腹に、抱き寄せられ、甘えるかのように黒髪に額を押しつけられた。

　銀髪が頬にふれるのは、少しくすぐったい。けれど今は不思議と、恥ずかしさよりも安あん堵どが大きかった。

「もうすぐ来らい将軍が戻ってくるはずだ」

　頭の上に置かれる、乾いたてのひら。長い指が黒髪の流れにさしこまれる。

「それまでに絶対に泣きやめ。ほかのやつに、そんな顔を見せるな。――わかったか？」

　朧月は黙って何度もうなずいた。目の奥が熱くて、声など出せなかった。







　終章　あなたが笑う日まで







　翌日の目覚めは昼過ぎ。まぶたを開ける前から異様に重たい頭痛がした。初めて意識して使った異能で消しよう耗もうしたせいなのか、小さい子のようにみいみい泣きすぎたせいなのか。……恥ずかしくて、蒼そう刻こくに会わせる顔がない。

「って言っても朧ろう月げつちゃん、人間、顔は生まれ持ったひとつきりしかないんすよ？　あきらめて外に出ましょうよ～」

　星せい彩さいのとりなし方が身も蓋ふたもない。朧月は聞こえないふりをして、衝つい立たての陰で膝ひざを抱かかえた。

　頼むから、今日一日は完かん璧ぺきに引きこもらせてくれないだろうか。このちっぽけな身体からだはいろいろな意味で限界だ。

（……わたし、涙もろいほうじゃなかったのになあ）

　人を撲ぼく殺さつしたいと思うほど憎にくんだり、自分の異能のことで脳のう漿しようをしぼったり、目が溶とけそうなほど泣いたり。幽ゆう鬼き院いんにこもりきりだった頃には縁のなかった、感情の荒波。

　世界がほぼ兄と幽ゆう鬼きだけで閉ざされていた静かな日々が、遠い昔のことに思えてくる。

　不思議と、その頃に戻りたいとは思わないのだけれど。

「――おい。まだ起きられないのか？」

　扉とびらを叩たたく音。蒼そう刻こくだ。

「星彩……わたしはいないって言って」

「武官さん、朧月ちゃんはいないそうですよ」

「なんだその阿あ呆ほすぎる言い訳は。引きこもりが居留守を使えると思ってんのか」

　鋭するどいつっこみとともに扉を蹴けり開けられた。勘かん弁べんしてください。

　しかし気まずいと思っているのは朧月だけのようで、蒼刻は憑つき物が落ちたようにすっきりとした様子だ。ぱっと見は昨日と大差ない仏ぶつ頂ちよう面づらでも、今はいつもの余裕めいたものを取り戻しているのがわかる。一人だけずるいなあ、と内心思った。

「またおまえは、そんな狭いところにはまって」

「……わたしのことは、日陰で育つ植物だと思ってください」

「その細い腕でどこが育ってんだよ。来い、飯メシだ」

「ひー」

　蒼刻は朧月を、問答無用で隣となりの部屋に呼ぶ――というか引きずっていって、長なが椅い子すに放り出した。そしてなぜか、張ちようさんに星彩を連れて外に行かせる。

　わざわざ二人きりにさせたようだと戸と惑まどっていると、蒼刻が床から何かを拾い上げた。

「これはなんだ？」

　――少女の腰帯の物入れから落ちたのは、石を削けずって作ったとおぼしき小こ瓶びんだった。中には蜂はち蜜みつに似た液体が少し入っている。

　朧月は決まり悪げに目をそらし、「最終手段です」と口の中で小さくつぶやいた。

「最終手段？」

「蒼刻さんが無理に動き回ろうとしたら、これを……眠り薬を呑のませなさいって、来らい将軍が」

　結局使わずに済んだけれど、と妙みように恥ずかしげに言い、朧月は目をそらす。なんだ？

「口移しで飲ませろとでも言われたのか」

「！」

　半なかば冗じよう談だんで言ったのだが、図星だったらしい。時に青ざめて見えるほど白い少女の顔に、ぱっと紅葉もみじのような色が散る。

　それを眺ながめつつ、この流れで言っていいのか悩みつつ、蒼刻は続けた。努めて無表情な声を作って。

「朧月。ひと月前の事件のことで、おまえにまだ教えてなかったことがある」

　――紅こう梅ばい宮きゆうでのこと？

　朧月ははっとした。頬ほおの熱を忘れ、そんな予告をされていたなと悠長に思い出していたら。

「あのとき、おまえ、濠ほりで溺おぼれただろ」

「……その節せつは非常にすみません」

「謝あやまるな。水中から拾ったおまえは息をしてなくて――俺が、口移しで息を吹きこんだ」

「…………え？」

「そのこと自体は謝らないが、おまえに言わずにいたのは間違ってた。悪かったな」

　空気が一瞬凍こおり、すぐに、沸ふつ騰とうした湯の中みたいに熱くなった。

　いや違う。熱くなったのは朧月の顔のほうだ。さっきよりも強烈に動揺に襲おそわれている。

　口移し。残念ながら、その意味は一つしかない。

　よせばいいのに蒼刻の口元を見てしまい、あの唇くちびるか、と思ったのが致命的だった。命を助けてくれただけで深い意味などないと、理性では判断できるくせに、戯たわむれで額ひたいや眦まなじりに唇を寄せられたときとは比べものにならない衝しよう撃げきに貫かれている。

　自分にそのときの記憶がないのが、ひどく心こころ許もとなかった。

　どんな顔をしたらいいのかもわからない中で、とっさに頭に浮かんだ言葉は――

「そ、そうだったんですねありがとうございます！　……じゃ、それは――忘れてください」

「忘れる？」

　上ずった声でしぼり出した意見が予想外だったようで、蒼刻が眉まゆをひそめる。

　この一件で変な気まずさを残したくないという、朧月の情なさけない保身がお気に召めさなかったのだろうか。でも彼はなんでもない口調でこの話を切り出していたし、今も冷静そうだから、朧月ほどには気にしてはいないはずだ。昨さく夜やまでは忘れてたようだし。だから。

（あとはわたしが、狼おおかみになめられたと思って忘れれば――）

　それで片がつく。結論を急ぐ朧月を咎とがめるかのように、蒼刻がすっと目を細めた。

「いいぜ。どうせおまえは意識がなかったから、何も覚えてないんだろうしな」

「……ッ」

　乾いた口調。投げやりに聞こえるそれが、どうしてこんなに胸に刺さって切ないのだろう。

　問題は解決したはずなのに蒼刻の顔を見られずにいると、ふいに耳みみ朶たぶを撫なぜられた。

　はっと視線を上げれば、妙に不ふ機き嫌げんそうな蒼刻の左目とぶつかる。

「気が変わった。やっぱり覚え直せ」

　……え？

　目をみはったときには、やけに自然に腰を抱かれていた。もう片方の手がうなじにかかり、逃げを許さぬ男の力を肌はだに刻きざみこむ。ぞくりとした。覚え直せ……って、唇を？　奪われるという単語が脳のう裡りに浮かび、朧月は反射的な怖こわさで目を閉じた。

　――けれど、唇にふれたのは結局、くすぐるような吐と息いきだけだった。

　拘こう束そくが唐とう突とつに解とかれる。惑乱を引きずったまま、朧月はこわごわ目を開ける。

　すると蒼刻が、短く吐き捨てた。

「冗談だ。無理やりするほど飢うえてねえよ」

　その言葉が、茫ぼう然ぜんとしていた朧月の胸の中で、火花のようにはじけた。感情に火がつき、一瞬で爆発する。いいかげんにしろ。そのときの朧月の勢いを表すならそんな言葉が近いだろう。

　手が勝手に持ち上がり、吸いこまれるみたいに蒼刻の頬へと叩きつけられた。
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　生まれて初めて人を殴なぐった。

（しかも、よりにもよって蒼そう刻こくさんをだなんて……ど、どうしよう）

　のぼせた頭は、部屋に引きこもって扉の前に手当たり次第に物を積み上げて籠ろう城じようし、衝立と壁の間で毛布にくるまり蓑みの虫むしになると、はやばやと冷さめていった。

　先刻大爆発した羞しゆう恥ちと憤いきどおりは、すでに後悔と交代している。

（……たしかに、その、初めてのことだったけど）

　忌き避ひされる身の上だから、乙女おとめらしい夢を抱いたことなどない。それでも自分の知らない間に、ひとつの初体験が終わっていたのかと思うと虚むなしかった。状況的に仕方なかったし、相手が蒼刻なら……嫌いやだとは、思わないのだが。

（わたしも一応、女子だった……っていうことなのか）

　なんだか他ひ人と事ごとみたいに自覚する。

　珍ちん獣じゆう扱いに慣れはじめていたのに。忘れてほしいと言いだしたのは自分のほうなのに。なかったことにしたかったはずなのに――「冗談だ」と手放されたことに、自分がへこんでいる理由を直視できない。したくない。

（これじゃまるで、あのまま蒼刻さんに……して……いやいやいや！）

　首を振る。

　浅ましい。張ちよう宝ほうに目をつけられる忌いまわしい異能を持つ身で、今何を考えた。

　だいたい蒼刻は、昨夜友人の死を看み取とったばかり。それで少し不安定だっただけかもしれないのだ。面倒は全力で回避する主義なのに、さっきは一番まずい選せん択たく肢しを選んでしまった。

　もしこんな自分の浅ましさを蒼刻に気け取どられていたりしたら、二度と外に出られない。彼の部屋に間借りしている今の状態では、何それ寝言？　という感じだが。

「――朧ろう月げつちゃん朧月ちゃん」

　と。明るいけれど不思議と押しつけがましくない呼び声が耳をくすぐってきた。

　無視しても声の主ぬしが怒らないのは知っているが、だからこそ逆に、無視できないと思わせる不思議な力がある。朧月にとって、幽鬼の声は常つねにそういう魅惑に満ちている。それが姉代わりの幽鬼のものなら尚更だ。

　のろのろと顔を上げると、撫なでし子こ色の髪の幽鬼は、手の届く距離にいた。やさしい笑顔。

「まぁた引きこもって。お疲れなのはわかりますけど、不健康ですよぅ。せめて窓くらい開けましょ？」

　何かあったんすか？　と訊きかないのは、気遣いか、事情を知っているからなのか。

　読めないが問いただす勇気があるわけもなく、朧月は星せい彩さいから目をそらした。

「それに、朝ごはんがまだですよね？　タダ飯はきっちり食べないともったいないっすよ」

「……うん」

「朧月ちゃんはもともと細いんですから。それ以上痩やせたら死んじゃいますよ～」

　さすがに死にはしないと思うが。完全な引きこもりだった時代より、星彩は朧月への発言に遠慮がなくなりつつある。

「星彩……その――蒼刻さんは？」

「大丈夫。武官さんは張ちようさんと一緒に出かけちゃいましたよぅ」

　なんだ、いないのか。身構えていた分、脱力して、朧月は星彩に誘われるまま扉を開けた。

　無人の蒼刻の部屋を目にしたと同時に、廊ろうに面した扉が叩かれる。

　蒼刻なら扉を叩く必要がない。煌こう言げんか彼の副官か？ 

　やる気のまったくない顔で扉を開けた途端、目を疑った。

「わ。ほんとにご主人さまの帰りを待ってる仔こ犬いぬみたいだね」

「……天てん祥しようさま!?」

　裏返った声をほとばしらせる朧月の唇を、天祥はきれいな指をのせて封じた。周囲を気にしながら、ささやく。

「声は小さく。一応お忍びだから、変装してきてるんだ」

　変装？　と思って見直すと、彼は金髪をざっくり束たばね、下位の武官を思わせる簡素な上じよう衣いを着ていた。この方は変装が趣味なのか、お忍び用にいろいろと持っている。

　たしかに普段よりは飾りけがないが、神しん華か国の皇族にふさわしい、咲き誇ほこる花のような美と艶つやめいた香りをおおい隠すにはやや不十分な装よそおいだ。失礼ついでに言えば、胸に抱えている無む駄だに大きな花束も気になる。

「蝶ちよう恋れん花か……ではありませんよね？」

「兼、お見舞いだよ。種明かしをすると、蒼刻のつっこみ待ちの華麗なる嫌がらせだけど」

「そんなことじゃないかと思ってました」

　まずい声に出してつっこんでしまった太子殿でん下か相手に！

　天祥の微ほほ笑えみに、悪あつ鬼き羅ら刹せつをもひれ伏させるような静かな迫力が加わった気がした。

「ふうん。君も私の性格がわかってきたね？　いい子だ」

（ひー……）

　血の気が引く。頬をぷにぷにつねりながら言われると、喰くわれるとさえ思えれた。

「それなら今後は君に対して、遠えん慮りよも手加減もしないでいこうかな」

　今まで遠慮と手加減があったのかとか全部なくなったらどうなるのかとか、つっこみたいことは山ほどあるが、今度こそつっこんだら最後なので黙もく秘ひを貫く。さっきは蒼刻で今はこれってなんの天罰なのだろう。帰っていいですか。

「まあお楽しみは後にとっておくとして、今日は話が聞きたくて来たんだ。張宝の一件がどうなったのか、私のところには表面的な報告しか届いてなくてね。君の声で聞かせてくれる？」

「はあ……」

　事件の中心にいた人の声を、ということか。

　わたしはほとんど傍ぼう観かんしてただけだったのになと思いつつも、太子殿下の頼みを拒こばめるはずがなかった。室内にご案内して、煌言からおすそ分けされたお茶を用意する。

「どうなるかと思ったけど、仲よく同居してるんだね」

「はあ……まあ、それなりには」

　ついさっき蒼刻さんの頬を引っぱたいたばかりです。とは絶対に言えない。星彩の探さぐるような視線が頬に痛かった。

「昨夜のことは聞いたよ。紅こう梅ばい宮きゆうのときに続いて――痛ましい話だったね」

「……はい」

　憂うれい顔も絵になる人だ、なんて現実逃避めいたことを考えながら、朧月は星彩とともに知っていることを話した。中には彼女が知らなくて、逆に天祥から教わることもあった。

　張宝は結局捕まっていない。苛いら立だたしいほど神しん出しゆつ鬼き没ぼつな道どう士しは、憎らしいほどなんの痕こん跡せきも残さずに皇こう都とから姿を消したのだ。

　――いや、正確に言えば、痕跡はひとつだけ残していた。曹そう家がらみのことである。

　実は国軍は、以前から紅こう英えい州刺し史しと張宝のつながりを疑っていたそうだ。相手が三大家の一員なので証拠固めを優先していたところに、今回の皇都の騒ぎと玄げん静せい心しんからの情報が最後のひと押しをくれた形になり、すぐに紅英州刺史は縄なわにかけられるという。

　張宝の口車とあやしい魅力に乗せられて、皇都によからぬ力を招き入れ、人々に未み曾ぞ有うの恐怖を与えた罪は重い。主しゆ上じようの統治への反逆同然の罪がいくつも発覚したため、曹家は一切かばいだてせずに罪人を引き渡した。

「――もしかしたら、それすらも張宝の望みどおりなのかもしれないけれどね」

　天祥は笑顔を消し、百年先をも見通しそうな瞳で言った。

「と、おっしゃいますと……」

「世間の批判は、紅英州刺史だった曹家の彼に集中してる。黄こう巾きん賊ぞくが嫌うという『評判の悪い権力者』に。そして張宝は、国軍の武官の骸むくろを利用して皇都の人々を傷つけた上に、花か魄はくまで解き放った。これは皇宮と国軍としては表おもて沙ざ汰たにしたくない事態だ。特に花魄のことは国の機密だからね」

　あ、と声が出た。聡明な太子殿下はうなずき、朧月が煎いれた茶で唇を湿しめして続ける。

「そう。今回張宝がしたことは、曹家のお家騒動に関わったこと以外はこちらの手で隠いん蔽ぺいされるんだ。張宝の視点から見れば、利用し終えた紅英州刺史の処分も、自分も悪事の後始末も、すべて皇都がやってくれたことになる。業ごう腹はらだね」

「……」

　あの男なら計算ずくに違いない。想像以上の狡こう猾かつさに、朧月は言葉もなかった。

　ようやく森を抜けたと思ったのに、目の前にさらに暗く深い森があったかのような気分だ。

（本当に……張宝は、損はしていないんだ）

（わたしの瞳の力が強まったことを喜んでいたし……）

　ひょっとして自分は、一番まずい道を選ばされたのではないか。不安が胸をおおう。

　思考の泥沼に突き進みかけた朧月を引き戻したのは、天祥の飄ひよう々ひようとした声こわ音ねだった。

「ところでお見舞いにきたのに、肝かん心じんの蒼刻が戻ってこないね？」

「すみません……。わたしが引きこもっている間に、お散歩に行かれたみたいで」

「寄り道でもしてるのかな。じゃ、今日は君と二人で遊ぼう」

　……あれ？　どこから話が飛んだ？

　ついていけず何度も瞬まばたく朧月に、天祥はこちらが呆ほうけるほど美しく微笑んだ。

「この前は時間がなくて、抱っこしかできなかったからね。今日はどこに行こうか？」

　嫌ならいいよ？　とは言うけれど、嫌だなんて言える雰ふん囲い気きがどこにあるのか。

　抵抗をあきらめた朧月は、天祥に引きずられて部屋を出たのだった。
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　――朧ろう月げつが太子殿下によって、昼下がりの浮気（？）に誘われている頃。

　蒼そう刻こくは、鋼こう鉄てつ宮きゆうのがらんとした広場――鍛錬場で、乾ききった空気にひたっていた。

　ほかの武官の姿はない。木陰に座っていれば無心になれる気がしたのだが、残念ながら気のせいだった。遺品となった折れた剣は部屋に置いてきたのに、蒼刻の手にはまだ悪友の体温が消えていく感覚が灼きついていて、余計な思い出ばかりが頭に浮かぶ。

　どうにか過去の記憶をなだめてしまいこんでも、代わりに思い描いてしまうのは、さっき泣かせた少女の顔だ。

（……何やってんだかな）

　引っぱたかれたのは全然痛くなかったが、さすがに目は覚めた。恋人でもないのにあんな真ま似ねをされたら、いくら弱虫で事なかれ主義の引きこもりでも怒って当然だ。

　しかも蒼刻は、朧月にちっとも正直になっていない。口移しのときより前にも、おまえに手を伸ばしかけたことがあると白状したら、あの珍獣はどんな反応をするだろう。

（というか、なんであの珍獣に……）

　ため息が出る。

　自分は天てん祥しようや煌こう言げんと違って口がうまくない。思ったことの半分も言葉にできない。口に出す言葉はなぜかひねくれてしまう。そのあげくに、ろくに自分の気持ちも説明せずにふれるなんて、子供がだだをこねて地面に転がるのと大差ない幼よう稚ちな表現だ。

　傍かたわらに番人のごとく鎮座する張ちようさんが、考えこむ青年を見かねたように沈黙を破った。

「おぬしの持て余している衝動や感情を、ひと文字で言い表してやろうか」

「勘弁してくれ」

「む。認めるのが怖いのか？　儂は見ていてそろそろ鬱うつ陶とうしくなってきたぞ」

「怖いというより虫むし唾ずが走るんだよ。俺に似合わなすぎだろ」

　ひと文字で表せる感情。自分には縁のないおとぎ話だと思っていた、春の香りがする想い。

「たわけが。儂わしなんぞは人間やめても恋に生きておるぞ？　似合わなくて何が悪い」

「あんたはよくても、俺はそうもいかないんだよ」

「意地っ張りめ。青いのう」

　毛け繕づくろいしながら、あきれたように言われる。精神的な疲労のせいか、普段とは違って「うるせえ」と言い返す気力が湧わかない。

　と、視界の端に人影がさしこんだ。やわらかな栗くり色が風に舞っては太陽にきらめく。

「張さんはともかく、蒼刻くん、君こんなところで何してるのー？」

「刀の手入れです」

　わざわざ屋外ですることそれ？　という視線で問われると何も言えない。

「それは見ればわかるよー。僕だってこんなんでも武官だものー。僕が聞きたかったのは君のその珍奇な行動の原因になった微笑ましいはずの裏事情のほうだけど、まあ素直には話してくれないよねー。というわけで手紙だよ！」

　何が「というわけ」なのか意味不明にも程があるが、この困った先輩にいちいちつっこんでいたら比ひ喩ゆでなく日が暮れる。

　なんであんたが伝令の真似事をしてるんだとも思ったが、その質問も口にはしなかった。今は漫才をする気分ではない。

「だれから――って、なんだまたか」

「父君か。息むす子こが十七歳、昔の可か愛わいげがなくなって寂しいんじゃろうて」と白虎。

「そうそう、嫌だろうけどたまには実家に顔を出してあげたら？　あとこれあげるー」

　蒼刻は眉まゆ根ねを寄せた。押しつけられたのは、薄うす紅べに色と白の花で作られた花束である。

「蝶恋花の『花』だよ」

「…………」

「そんな引かなくても、別に僕から君に贈おくるわけじゃないよー。どうせ君のことだから、朧月ちゃんにはあげてないと思ってさ。僕が占いと風水の知識を駆く使しして特別に作ってあげたんだよ。今回のご褒ほう美びには安すぎるけどね。とゆーわけで健闘を祈る。狙ねらった城は落とすべし！」

　煌言は最後まで、勝手気ままに発言して去っていった。つっこみが追いつかない。人生楽しそうでいいなおい。

　気のせいではない頭痛を感じつつ、花束は見ないようにして手紙を開けた。

　劉りゆう家の領地――青せい苑えん州に戻っている父からの手紙だ。州内の様子や母のことなどが陽気な文体でつづられた後に、

『時に、おまえと恋人のフリをした彼女とはどうなった？　あれから仲を深めているのか』

「…………」

　……余計なお世話にも程がある。しかも今こんなときに。

　刀で細切れにして捨てたくなったが、続く文章に釘くぎづけになった。

『もし彼女と仕事以上の関係はないと言うのなら、ひとつ見合いをしなさい。

　おまえが見合い嫌いなのは百も承知だが、この父にも断りきれぬ話というものはある。

　先方は孫そん家の姫君、名は――』











《了》










　あとがき




『双そう界かい幻げん幽ゆう伝でん　宿敵は神出鬼没！』をお手にとっていただき、ありがとうございます！

　引きこもりと口より手が出る男子と虎と幽霊のたぶんラブコメ、いかがだったでしょうか？

　死ん登場もとい新登場は、乙女おとめ武将とあやしい敵かたき役やくです。

　張ちよう宝ほうは私の趣味のままだとマッドな美少女になっているところでしたが、担当さんの「男のほうが萌もえませんか」という助言により性転換。ならばと包帯や仮面で趣味全開に飾りたてようとしたのを「普通の美男子でいいですよ？」と軌道修正していただき、今の張宝に落ち着きました。張ちようさんといいヒロイン兄といい、古め口調が多いのは……まあ、私の趣味です。

　そういうわけで男密度と引きこもり主人公の精神的プレッシャーが右肩上がりな、我流中華ファンタジー第二弾。今回も担当編集さま、イラストレーターのくまの柚ゆず子こさまにはたいへんお世話になりました。この場を借りて厚く御礼を申し上げます。この本が世に出るまでご尽じん力りよくいただいた方、そしてお読みくださった読者さまも、ありがとうございました！





木き村むら千ち世せ
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著者

木村千世

Chise Kimura




お久しぶりの方もはじめましての方も、こんにちは！　皆様のおかげで続編です。アイヤーに続いてニイハオを思い出しました。夏はホラーの季節です！

あんまりホラーじゃないけどデコボココンビがもっと仲よくなるかもしれない中華風幽明世界でも、なごんでいただければ幸いです。




■千年王国（Millenarism）

http://ckimura.web.fc2.com/







イラスト

くまの柚子

Yuzuko Kumano




張さんあなたってば

モフモフでダンディーとか

最強ですね！

ということでカバーにも

出張ってもらいました♪




yuzu spice//

http://kumanoyuzuko.sakura.ne.jp/
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